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　馴なれ合あい無用、彼女不要、友達は真に価値ある一人がいればいい。『青春』の一切いっさいは非効率、苛酷かこくな人生レースを生き抜くためには無駄を極限まで省くべし──という信条を胸に生きている俺おれ、大星明照おおぼしあきてるの部屋に入り浸る奴やつがいる。

　小日向彩羽こひなたいろは。妹でも友達でもなく、ましてや恋人なんかでは断じてない、ただの友達の妹。

　そんなウザさ極きわまる面倒な後輩である彩羽だが、彼女にはひとつだけ秘密があった。

　それは謎なぞのアプリゲーム制作集団《５階同盟》の影のメンバーであること。

《５階同盟》とはプロデューサー・俺、天才プログラマー・ＯＺこと小日向乙馬おずま、イラストレーター・紫式部先生むらさきしきぶせんせいこと影石菫かげいしすみれ、ラノベ業界の超新星であるベストセラー作家でありながら何故なぜか協力してくれたシナリオライター・巻貝まきがいなまこの四人が中心となった創作集団だ。

　代表作の『黒き仔山羊こやぎの鳴く夜に』は、市場にほとんどない本格ホラー×魅力的なキャラの運営コンテンツとして人気を博し、大勢のユーザーに遊んでもらっていた。

　そのゲームにおいて正体不明の声優として密ひそかに声をあてているのが小日向彩羽だ。

　たった一人で老若男女を問わず、あらゆる声を演じ切ってみせる、七色の声の持ち主──。

　とある事情から表立って活動できない彩羽のために俺は機会と環境を与えてきた。

　見返りなんて求めてない。才能を無駄にするのはこの社会の損失だから。

　そういう無駄や非効率を嫌う自分自身の信条に従っただけに過ぎない。

　しかしまあ恩を着せたつもりはないとはいえ、彩羽の奴、それから妙にウザ絡がらみしてくることが増えたんだよな。人ん家ちに入り浸ったり、無駄に発育の良い体で俺を照れさせて喜んだり、からかってきたり、俺以外にはべつに普通の態度をとれるらしいんだが、まったく困りもんだ。

　と、そんな何気ない日常を過ごしてきた俺達だったが、転校生・月ノ森真白つきのもりましろの襲来で状況は一変。彼女の心からの「告白」によって混乱が巻き起こる。

　俺は真白の告白を断りあらためて《５階同盟》優先、青春は後回しという立場を強調したのだが、真白はまだ諦あきらめるつもりはなく、好きにさせるまで徹底的に彼女面づらをしてくるという。

　さらに今度は同盟作品の顔、イラストレーター・紫式部先生がとんだ妄言を吐きやがった。




『アタシと──結婚、してください』





　土下座しながら放たれたその一言のせいで、俺達は新たなトラブルに巻き込まれることになる。……………………またこういう展開かよ。
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　結婚とはコスパ最悪のオワコン制度だ。

　月々の出費が増え、常に他人と生活する緊張に晒さらされ、重大な責任を負わされるという莫大なリスクと引き換えに得られるのはほんのすこしの安心だけ。しかもその安心さえも夫婦喧嘩げんかやら不倫やらで脅かされるのだからやってられない。控え目に言ってクソゲーだ。

　人類が絶滅してもいいのかって？

　結婚し、子を産み育はぐくまないのは身勝手だって？

　アホかっつーの。人間という種しゅの存続が最優先なら、それこそ結婚制度なんて非効率的だ。

　経済力にも母体の体力にも限界がある以上、一人の男と一人の女では一生で産める子どもの数はどうしても限られる。

　だったら裕福でその気のある男が、大勢の女と結ばれて多くの子孫を残すシステムの方がよほど効率的だろ。

　結婚てのは結局、嗜好しこう品みたいなもんだ。種を繁栄させるための必需品ではない。

　だったら、そこに憧あこがれを感じない俺おれみたいな人間は、わざわざレールに乗っかる必要なんてないし、その機会もおそらく永久に訪れないはずだ。

　そう思っていた。




　だが──





「突然だが、紫式部先生むらさきしきぶせんせいと結婚することになった」

「アキ、ちょっと落ち着こうか」






　真顔で切り出した俺を、オズは真顔で制止した。

　七月の中旬。朝のまだ人気ひとけのない教室の中。親友の額に浮かんだ汗は暑さのせいか。

　あるいは友の台詞せりふがあまりにも荒唐無稽こうとうむけいで非現実的な世迷言よまいごとそのものだったせいか。

「えっと、僕の聞き間違いかもしれない。もう一回、言ってくれる？」

「紫式部先生と結婚することにした」

「トゥイッター風に」

「私事ですが、この度イラストレーターの紫式部先生と結婚することになりました」

「英語で」

「I decided to marry Ms. Murasaki Shikibu.」

「オーケー、わかった。アキは病気だ」

　お手上げです、と匙さじを投げた医者のような顔で首を振るオズこと小日向乙馬こひなたおずま。

　顔も性格も良ければそれでいいと思ってやがる神様が、適当に降臨させたような強キャラ男。

　俺のただ一人の友達にして、《５階同盟》の屋台骨を支えるスーパープログラマーでもある。

　昔はいろいろあったが──……。

　今では全方位から（無自覚に）モテモテの立派なエロゲ主人公だ。

　もっとも、そうなるように仕向けたのは俺自身なので、特別なやっかみみたいなものはない。まあ、大事な話でもないしそれはいいか。

「病気って……そこまで言うことないだろ」

「病気じゃないなら正気じゃないってことだよね？　常識改変催眠にでもかかってるの？」

「エロ漫画じゃあるまいし」

「でもそんな設定でもないと納得できないよ。だってあの紫式部先生だよ？」

「や、さすがにその言い草はひどすぎだろ」

「彼女の人格は何も悪くない。根の性格はいいし実は頭もいいし会話が面白おもしろくて絵も上手うまい」

「そう聞くと完璧かんぺきな恋人だ」

「『それ以外は全部ダメ』って点に目を瞑つむればね」

　ド直球。

「いやまあ、オズの気持ちはわかるよ。たしかに紫式部先生は逃げ癖ぐせあるしオタトーク始まると早口が止まらないしＴＰＯをわきまえずにＢＬ妄想で盛り上がるし女教師のくせにショタコンだし部屋片づけられないし〆切守らないし酒入ると絡からみがめんどくさくてウザいしときどき意味もなくイラッとするし──」

「さすがにその言い草はひどすぎない？」

「──だが、だからこそアリだ」

　力強く言い切る。

　結婚など非効率的。オワコン。そう断じてきた俺が人生で初めて結婚したいと思った。

　結婚することが正しいと、心の底から思えた。それこそが紫式部先生──影石菫かげいしすみれという女性なのだ。

「アキ……」

　俺の目をじっと見つめ、オズはため息をついた。

「そっか。本気、なんだね」

「ああ」

「彩羽よりも紫式部先生を選ぶんだね」

「ああ。……どうしてそこで彩羽が出てくるんだ？」

　彩羽、とはオズの妹、小日向彩羽のことだ。

　俺にとっては友達の妹──イコールただの後輩である。

　最近俺に告白してきて、振られてもなおゴリ押し気味に突き進んできてる真白ましろならともかく。

　彩羽と結婚するルートなど想像もできない。

「決意は固いみたいだね。僕としては彩羽と結ばれてほしかったんだけど。アキがそんなにも紫式部先生を愛してるなら仕方ない。僕も諦あきらめるよ」

「ああ。……って、ちょっと待て」

「ん？」

　聞き捨てならない単語が聞こえて「待った」をかけると、オズは首をかしげた。

　おい何だ今の単語は。

「誰だれが誰を『愛してる』って？」

「えっ。アキが、紫式部先生を、でしょ？」

「そんなわけないだろ」

「ええー……さっきからさんざん結婚するって主張してたような」

「馬鹿ばかお前、誤解してるぞ。結婚っていっても普通の結婚じゃねえよ」

「ああ、なんだそういうことか。良かったー」

　ホッと胸を撫なでおろすオズ。

　何かやたらと深刻そうな顔してるから微妙に話が嚙かみ合あってない気はしていたが、どうやら俺の言葉の真意がうまく伝わってなかったらしい。

　まったくやれやれだ。

「紫式部先生と本気の愛を育んで結婚、なんて、あり得るわけないだろ？」

　俺はただ──





「あいつのカラダさえ手に入ればそれでいい」

「だから何言ってるの？」






　また盛大に突っ込まれてしまった。何も間違っていないはずだが、何故なぜ伝わらないのか。

　このままじゃ永遠に平行線だ。

　オズの理解を得るためには、事のあらましを順序だてて話していく必要がありそうだ。

　たしかに俺の話の切り口は唐突だったかもしれない。

　もしも俺の人生を監視してる神様がいたら、いきなり何言い出すんだコイツ、と思ったかもしれない。

「わかったよ、オズ。順番に説明する。実はな、この前の演劇フェスの打ち上げで──……」





＊






「アタシと──結婚、してください」

　あの日、紫式部先生こと影石菫は、土下座しながらそう言った。

　そして、食器が割れた。

「な、な、何、言ってる、の？」

「菫ちゃん先生、それって……」

　背後で真白と彩羽が声を震わせている。

　──お前ら、その割った皿あとで弁償しろよ？

「あのね、明照あきてる様。驚かずに落ち着いて聞いてほしいんだけど──」

「いや、べつにいいです」

「え？」

「言われなくても、何となく何があったのかわかるんで」

　深刻な表情で話を始めようとする菫の眼前に手をかざし、強引ごういんに台詞を打ち切った。

　俺は学習する人間だ。

　自分の周りでどんな現象が起こってるのかくらい、よーくわかってる。

　──どうせラブコメ的なイベントだろ？

　最近、現実にねーよ！　ってツッコミ入れたくなることばかり起きやがる。

　ニセ彼女ができる。その子に告白される。その子はまだ俺のことが好きらしい。女子だらけの演劇部に頼られる。演劇フェスでトラブルが続いて役者が間に合わず、その代打をやる──。

　統計学的にはあり得ないことなのに、ここまで続けば否定ひていする方がオカルトだ。

　何かしらの妙な乱数が働いて、俺にはそういうラブコメ的なイベントが起きやすくなっている。

　もしかしたら、真白とのニセ恋人なんていう非日常的なラブコメ環境を受け入れたときから、俺は世界を変えるスイッチを踏んじまったのかもしれない。

　ゆえにこの菫の突然の求婚も。

「あまりに展開が見え透すいてる。どうせ俺の予想通りでしょう。エロゲ展開というかラブコメ展開というか」

「ふ、ふざけないで。今回のアタシは本気なのよ。二次元と一緒にしないで！」

「はいはい、エロゲエロゲ」

「もう！　アタシはこんなに真剣なのに！」

　まともに取り合おうとしない俺に菫はぷんぷんと御立腹の顔ですがりつく。

「本当に見え透いてるって言うなら、アタシに何が起きたか当てられるんでしょうね!?」

「まあ、たぶん」

「むむむむむ……！　言ったわね！　それじゃあ、せーので行くわよ!?」

「べつにいいですけど」

「せぇーの！」




「実家から結婚しろと言われて、お見合いをセッティングされそうになったんですよね？」

「実家から結婚しろと言われて、お見合いをセッティングされそうになったの!!」





　…………………………………………。




　……………………。



「……な？」

「何でわかったのおおおおおおおおおおおおおお!?　エスパー!?　メンタリストＡＫＩ!?」

　文句のつけようがない完全一致の回答に菫は、ぐわんと目を見開き取り乱した。

　──やはりそう来たか。

　想定外の出来事に振り回されることが増えたが、何となく傾向が読めてきたぜ。

「ま、ここまで続けばさすがにテンプレ展開を予想できますよ」

「テンプレって何の話よ！　こちとら嫌いやになるほど現実なんですけど！」

「現実ねえ……」

　涙目ですがる菫の体を、頭の先から足の先までじっくり眺める。

　今は地味なジャージ姿に眼鏡めがねをかけた紫式部先生モードなので目立たないが──……。

　張りのある大きな胸とくびれたスタイルはモデル並みで、若さと熟うれた色気、両方の魅力を兼ね備えている。すこし化粧をして着飾った、いわゆる教師・影石菫としての彼女は、目つきと口調こそ近寄りがたい雰囲気を醸かもし出だしているものの、総合的には『美人』と呼んで差し支えないスペックだ。男なんて引く手数多あまた。ねだればすぐに釣れるはず。

「現実っていうなら、菫先生。まだ二十五歳ですよね？　イマドキ、お見合いしなくちゃいけないような年齢でもないでしょう。先生くらい美人なら、焦あせらな──っで!?」

　脇腹わきばらを誰かにつねられた。

　それも左右両方。

「どうかしたんですか、センパイ？」

「……つーん」

　振り返ると、ニコニコした彩羽とそっぽを向いた真白。

　二人の距離がさっきまでより近く、攻撃射程内に見えるのは気のせいか？

　……まあいいや。

「焦らなくても、いくらでも相手を見つけられると思いますけどね」

「ええ。たしかに二十五はまだ急ぐような年齢じゃないわ。でも、うちは特別なの」

「特別？」

「影石家は本家が山奥の田舎いなかの方にあるんだけど、そのせいかちょっと浮世離れしててね」

　故郷の風景を思い出しているのか、菫は遠い目をして言う。

「未いまだに昔ながらの価値観が色濃く残ってるの。良くいえば伝統を尊ぶ、悪くいえば時代遅れの掟を引きずった一族」

「だから若くして結婚すべきって話も持ち上がる、と」

「ええ。これまで仕事に本気で向き合いたいって言って、逃げてきたんだけど。……そろそろ逃げ切れないみたい」

「菫先生……」

　真まっ青さおな顔で、力なくうなだれる菫。

　その顔を見ていると、モヤモヤした感情に襲われる。

　──そうだ。普段はっちゃけた姿ばかり見せるから忘れそうになるが、彼女も《５階同盟》の一員。

　家庭の事情なんて馬鹿げた理由で、せっかくの才能を諦めかけていた影の天才だ。

　最初に夏の即売会で声をかけた後、さまざまな方法で口説くどく過程で、俺だけは菫の軽いノリの裏に隠された『本当の気持ち』を知ってしまった。

　あんなまっすぐな本音さえ押し隠さなきゃならない影石家の、その掟の強制力ときたら、並大抵ではないのだろう。

　それは、震えている菫の顔を見ればわかる。

「……で、俺にプロポーズしてきたわけですか。俺と結婚するならお見合いは必要ない、と」

「ええ。ええそうよ！　アタシまだ、結婚したくない！　だってアタシには、心に決めた人がいるんだもの！」

「ッ！」

　後ろで真白が息を呑のむ音が聞こえた。

　きゅ、と俺の服の裾すそが引かれる。そして俺にだけ聞こえる程度の小さな声で。

「この展開、嫌。菫先生、なんだかんだでアキ狙ねらい。とか、ありそう」

「何言ってんだ真白。この人に限って、そんなことは──」

「でも、ニセ婚約者設定なんて黄色信号。今は好きじゃなくても、変な力学で先生がアキに惚ほれるかも」

「いやいやいや、さすがにあり得ないだろ。……ん？」

　否定してから何か心当たりがあるような気がしてきたが、まあ気にしないでおくとする。

　というか、だ。それより気になる単語があったぞ。

「心に決めた人、って？　菫先生に好きな人がいたなんて初耳ですけど」

「えっ!?　え、ええ……うん」

　頰ほおをポッと赤らめて、菫はもじもじと恥ずかしそうにうつむいた。

　──何だこの反応。

　どうせ二次元キャラってオチだろ？　と思ってたんだが、推しキャラを語るときのいつものテンションと微妙に違う気がする。

「まさか本当に好きな人がいるんですか。二次元キャラとかじゃなく」

「今更こんな話、照れるわね」

　眼鏡の下あたりを赤く染めた菫がチラチラと俺に目配せした。

　いわゆるカップリング厨である彼女は、二次元の存在に対してさえ「嫁」だの「旦那」だのという価値観で愛めでてみせることが少なかった。

　作中の存在そのものの『個』に惚れ込んだり、キャラとキャラの関係性に萌もえるタイプ。

　オタク的な会話をする際も意外と夢女子的な盛り上がりは見せずにいた。

　そんな彼女の口からどんな乙女発言が飛び出すのか？　緊張し、耳を傾けているのは俺だけじゃない。彩羽と真白もごくりと息を呑み、次のひと言を待ちわびて──……。




「アタシ、嵐間あらしまくんが好きなの。──『シャーペン仁じんくん』の」




「はい、解散」

「真白センパーイ、食器の破片片づけるんで。終わるまで足元気をつけてくださいね」

「真白も手伝う。箒ほうきとちりとり、どこ？」

「なぁぁぁんでそぉゆぅこと言うのぉ!?」

　一気に白けて解散ムードの俺達三人をまとめて抱きしめようとし、彩羽と真白にはひらりと逃げられながらも俺のことだけはガッチリとホールド、涙と鼻水を惜しげもなくぶちまける菫。

　なんでもクソもねえよ。『シャーペン仁くん』てのは金曜夜にやってる、子ども向けの国民的ＴＶアニメだ。幼稚園児が馬鹿馬鹿ばかばかしくも楽しい日常を過ごすコメディ調の作品で嵐間くんとは主人公仁くんに突っかかってくるちょっとイケメンだけど抜けたところのあるツンデレな男の子である。幼稚園児である。二次ショタである。

「真面目まじめに話を聞こうとした俺が馬鹿だった。安心して年貢を納めてくれ」

「待って！　アタシは本気なの！」

「うるせえ！　嵐間くんが出てきた時点でアウトだよ！　シリアス値ストップ安だっての！」

「何でよ！　生意気ツンデレの原体験よ！　あらゆるショタのイデアよ!?」

「教師としてアウトな性癖を開き直るな！」

「だいたい結婚なんてしたら自由な時間なくなる。人妻は召使いも同然だって聞いた！　家事も子育ても何もかもやらされるし、お義父さまや旦那の同僚、お隣のイケメンに寝取られてアヘ顔Ｗダブルピースでビデオレター撮られるって！」

「んなワケねえだろ。漫画の知識にしても偏ってるぞ」

「とにかくまだ結婚なんてしたくないのよおおおおおお！　明照様と結婚を前提に付き合ってることにさせて！　ホント『フリ』だけでいいから！　アタシもそれ以上とか御免だから！」

「さては喧嘩売ってるな？」

　いやべつに俺も菫に興味はないんだが。それでもディスられれば結構傷つくんだぞ。

「売ってないわよ。むしろ買いたいの、明照様の婚約童貞を！」

「最低の単語だなそれ。でも仮に俺と付き合ってるって噓うそをついたとして解決するのか？」

「そこは大丈夫よ！」

　大きな胸をたぷんと叩いて、菫はドヤ顔で解説する。

「明照様、いま何歳？」

「？　十六だが」

「そう、アタシのストライクゾーンを遥はるかに超過してる年増よ」

「肩と腰どっちか選べ」

「ま、待って。話が進まなくなるから一旦いったんその手止めて！　ツボを見繕わないで！　殺し屋みたいに関節ボキボキ鳴らすのやめて！」

「話の腰と物理的な腰を同時に折られたくなかったら、要点をさっさと話せ」

「わ、わかったわよ。──つまり、明照様は十六歳。本当に結婚できる年齢になるまで、あと二年の猶予があるのよ」

「……あー、なるほど」

　つまり、彼女が言いたいことはこうだ。

　現時点で結婚可能な男性をニセ婚約者として担かつぎ上げれば、実家から今すぐ入籍しろと迫られたら詰みとなる。

　しかし結婚不可能な年齢である俺を婚約者として紹介すれば、すぐに入籍しなくても不自然ではなくなるわけだ。

「狙いはわかった。でも問題は山積みだぞ」

「何が？」

「学校の生徒と付き合ってるって説明するのか？　教師一族の実家に？」

「大丈夫よ。教育には本気だけど、生徒と教師に自然に芽生えた愛を否定する家じゃないわ」

「意外と寛容だな、おい」

　自然だろうが何だろうがアウトなものはアウトだと思うんだが。

「前例もあるからお役所も安心よ」

「前例あるのかよ!?」

　生徒を娶めとった経験アリとか、それでいいのか教師一族。

　高校ならまあそういうこともある、のか？　中学校や小学校でないことを祈るばかりだ。

「うーむ。でもそれ全部、問題を先延ばしにするだけのような」

「そんなのわかってるわよ。でも今は目の前の問題を倒さないと！　一年後にどうするかは、一年後の自分に任せるわ！」

「あんたがいつも〆切を守れない理由がわかった気がする」

「……べつに、幸せになれるならいいんだけどね。結婚しても。でも、お見合いは絶対ダメ」

　落ち着いたトーンで、しかしハッキリと菫は言った。

「お見合い経由だと実家に偽ってる自分の顔でお見合いしなきゃいけないもの。紫式部先生の本性をさらけ出せない夫婦生活なんて耐えられない」

「結婚した後に、実はそうでしたー、って判明！　……なーんてワケにはいかないんです？」

　箒を持って戻ってきた彩羽がひょっこり顔を出す。

「無理よ。聡明なクールビューティーと結婚したら、ズボラな駄目女だったなんて景品表示法に抵触レベルの詐欺だもの。クレームがついたら実家にもアタシの正体がバレちゃう」

「意外と自覚あったんだな、あんた」

「でも、気持ち、わかるかも」

　俺のツッコミに被かぶせて、小さな声がした。

　声の主は、ちりとりを胸の前に抱かかえ彩羽の背中からおずおずと顔を出す真白。

「真白も……結婚するなら、そのときは……全部、さらけ出したい。……ね、アキ？」

「な、何でそこで俺に同意を求めるんだよ」

「わかってるはずだよ」

「わかってる……けどさ」

　真白の柔らかな微笑み、赤らんだ頰、しっとりと濡ぬれた瞳ひとみを直視できず、俺は目を逸らす。

　月ノ森つきのもり真白。《５階同盟》のハニープレイスワークス、略してハニプレ入りの条件として高校卒業までの間、ニセ恋人になれと社長に厳命された相手。社長の娘にして、俺の従姉妹いとこだ。

　ところがニセのはずがいつの間にか本当に俺を好きになってしまったようで──……。

　告白には一応の決着をつけたはずだが彼女はまだ諦める気はさらさらないらしく、こうして徹底的に彼女面づらをして俺を堕とす腹積もりらしい。


「…………」



　じーっと見つめてくる真白。

　妙な空気が漂い、時間の感覚がスローになる。

　──しかし俺も俺自身の思春期らしい本能が嫌になってくるな。

　今は恋愛どころじゃないと理性でわかっているにもかかわらず、真白みたいな可愛かわいい女の子にこういう色目を使われたら、悪い気はしないというかむしろ全力で胸が高鳴ってしまう。

　このまま強引に真白に押し切られれば、流されて好きになってしまってもおかしくない。

　まあ、もっとも──……。


「……ぅ……ぅぅぅ……お、おしまいっ。い、彩羽ちゃん。食器、片づけっ」



「え？　あ、はいはい。そうでした」

　──真白の誘惑押せ押せモードは三分、いや、それどころか一分も保もたないのだが。

　もともと人見知りなせいもあるが、誘惑開始からすこし経たつと勝手に恥ずかしがって逃げてしまう。おかげで俺は決定的に流されることなく、現在に至っているわけだ。

　はあ、と俺はため息をついて菫を見る。

「……ま、自分を偽ったまま夫婦生活なんて無理だって気持ちはわかるよ、菫先生」

「ホント!?　それじゃあ──」

「ああ。ニセの婚約者にぐらいなってやる。……あ、いや、待てよ」

　口にした瞬間、天啓のように脳内を稲妻が貫いた。

　人妻は奴隷も同然で自分の時間がなくなると菫は言っていたな。つまりコイツは旦那の言うことなら絶対に逆らわない、逆らえないという価値観を持ってるってことか？

　だとしたら。

「結婚か……アリだな」

「へ？」

「いや、本当に結婚するのもアリかもしれないと思ってな」

「「……ッ!?」」

　ガシャーン！　とちりとりに集められていた食器の破片が再びぶちまけられる音がした。

「せ、せせせセンパイ!?　何言っちゃってるんですか!?」

「あ、アキはおかしい。百歩譲ってニセはいいけど。本当に、なんて」

「いや考えてもみろよ。旦那の言うことに逆らえないってことは、結婚したら〆切通りにいくらでもイラストを上げてくれるってことだろ？　書類上結婚するだけで紫式部先生のイラストが安定的に納品されるなら、安いもんじゃないか？」


「えぇー……」



　何言ってんだコイツ、と言わんばかりの目で見られる。

　彩羽にあきれられるのは地味にムカつくな、おい。

「うーん、まあ、書類だけの関係なら。一年後にまた実家を説得する方法を考えなくてもいいし、アタシとしてもＷＩＮ－ＷＩＮかも。……無条件にイラストが上がると思われてるのは滅茶苦茶めちゃくちゃ引っかかるけど、とりあえず実家ごまかせるなら」

「ちょっとちょっとちょっと菫ちゃん先生！　絶対やめたほうがいいですってば!!　センパイみたいな鬼畜ＤＶ男と書類上だけでも結婚したら絶対大変なことになりますよ!!　読んでるＨ漫画の傾向からして結構ハードコアな趣味してますし!!」

　おいこら何暴露してやがる。

「そ、そうだよ、先生。アキは女心のわからない童貞野郎だから。きっとすぐ終わっちゃう」

　おい待て何暴発設定追加してやがる。たしかに俺にその手の経験は皆無だが、いくらなんでもそこまで不甲斐ふがいないことにはならないはずだ。未経験だからわからないけど。たぶん大丈夫。大丈夫……だよな？

「二人に言われるまでもないわ。明照様を一番怒らせてるのが、一体誰だと思ってるのかしら。明照様のクソ野郎っぷりはアタシが一番よく知ってるわ！」

　何故なぜか怒濤どとうの罵詈雑言ばりぞうごんを放ち始めた彩羽と真白に対し、張り合うように菫もドヤ顔で応酬した。

「でもショタじゃない見知らぬおっさんとお見合いするくらいなら、明照様の方がマシよ！　──ってひゃわん!?　何っ!?　どうして二人とも無言で脇腹つねってくるの!?」

「いや何か菫ちゃん先生がセンパイをディスってるの見てたら、つい」

「ムカつ……笑いを提供してあげたくなった」

「ちょっ、脇腹くすぐらないで！　あははは！　アタシそこ弱いのぉ！　らめえええええ！」

　床に押さえつけられて身悶もだえる菫と、二人がかりのフィンガーテクで責める彩羽と真白。

　そんな微妙にピンクな空気の漂う光景を見下ろして、俺は深々とため息をつくのだった。

「お前ら、人生楽しそうだな」





＊






『──とまあ、つまりこんなことがあったわけだな』

『大丈夫。僕から見れば、アキも充分人生楽しそうだよ』
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《菫》昨日は素敵な夜だったわ。ありがとう




《ＡＫＩ》突然気色悪いメッセ送ってくんな

《菫》あら、一度抱いたくらいで王様気分？　ベッドの中ではドＭのくせに

《菫》今日、この後の蜜月のときを耐えられるのかしら？

《菫》一緒に水着を買ってる途中に犬のように興奮する貴方の顔が目に浮かぶわ

　※《ＡＫＩ》さんが《菫》さんをブロックしました。







《ＯＺ》「うわあああんＡＫＩにブロックされたああ！」って号泣メッセが来たんだけど……

《ＡＫＩ》了解。迷惑かけてすまん







　※《ＡＫＩ》さんが《菫》さんのブロックを解除しました。

《ＡＫＩ》次また怪文書を送ってきたら次はスクショを警察に送りつけるからな

《菫》違うのよ！　結婚を前提に付き合ってるカップルらしい会話がしたくて

《菫》ＬＩＭＥのスクショを実家に送ってラブラブっぷりをアピール！

《菫》ニセ婚約設定に説得力が増すって寸法よ！

《ＡＫＩ》だから「紫式部先生むらさきしきぶせんせい」じゃなくて「菫すみれ」のアカで声かけてきたのか

《菫》そ。家族向けの副垢

《ＡＫＩ》下手へたなことしない方がいいような……墓穴掘りますよ？

《菫》いいからいいから。アタシに合わせてカップルっぽい返事して！






　果てしなく面倒なＬＩＭＥのやりとりを強しいられたのは、放課後、最短最速の通学路で帰宅している途中のことだった。

　梅雨つゆと真夏の境目に位置するこの季節、ジリジリと照りつける太陽と、ジメジメと肌を侵す不快感が合わさって全身に嫌いやな汗が浮かび上がる。

　ただでさえ暑くて気怠けだるい季節だってのに、どうしてこう気分までかったるい気持ちにさせられなきゃアカンのだ。

　安定してイラストを入手できるなら仮の婚約関係くらいべつにいいと思っていたが、こんな面倒な工作が必要なのだとしたらそれは早まった決断だったかもしれない。

　実は今日もアリバイ工作のためにこの後一緒に水着を買いに行くことになっている。

　明後日から始まる夏休みでもたくさんデートしてラブラブな写真を撮るわよと豪語する菫すみれのＬＩＭＥにげんなりしながら、俺おれはマンションのロビーを通る。

　するとまたスマホが震えた。

　もういい加減ミュート設定にしてやろうかとスマホを取り出したら、相手は菫じゃなかった。





《真白》夏休み、いっぱい思い出作ろうね♡

《真白》熱中症には気をつけてね？　水分だけじゃなくて塩分もしっかり摂とるんだよ？

《真白》寝苦しいかもしれないけど睡眠も充分に。健康第一。だよっ♡






　お前は彼女か。あるいは妻か。はたまた母ちゃんか。

　怒濤の世話焼きＬＩＭＥ履歴にげんなりゲージが微妙に上昇する。

　やはり告白をフッたあの日から真白ましろの彼女面づらムーブが激しくなってきている。

　もちろん俺だって男子だ。控え目に言っても美少女としか呼べない女子にこんな風に接されたら、ちょっといいな、なんて思ってしまう。

　だがそんな心の揺らぎをグッと押し込めてでも、やり遂げなければいけないことが俺にはある。

　スマホゲームアプリ『黒き仔山羊こやぎの鳴く夜に』の運営を順調に続け《５階同盟》のスタッフ全員でハニプレに無条件入社することだ。

　家庭の事情、性格、環境、あらゆる理由で才能を発揮しきれない奴やつらをまとめてエンタメの国内最大手に就職させ、才能が無駄にされる事態を回避する。それが目下の俺の目標である。

　そのために必要なあらゆる手段を講じ、目標への最短距離を計算し効率的なルートを通るには、高校時代の一時の青春なんかにうつつを抜かしているわけにはいかないのだ。

　はいはい、わかったわかった。と真白に返信しながら、自分の部屋、五〇二号室に入る。

「……ん？」

　玄関口に俺の物ではない、しかし見慣れたローファーが並んでいた。

「あいつ……また勝手に来てるのか」

　暑苦しい日に暑苦しい奴の相手をしなきゃならんのか。

　どいつもこいつもマイペースで生きやがって。ちっとはこっちの苦労も考えろってんだ。

　まあいい。今はとにかく制服を脱いでシャワーを浴び、涼しい私服に着替えたい。あいつがすでにいるなら部屋にはガンガンにクーラーが効いてることだろう。それだけが救いだ。

　靴を脱いで足早に廊下を行き、寝室のドアノブに手をかける。

　──ガチャ。

「あ？　……おい、なんで鍵かぎがかかってるんだ？」

『あっ、もしかしてセンパイですかー？』

　ドアの向こうから頭の軽そうな声が聞こえてきた。

　まあコイツだよな。人の留守中に勝手に侵入する不届き者などコイツしかいない。

　親友のオズの妹であり、《５階同盟》の影のメンバーでもある女。

　たまに「あれ？　こいつイイヤツなんじゃね？」と思わされることもあるが、基本的には年がら年中ウザ絡がらみしてくる鬱陶うっとうしい女の代名詞。

　友達の妹、小日向彩羽こひなたいろはだ。

「おい開けろ」

『もーちょい！　もーちょいだけ待ってくれますか？　今着替え中なんで！』

「着替えだと？　……人ん家ちで？」

『細かいことはいいじゃないですかー。ＪＫ女子高生が生着替えした部屋に無料アップデートされるんですよ？　神運営と呼んでください☆』

「意味わからん。家で着替えてから来ればいいだろ」

『え……こんな恰好かっこうで外の廊下を歩かせる気なんですか？　センパイって鬼畜ですね……』

「むしろ今お前はどんな恰好になろうとしてるんだよ！」

　外を出歩けないレベルの服装って何だよ。

『どんなって……もちろんアレですよ。アレ。夏といえばアレしかないですよね』

「夏ならではの、アレ……？」

『アレです。ちょうど今年の新作が入ったんで試着しようかなーって♪』

「夏の、アレ……今年の、新作……」

　彩羽の台詞せりふが指し示すたったひとつのシンプルな答えを想像して喉のどが鳴る。

　今、脳内に投影されるのは黄金の浜辺だ。

　燦々さんさんと照りつける太陽、さざ波の音をＢＧＭに、いくつもの黄色い声が風に乗る。

　砂浜に小さな足跡を残しながら手を振り走ってくる彩羽は、大胆に素肌を晒さらしたビキニ姿で、男女問わず観光客の視線を根こそぎ奪っていた。

　薄い布地に頼りなく覆おおわれた豊穣の果実、きわどい切れ込みから芸術品の如ごとく伸びた美脚。

　生足魅惑の人魚姫ってのが実在するとしたら、まさしくっていや違うそうじゃない妄想退散妄想退散。

　ていうか人の部屋で水着に着替えるとか何考えてやがるんだ、あいつ。

　聖人君子。純真無垢むく。理性の鋼鉄魔神と名高い俺だから妄想で済んでるものの、野郎の部屋で水着になんてなってみろ、書が書なら２コマ目で種付けプレスだぞ。

　などと考えていると──……。

『終わりましたー。入っていいですよー』

「……！」

　入室の許可が出た。同時にガチャリと内鍵が外される音。

　ゴクリと生唾なまつばを呑のみ込こむ。

　今やドアノブは簡単に回り、中に入れるだろう。

　さっきまでは厚く感じられたドアが不思議と薄く感じられてしまう。

　素直に入ったら水着姿の彩羽と対面するのか。マジか。やべえな。耐えられるのか、俺。

　いやしかしこのままリビングにいたら冷房も効いてないし暑いしジメジメするし汗臭い制服からいい加減に私服に着替えたいしよく考えたらべつにリビングの冷房つければいいじゃねえかと今更気づいたけど完全に奴のペースに呑まれて失念していたし。

　──ええい、関係あるか！　ここは俺の部屋だ！

　ドアを開けたらすぐさま目を閉じて彩羽をスルー、最短距離でクローゼットへ向かい、着替えとタオルを手にしたらすぐに寝室を出て風呂ふろ場へ向かう──そんなシミュレーションを完了させると、俺はすぅーっと息を吸い込み意を決して寝室のドアを開けた。
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「ぎゃー!?」






　思わず悲鳴を上げた。

　──な、何だ、これは!?

　ドアを開けるなり胸に飛び込んできたのは白装束しろしょうぞくの女だった。

　室内はひんやりした空気に満ちている。

　白い三角の布を額にぺたりと貼はった女はカタカタと奇怪な音を立てて首を傾け、下から俺の顔を見上げてくる。

　青ざめた顔。紫色に染まる目元。口からたれた赤い血。

　死人。そうとしか呼べない女が零距離、腕の中にいる事実に背筋が冷えた。

　数秒後に自分が呪のろい殺される未来を想像し、脳内を走馬灯めいた記憶と後悔が駆け巡る。

　おかしい。どうしてこうなった。ドアの向こうには水着の楽園が待つのではなかったか。

　こんなことになるならもっと効率的に人生を運用し、あらゆる経験を積んでおきたかった。

　飽きるほど海外旅行に行きまくりたかったし、時間を惜しんで未プレイでいたゲームも消化したかったし、観みたい映画も腐るほどある。今期のアニメの最終回を見届けられないのは残念すぎるし小学生時代にハマった名作ゲームのリメイクを遊べないのも死ぬほど悔しい。

　しかし何よりもこんなことならせめて、あと十枚は紫式部先生からイラストを回収しておきたかった。そうすれば巻貝まきがいなまこ先生のメインシナリオ第５部までの素材はひとしきり揃そろって、俺がいなくても一応のエンディングまで──ずいぶん長いな、この走馬灯。まだ死なないのか。

　おずおずと目を開ける。

　よく考えたら触れた手に、しっかりと体温を感じている。

「ぷ……ぷふーっ！　センパイ何本気でビビっちゃってるんですかー!?　かーわいいー♪」

「お、お前……彩羽!?」







[image: ]







「正解でーす。夏の新作ＳＡＤＡＫＯスタイル、泣くほど気に入ってくれたみたいですね☆」

「な、泣いてはいねえよ！」

「恥ずかしがらなくていいですよ。男の涙はギャップ萌もえ！　私にだけ情けない泣き顔を見せてくれたら、彩羽さんマジでキュン死しちゃいますから！」

　ケラケラ笑いながら、バシバシ胸板むないたをたたいてくるこの圧倒的ウザさ、間違いなく友達の妹、小日向彩羽本人だ。

「ドア開ける前から声かけてたのに、それでもビビっちゃいましたね、セーンパイ。今回ばかりは私の完全勝利って感じですねー☆」

「く……くそ……」

　ぐうの音ねも出ない。たしかにドアを開ける前から彩羽は中にいることを表明していた。

　だというのに本気で呪われ、殺されることを覚悟せざるを得なかったのは──……。

「反則すぎるだろ、何だよあのホラー声！」

「んー？　ああ、それってぇ……」

　とぼけたように首をかしげた後、彩羽は俺の肩に手を置きぐっと背伸びをして。
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「うおっ!?　よせやめろ、その声で耳元で囁ささやくな！」

「あはは！　センパイの弱点、またひとつ見つけちゃいましたね☆」

「はあ、はあ……正体がわかってても背筋がぞわぞわするとは。お前、そんな演技の引き出しも持ってたのか」

「いざってときのためにストックしてました☆　ホラー声は音井おといさんにエフェクトかけてもらうことが多かったですけど、なーんか悔しかったんですよねー。自分の喉からこういう声が出てきたらセンパイ絶対ビックリするだろうなーって、密ひそかに練習してたんです」

「その心がけは立派だが、こんなしょうもない場所で披露しなくても──」
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「だからやめろォ！」

「フッフッフ。これだからセンパイをからかうのはやめられませんね」

　押しのけられた彩羽は白装束の袖そでで口元を隠し得意げに笑う。

　完璧かんぺきな特殊メイクが死人の顔を演出しても、彩羽の活いき活いきした表情はメイクを容易に突き破り、生気にみなぎっているように見えた。ガチホラー作品の幽霊というよりはいたずら好きの子ども向け作品の幽霊みたいだ。

　ていうかこのメイク、自分でやったのかよ。無駄に器用な奴だな。

「しかし夏ならではのアレとか思わせぶりなこと言いやがって。さんざん期待させといて幽霊コスで登場なんて前代未聞だぞ」

「ん？　……ほーん」

　俺のぼやきを聞いた彩羽は、にまぁと笑ってみせた。

「な、何だよ」

「今、『期待させといて』って言いましたよね？」

「言ってない」

『さんざん期待させといて幽霊コスで登場なんて前代未聞だぞ』

「なんでボイレコ起動させてんだよ!!」

「センパイ弄いじりネタの調達にはコレが有効だと最近学んだので！」

　文明の利器りきたるスマホを掲げて、にひひと笑うニセ幽霊。

　物理攻撃（腹パン）で成仏させてやろうかと攻撃性が首をもたげるのを俺はぐっと我慢して。

「い、言ったが、それがどうした」

「私の何に期待しちゃったんですか？　もしかしてぇ、えっちな水着姿、とかですかー？」

「ば、馬鹿ばか野郎。そんなわけねえだろ。お前みたいなガキの水着に興味はない」

「えー、ホントかなー。怪しいなー。じゃあ何に期待しちゃったのかなー」

「う、ウザいな。何でもいいだろ」

「んー、まあ何でもいいんですけどー。答えがないなら私の中では勝手にアンサー、ってことでいいですよねー？　センパイは後輩の水着姿を想像して白昼堂々興奮して、しかも見苦しく言い逃れしちゃうカッコ悪い変態さんですって、彩羽さんメモリに刻み込んでおきますね？」

「ぐ……」

「素直に『水着を期待した』って言いましょうよ？　そしたら評価を『可愛かわいいセンパイ』で、留めておいてあげますよ？」

　するすると身を寄せて、俺の胸筋のラインを指でつーっとなぞりながら彩羽が言う。

　くすぐったさを感じる余裕などない。

　生意気な後輩女子に男の尊厳を踏みにじられようとしているのだから。

　──オーケー、わかったよ。みじめな変態に堕するくらいなら、俺は男らしく散ってやる。

「……認、める。俺は、水着を期待していた」

「お♪」

　拳こぶしを震わせ自供する俺に、彩羽は目を☆にして声を弾はずませた。

「ついに認めましたね？　私の水着姿に期待していた、と！」

「──いや、それは違う」

「え？」

「俺が期待していたのは、作画資料としての水着。作画資料としての、水着を着たお前だ！」

「え、えぇーっ!?」

　困惑する彩羽の鼻先にずびしと指を突きつける。

「この夏、俺は『黒き仔山羊の鳴く夜に』の夏季限定イベントに向けて、紫式部先生に水着を着たキャラのイラストを三点描かかせなければならん。そしてあの人は生身の人間がモデルになってくれたら作業が倍は捗はかどる人だ！　ゆえにお前が水着を着ていたら、そのまま紫式部先生のところへ連れて行こうと目算していた!!」

　噓うそである。たった今思いついた穴だらけの方便である。

　しかしこの女の魅力に屈したなどということは断じてあってはならないのだ！

「く……なんて反論しにくい理論武装。センパイの性格とかポリシーとズレてたら矛盾を指摘できるのにっ」

「ふはは。弄れまい。わかったら大人しく引き下がることだな」

「むむむー！」

　ふんぞり返る俺に対し、打つ手なしと理解したんだろう。

　彩羽は頰ほおを膨らませて悔しげにそっぽを向いた。

「ふ、ふーんだ。べつにいいですよ。もうすぐ夏休みですし。いくらでも弄るチャンスありますしー。フルタイムでセンパイの部屋に入り浸れるボーナスステージですからねっ」

「毎日うちに来る気かよ……」

「トーゼンじゃないですか。読みたい漫画もやりたいゲームもめっちゃありますし」

「まあ、それを言われたら弱いんだが」

　彩羽の境遇を知っていればその点は否定ひていしにくいものがある。

　小日向家ではエンタメ関連、芸能関連に触れることが全面禁止されている。それは彼女の母、乙羽おとはさんの意向だ。過去に何があったのかは知らないが、娯楽排斥の意思は本物かつ徹底的で、ゲーム機はおろかテレビやＰＣ、音楽プレイヤーのたぐいも彩羽は持っていない。

　オズだけはエンタメと完全に切り離したプログラムの勉強という体ていでＰＣの所持環境構築を許されているが──……。

　彩羽が娯楽を楽しみたいと思ったら、俺の部屋に入り浸るしかないのが実状だ。

「ってわけで夏休みはよろしくお願いしまーっす」

　ばふん、とベッドにダイブしてゴロゴロし始めた彩羽。

　そんな姿にあきれながら俺は苦言を呈する。

「……べつにそれは構わんが、さすがに毎日じゃないだろ？　宿題もあるだろうし」

「え？　宿題もここでやりますけど？」

「何でだよ。勉強は自分ん家でやれ。娯楽のない環境の方が捗るだろうが」

「何言ってるんですか！　センパイは一個上の先輩なんですよ？」

「それは知ってるが。だから何だよ」

「すでに同じ宿題を一年前にやったセンパイから教えてもらえば一瞬で片付くじゃないですか。実質強くてニューゲーム！　『え？　私また何かやっちゃいましたー？』ってノリでパパーッとですね」

「人生ナメてんのかテメエ。……いや、効率的には確かにアリなんだが」

　正直、夏休みの宿題如き、受験勉強には何の影響もない気がする。

　真面目まじめにやろうが手を抜こうが学力に無関係なら、最低限のカロリーで宿題を済ませて、他の活動や勉強に時間を使った方がよほど効率的だろう。

　実際、彩羽の学校の成績はすこぶる良い。学年で一番だと聞く。宿題で多少チートを使ったところで落ちるような生半可な実力ではない。

「それじゃあ……！」

「だがダメだ」

　目を輝かせて期待する彩羽。その額をつんと突いて、俺はすげなく拒否する。

「えぇー、何でですかぁ」

「俺が自分の時間を消費して積み上げた成果物に寄りかかろうとする姿勢がムカつくから」

「ちっちゃ!!　心ちっちゃすぎですよセンパイ!!」

「うるっせ!!　お前に教える時間も削られるんだ。俺にはメリット少なすぎるんだよ」

「こんな可愛い女の子と毎日イチャイチャできるんですよ？」

「黙れ悪霊。はい退散！　ほれ退散！」

「ちょっ、ちょちょちょー！　なんで追い出そうとするんですか!?」

　剝はがしたベッドのシーツごと彩羽をくるくると簀巻すまきにして、ドアの方まで転がしていく。

「暑いから着替えたいんだよ。ほら出てけ」

「やーでーすー！　リビングの方、クーラー効いてなくて暑いし！」

「つけりゃいいだろうが」

「やーだー、涼しくなるまで時間かかるからやーだー！　べつに着替えなくてもいいじゃないですか、この部屋にいれば勝手に汗も引っ込みますってー」

「汗の匂においが気になるんだよ。お前だって嫌だろ、野郎の汗臭さ」

「んー？　そんな気になります？」

　シーツの中からするりと抜けて、彩羽は顔を近づける。

　制服の上からすんすんと鼻を動かして匂いを嗅かいでくる。

「おいやめろ。人の匂いを嗅ぐなよ」

「うーん。やー、べつにそんな気になるほど汗臭くないなーと思いまして」

「……マジか。お前もしかして匂いフェチ的なアレか？」

「や、人聞き悪いこと言わないでくださいよ。体育の後とか教室で普通にこの体臭無理ーってこととかありますから」

　げんなりした顔で言う彩羽。まあそれが普通の感性だろう。

　だとしたら今の俺もかなり汗臭い方だと思うが、本気で嫌ではなさそうだ。

　不思議なこともあるもんだ。

「ま、お前が気にならなくても俺が気になるんだよ。──着替えて、スッキリしないといけない事情もあるしな」

「事情？」

「これからデートなんだ。菫先生と水着を買いに行く」

「えぇーっ!?　何ですかそれ、初耳なんですけどっ」

「そりゃ言ってないからな」

　不満たらたらで詰め寄る彩羽の頭を押しのけ、時計を確認する。

　午後五時。

　菫の学校での業務が終わるのが午後六時なので、六時半にショッピングセンターで待ち合わせってことになっていた。

「婚約者の件ってニセなんですよね？　噓なんですよね？」

「当たり前だ。あの人と本気で付き合うわけないだろ」

「じゃあそこまでのポーズは必要なくないですか。なんでガチデートするんですかっ」

「実家向けのアリバイ作りだとよ。俺も正直面倒極きわまりないけど」

　乗りかかった船だ。ちょっとくらいは付き合ってやってもいいだろう。

「ふーん。ならいいですけど。でも、それなら──」

　彩羽は、にまぁ、と笑ってみせた。

　すっと両手を横に広げて入り口ドアを塞ふさぐように立ちはだかる。

「──ますますここを通すわけにはいきませんね☆」

「何……？」

「センパイは汗臭さを解消しなければデートに行けない。デートに行けなければ困る。……となれば私はトーゼン、それを邪魔するべきってことですよね！　着替えもシャワーも、絶対にやらせませんよ！」

「お前の思考回路は絶対おかしい」

　カバディカバディと口にしながら道をふさぐ彩羽に、俺は天井てんじょうを仰あおいだ。

　まったく。本当に──……。

　俺の周りには何故なぜこうも面倒な女しかいないんだろうな。




　結局──。

　寝室のクーラーを消したことで室内が蒸し焼き状態となり、耐えられなくなった彩羽が逃げ出し、俺はその後で悠々とシャワーを浴びて服を着替えたのだった。





＊







『…………』



『どうしたオズ。ニコニコしながらもどこか他意を感じる目をしているが』

『アキ、ひとついいかな？』

『おう』

『何このイチャイチャ空間』







[image: ]







[image: ]







[image: ]




「しかしいつ見てもウザいなコイツ」

　待ち合わせ場所のショッピングセンター入り口、待ち合わせの名所である『ウザふくろう像』の絶妙に人を苛立いらだたせる顔芸を眺めて俺おれはぼやいた。

　午後６時30分。

　勤勉な会社員で溢あふれるにはまだ早く、学生が集つどうにはやや遅いこの時間帯は、人影があまりなく、非効率な人混みを嫌う俺にとって嬉うれしすぎる環境だ。夏の季節に人でぎゅうぎゅう詰めになるのは不快指数が高すぎて辛つらいのでこの過疎っぷりはとても落ち着く。

　そういえば菫すみれ──紫式部先生むらさきしきぶせんせいと初めて会ったのもクソ暑い人混みの中だったな。

　あのときはイラストレーターを発掘するんだという使命感のおかげでアドレナリンが出てたし、才能の宝庫を前に一切いっさい退屈しなかったから良かったが。

　そんなことを考えながら菫の到着を待っていると、不意にポケットの中でスマホが震えた。

　ＬＩＭＥの着信。相手は真白ましろだった。





《真白》菫先生とデートなんだってね。大丈夫、真白は信じてるよ






　何をだ。

　わざわざメッセージを送ってきてる時点で一ミリも信用していないのではとツッコミを入れたい気持ちを堪こらえて、俺は当たり障りのないスタンプを返しておいた。反応に困ったときは、特に意味のないスタンプを送るに限る。人類のコミュニケーション史に残る大発明だよなコレ。

　などと思っていると、目の前の道路をゴツい四輪駆動車が通過し、駐車場に入って行った。

「来たか」

　見慣れたその車の運転席には楽しそうに頭をカクカクさせてリズムを取りながらハンドルを握る女教師の姿があった。まあ言うまでもなく菫である。

　好きなアニソンでも流しノリノリで歌っていたに違いない。車の外にまで漏もれるような爆音を鳴らさないあたりはさすが歴戦のオタクらしいマナー意識といったところだが、車内を自分の空間だと思って完全に気を抜いてるのはどうなんだ？　今みたいに窓の外から生徒に見られたら、《猛毒の女王》の威厳丸潰つぶれだろうに。

　それからすこしして、カツカツと硬い音を響かせ、スーツ姿の女教師・菫が手を振りながら走ってくると──……。

「お・待・た・せ、だぁりん♡」
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　甘ったるい声とともに、俺の腕を抱きしめた。

　べったりとへばりつく菫を一瞥いちべつし、俺は無言で引き剝はがす。

「初手から変な絡からみ方すんな、気持ち悪い」

「きもっ……ちょっとぉ、それひどくない!?」

「うるせえ。歳としの差をわきまえろ」

「九歳差が何だって言うの！　年齢をひとケタ減らしてから出直してきなさいよ！」

「堂々と犯罪宣言すんな。──つーか、家族に送る捏造ねつぞうラブラブ写真を撮るのが目的だろ？」

　本当にイチャイチャべたべたする必要はないだろうが。

「あらかじめ気分を盛り上げといた方が写真にも魂が乗る気がするのよねぇ。カードイラストを描かくときも前後のシチュエーションを想像しながら描くからこそ真実味のある絵になるわけで」

「む。そう言われると、たしかに」

　紫式部先生のイラストにおける武器は、二次元として魅力的ながらまるで本当にそこにいるかのような実在感のある生っぽいキャラ描画だ。それはシチュエーションに対する深い理解と洞察、並外れた妄想力に裏打ちされる。

　捏造写真一枚撮るにもこだわるその『本物』ぶりに感心し、俺は思わずいや待て落ち着け。

「創作者の心意気や良し。でも今回はダメだ」

「なんで？」

　瞼まぶたをぱちぱちさせ、菫が首をかしげる。

「学校からそこそこ近いんだぞ、ここ」

　俺は周囲を見渡し、声を潜ひそめた。

「誰だれかに見られたら、変な噂うわさになるかもしれん。バレたら懲戒免職ものの不祥事だ」

「え？　明照あきてる様の顔を覚えてる生徒っているの？」

「……帰る」

「またまた御冗談を。今更そんなわかりきった事実で傷ついたりしな──ってあれえ!?　踵きびすを返してる！　本当に帰ろうとしてる!?」

「傷ついた。実家に帰らせていただきます」

「男の方がそのセリフ言うの初めて聞いたんだけど！」

「あのな。《５階同盟》の連中は勘違いしてるが、俺も普通に傷つくことあるんだぞ」

　こちとら十六歳。思春期真っ盛りの高校二年生だ。

　たしかに他の連中が青春にうつつを抜かしている間、効率的に将来のことを見据えて活動しているが、完全無欠に冷酷無比な成熟男ってわけじゃない。

　可愛かわいい女子と接近したら胸は高鳴るし、友達少なくて教室で存在感が薄いことを指摘されれば普通に傷つく。

　他人に時間を奪われにくい環境が効率的だと思う思考と、その状態に一抹の寂さびしさを感じる気持ちは矛盾せず同居するものなんだが、いまいち共感されにくいんだよなぁ。

「わ、悪かったわよぉ。いじけないで、ねっ、大星君」

　菫の声音こわねがすこし大人びたものに変わった。

　教室で見せる教師。猛毒の女王。そこから毒の部分だけを抜いたような声音こわねだ。

「たとえ教室でパッとしない日々を過ごしていたとしても、先生は君の味方だから」

「教師としてフォローしてくれてるのはわかるんですが、式部の本性を知ってると馬鹿ばかにされてるようにしか聞こえない……」

　はあ、とため息ひとつ。

　くるりと振り向き、菫の顔をまっすぐ見返して。

「冗談ですよ。心配しなくても、勝手に帰ったりしません」

「ホント？　良かったぁ」

　教師モードの落ち着いたテンションのままポンと手を叩たたき、嬉しそうに笑ってみせる菫。

　こうしてると『大人のお姉さん』として普通に魅力的でさえあるんだが。

　何故なぜああなってしまうんだろうなぁ。

　──っと、今はそれよりも大事な話をしなければ。

「話を戻しますけど、誰かに見られたらヤバいです。過度なイチャイチャはやめましょう」

「うーん……」

「普通の男女として普通にデートを楽しむだけでも、写真の真実味は出るはずですよ。世の中、バカップルだけじゃありませんから。むしろ落ち着いた大人同士の付き合いの方が、女教師・影石かげいし菫の交際風景としては自然だと思います」

「なるほど。それはたしかに、大星おおぼし君の言う通りかもしれないわ」

　唇に指を当て、冷静にうなずく。

　演じるべきロールプレイが確定したせいか、口調も女教師モードで安定したようだ。

　終始紫式部先生の状態でデートしたらテンション高すぎて疲れるし、俺としても大歓迎。

　こちらもそれに合わせてなるべく敬語を使うことにしよう。

　……コイツが何かやらかさない限りは、だけどな。

「よし、方針が決まったところで早速デートを始めるとしましょうか」

「ええ、そうね。実はプランを練ってきてるの」

　有能な理系学者めいた所作で菫はクリップボードを取り出した。

「効率厨の大星君に満足してもらえるように、恋人が訪れるべき場所を最短ルートで効率的に回れるように計算し尽くしたわ」

　忘れがちだが実は数学担当教師である彼女は、ふっと賢そうな笑みを浮かべた。

「まず最初に行くべきは、ただひとつ──」

　そして、今まさに未来を左右するほどの新発見を発表すべく学会に臨む博士のような、知恵の樹の果実だけを食べてきたような口からその言葉が発せられる。




「──タピオカミルクティーの店よ」





＊






　流行に流されるＪＫ女子高生達はくだらない。しかしもっとくだらないのはその流行に抗あらがったくせに途中で信念を曲げて二周も三周も遅れた後に迎合し始める連中だ。

　かつて乱立するタピオカミルクティーの店を揶揄やゆする声がそこそこあったが、あのとき馬鹿にされていた店舗のほとんどが大勢のＪＫの列を作ったし、多大な売上をみせた。

　もしかしたら一年後、二年後には潰れているかもしれんが、ビジネスとしては完全に成功していたと言わざるを得ないだろう。

　流行に流されるなど半端はんぱ者のすることだという言説があるが俺はそうは思わない。

　真の半端者は流行に迎合せず、さりとて己おのれの意志を貫き通すこともできないような奴やつ。




　俺達のことである。




「まさか俺達がタピることになるとはなぁ」

「ホントにね……」

　数ヶ月前、ＪＫがタピオカミルクティーの店に長蛇の列を作ってると聞いた俺と紫式部先生は、《５階同盟》ＬＩＭＥグループでこんなことを言っていた。





《ＡＫＩ》何時間も並んで高カロリーを摂取するなんて人生の無駄すぎる

《紫式部先生》ほんとそれ！　パリピ文化すぎて無理だわー

《ＡＫＩ》タピオカドリンクを飲む機会なんて、人生で一度たりとも訪れないでしょうね

《紫式部先生》わかりみ

《紫式部先生》ま、タピオカチャレンジの絵はえっちで最高だけど！

《ＡＫＩ》それな






　今となっては、あの会話の何もかもが恥ずかしい。

「『寺社仏閣式タピオカミルクティー卍』二つですね。──はい、どうぞ」

　頭を丸めた修行僧にしか見えない店員からプラスチック容器を受け取った俺は、席で待つ菫のところまでそれを運んだ。

　日本庭園に敷き詰められた庭砂利のように大粒の黒タピオカがぎっしり密集し、液体の入る隙間すきまが一ミリもなさそうなそれを見て、菫は驚きに目を見開いた。

「これ、本当にミルクティーなのかしら？」

「一応ジャンルとしてはタピオカミルクティーだな。タピオカ99％がウリらしい」

「四捨五入したらただのタピオカよね、それ」

「タピオカだな」

　流行によってさまざまなタピオカドリンクの店が生まれた結果、新規参入店舗がつぎつぎと新しい要素を追加して差別化していき、行き着く先まで行ってしまったのがコレだろう。

「……飲めない、ってことはない……わよね？」

「たぶん。体に悪そうだし、やめておくのもひとつの手だと思いますけど」

「いいえ。タピオカミルクティーを飲んでるところを写真に収める必要があるもの。はいこれ、私のスマホ。うまく写真を撮ってちょうだい。まずは私一人で飲んでるところ。次に大星君が一人で飲んでるところ。最後にツーショットを撮るわよ」

「構いませんけど、あんまりうまくないですよ」

　友達の少ない俺の人生で写真を撮る機会なんてほとんどなかったからな。

　唯一の友達のオズも写真とか好きな人種じゃないし。

　──べつに泣いてないぞ？

「プロの撮影技術なんて期待してないわよ。──さ、私の勇姿を記録して頂戴ちょうだい」

　菫はおそるおそる、カエルの卵みたいになった容器の中をストローで搔かき混まぜた。

　そして──……。

「ええい、女は度胸！」

　目をぎゅっと瞑つむり、口をつける。

　ズッ。

　めっちゃ何かが詰まる音がした。

　ズッ──ズッ──ズズッ──。

「ん、んん？　んっ、んんっ、んむむむむ～!!」

　ストローの先端に吸いつき必死に頰ほおをすぼめる菫。その顔がみるみる赤く染まっていく。

　馬鹿でかいビニールプールを道具を使わず膨らませようとしているような酸欠間近の顔だ。


「んっ、ちゅっ……ずっ、ずりゅうう……ぞぞぞ……」



「それだけ啜すすってもまだ出ないとは」

　99％タピオカで構成された、最早もはや固形物としか呼べないミルクティー。

　その弾力性と粘着性に感心しながら俺はカメラのシャッターアイコンをタップした。

　──やべ、ミスった。微妙にズレて肝心のタピオカミルクティーが画面の外に出てしまった。

　自分のミスを擁護するのもアレだが、致し方ないだろう。手を変え品を変えタピオカを吸い上げようと苦心する菫は頻繁に頭を動かしていたのだから。

　タピオカミルクティーが見切れて、必死に赤い顔で口をすぼめる菫の顔だけが保存された。

　まあいい。気を取り直して次を撮り直そう。

「じゅるるるるぅ～！　……ぷはぁっ!!　はあ、はあ、手強てごわいわね、これ……」

「あ、ちょっと動かないでくださいよ。またミスったじゃないですか。ていうかそんだけ固形物だらけならスプーンを使った方が早いような」

　シャッターを押す直前に菫がストローから口を離していた。

　スマホに保存された画像は、つらそうに呼吸を整え、菫の薄く開いた唇からミルクティーの白い液体の筋がつーっと流れる姿だった。

「けほっけほっ……あとはツーショットね」

「写真をあらためなくていいんですか？」

「電池の残量少ないし、サクッと撮ってどんどん次に行きたいのよ。それに何でもできる大星君ならイイ感じに撮ってくれてるだろうし」

「いや、正直全然……というか俺に撮らせない方がいいと思いますよ、やっぱり」

「謙遜けんそんしなくていいわよ。大星君はいつもそう。デキるのにデキないって言い張る平均詐欺」

「いや写真は平均どころか──」

「はいはいこうしてる間にも電池が減っちゃう。ほらほら、ツーショット♪」

「なあせめて口の端を拭ふいてからの方が──」

「時間がないんだってば。はい、チーズ！」

　俺の意見を聞かずにググっと詰め寄ってきた菫。俺に顔を寄せて、ニコリと微笑ほほえみ横ピース。

　まだ酸欠の名残りで頰が赤く、ミルクティーが口の端からたれているが──……。

　まあ本人が良いと言うなら良いか、と思い、俺はインカメラでシャッターを押した。

「よしオッケー！　次に行くわよ！」

「タピオカめっちゃ残ってますけど」

「み、ミルクティー部分は完飲したから許して。ていうか、タピオカを一粒ずつ飲んでたら日が暮れちゃう！」

「まあ、それもそうか。けどせめて口元を拭ぬぐえ」

　ほらほら早くぅと服を引っ張り急せかす菫に、俺はあきれ顔でポケットティッシュを渡す。

　顔も体つきも胸も胸も胸もおっぱいも見た目は完全無欠に大人のくせに、ノリやテンションは完全にただの子どもなんだよなぁ。なぜ妙な雑念が混じるかというと、さっきから密着されるたびに服越しにその部分を意識せざるを得ないことになってるからですおっぱい。

　このままだと理性値が危険域に達しかねないので、俺はさりげなく腕を引き剝がすのだった。





＊






『あの……撮った写真、どうしたの？』

『すぐに家族のＬＩＭＥグループに貼はったそうだ。電池が足りないからと、内容を特に精査することなくパパッと送ってたな』

『そ、そうなんだ。その写真、貼っちゃったんだ』

『何か気になるのか？』

『何かも何も──』

『？』

『修羅場しゅらばの予感しかしない』
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「彩羽いろはちゃん、どいて。カップルころせない」

「ちょちょちょ、真白ましろ先輩ストーップ!!　そのタピオカ棍棒こんぼうしまってください!!」

　こちら小日向こひなた彩羽特派員、十五歳。

　暗黒オーラをまとい復讐ふくしゅう鬼へと変化しかけている真白先輩をなだめている真っ最中。

　場所はショッピングセンター内、タピオカミルクティーのお店。

　ぎっしり高密度のタピオカがウリのお店で、私も真白先輩もストローじゃなくてスプーンを使っていた。もちもちで美味おいしいけど、これはさすがにやりすぎなんじゃないですかね。

　でまあ、二人でこんな場所で何をやってるかというとですね。仲良くツーショットをキメてるセンパイと菫すみれちゃん先生を少し離れた席から観察してるわけでございますですよ。

　ストーカー？　ノンノン。不貞を許さぬ正義の探偵、ってヤツです☆　とりあえずホームズとワトソンみたいなのを想像してくれればいいかと。ドイル先生の原文知りませんけど。

　問題児の嫉妬しっと探偵・真白先輩は、『寺社仏閣式タピオカミルクティー卍』をスプーンで執拗しつようにかき混ぜながら、呪詛じゅそじみた言葉を吐いてデート風景を睨にらみつけ。

「うらやましい……ねたましい……」

「タピオカが神話生物みたいになってますよ」

　かき混ぜすぎてタピオカ同士がドロドロになってぐっちょりとスプーンにへばりつき、ひとつの巨大な餅もちと化している。私がタピオカ棍棒と呼んだのはこれのことだ。

　容器の中のタピオカは科学実験を経たキメラの如ごとく一体化し、「タス……ケテ……」と、声なき声が聞こえてきそうでさえある。

「まあまあ落ち着いて。ここで暴あばれたら尾行してるのバレちゃいますよ」

「む……それは、そうだけど」

「せっかく弄いじりネタになる面白おもしろ風景なんですから、一秒でも長く楽しまないと損ですって☆」

　にっひっひ、と笑ってみせる。

　私としては菫ちゃん先生の恋敵レベルはそんなに高くない。普段のダメな紫式部先生むらさきしきぶせんせいの姿を見たら、センパイの好み（彩羽ちゃん調べ）とはかけ離れているのは明らかだ。清楚せいそで無垢むくで可愛かわいらしい真白先輩に比べたら、安心して見ていられる。

　むしろ嫉妬する真白先輩をなだめる余裕さえあるくらいで。

「アキは最低」

「まーまー、この絵面なかなかヤバげですけど。本当のカップルってわけでもないですし」

　神話生物タピオカから搾り取られた残り滓かすのようなミルクティーを啜すすりながら愚痴る可愛い真白先輩の頭をぽんぽん撫なでて慰める。

　居酒屋で酔い潰つぶれるサラリーマンもこんな感じなんだろうか。なーんて、ＪＫ女子高生らしからぬことを考えてしまったりする。

　てゆうか真白先輩ここまで嫉妬するなんて、センパイのことホント好きなんだなー。一般的なカップルへの憎悪ってテイを取ってますけど、その裏のガチの気持ち知ってるこっちとしてはどう表情を取り繕ったものか。

「ニセの婚約者とかありえない。不誠実。結婚を愚弄ぐろうしてる」

　それ、真白先輩が言います？

　現在進行形でニセ恋人をやってる人間のセリフじゃないでしょ、と思わずツッコミを入れたくなる。

　すると真白先輩はぷうと頰ほおを膨らませて、ふてくされた子供みたいな顔で言う。

「ニセ婚約者を作るなんて信じられない。しかも、あんなふうに写真撮ったり、イチャイチャして……」

「あっはっは」

　複雑に入り組んだ嫉妬だなーと苦笑いしながら私もスプーンを入れる。密集したタピオカを掬すくい上げ……られないじゃないですか何ですかこれ！　時間が経たったらタピオカ同士が粘着してスプーンを通さないんですけど！　なんて四苦八苦していると──……。

　真白先輩が、不意に声色こわいろを変えた。

「ね、彩羽ちゃん。どうして平気そうなの？」

「へ？」

　時が止まる。

　スプーンを使うのも忘れて、目の前の女の子の目に吸い寄せられてしまう。

「真白、知ってるよ」

「な、何を……です？」

　じとーっと見つめてくる真白先輩。全部を見透かしてるみたいな目つきに、ドキリとしてしまう。

　──もしかして私が全部知ってるって、バレてる……？

　告白を覗のぞいちゃったこと。真白先輩がフラれたこと。私は全部知ってる。フェアじゃないってわかってるけど、でもそのアンフェアさが理由で真白先輩とギスギスするのも嫌いやだから、何もかも知らぬ存ぜぬで行きたいと思ってた。

　それを、全部知られてるとしたら？　どうしよう、どうしよう。真白先輩に嫌な想おもいをさせたかな。嫌われちゃうのかな。──と、ドキドキドキドキ心臓を無限に脈打たせていると。

　真白先輩は、こう言った。




「彩羽ちゃん、アキのこと好きだよね？」

「……!!」




　違った。

　真白先輩の口から出てきたのは、致命的な一言ではなかった。

　だけど修羅場しゅらばの開戦を報しらせかねない危険な一言ではあって。

「何の話……です？」

「根拠は、ないけど」

　真白先輩はすこし視線を逸そらして続ける。

「なんとなく、そう思ったの。この前の、劇を観みて」

「劇……」

　全国高等学校演劇フェス。学校の演劇部を廃部の危機から救うために、《５階同盟》総がかりで助けたあの日のことだろうか。

　トラブル続きで代役が必要になり、私はママへの身バレのリスクを冒して舞台に立った。

　あのあと家でも特に指摘されることもなく、事なきを得たんだと安心していたけれど──。

「とても演技に見えなかった。相手役のことが──アキのことが、本当に好きじゃないと……あんな顔はできない、と思う」

　──まさか、こんな波紋を呼んでしまうなんて。

　たしかにあのヒロインと主人公は両片思いで、小恥ずかしくなるくらいにまっすぐな恋心を表現した。でもそれはあくまで台本。キャラに入り込んだからであって、私自身の気持ちが外に出ちゃったなんて、そんなことは……ない、とも言い切れないのが辛つらいところで。

「……や、やだなー、もう。台本のセリフを演じただけですから」

「……本当に？」

　探るような目で見つめてくる真白先輩。

　うう、これ絶対に疑われてる！　ライバル認定されてる！　本心が透け透けのバレバレだって自覚、真白先輩にないですよね？　私、真白先輩がセンパイを好きだってこと、知っちゃってるんですよ？　そこ突かれちゃったら下手へたすれば修羅場ですよ修羅場！

　私としてはべつに真白先輩と修羅場りたい気持ちなんてないのに。まだ、ぬるーい冷戦状態を続けていたいんですけど！

　ていうか私の気持ちを探ってどうする気なんです？　そこで「うん」て答えたら、真白先輩も困るでしょ？

　私と友達続けてくの難しくなっちゃいますよ？

　互いの気持ちを知っちゃってたら、絶対にやりにくい。

　いや、もしかしたら私の考える『普通』は私だけのもので、『普通』は違ったりするのかな。

　私はずっとママの顔色を窺うかがってきた。ママの気持ちを無視してまで、自分のやりたいことをアピールしたいと思わないようにしてきた。

　いっそママの気持ちなんて一ミリも知らなければ。そう思った瞬間は数え切れない。

　知ってる、って。それだけ重いことなんですよ。

　戦うか、私が諦あきらめるか。どっちかしかなくなっちゃうやつなんです、それ。

　だから、ここで「うん」とは言えないし──。

「あは☆　なるほどー、まー、真白先輩がそー思っちゃうのは自由かと！」

「……違う、って言いたいの？」

「違うかもしれないし、違わないかもしれない。とだけ言っておきます。それ以上先は乙女の秘密ってことで、今は許してくれませんか？　真白せーんぱい☆」

　──「違う」って、噓うそもつききれない。

　自分でも嫌になるほど中途半端ちゅうとはんぱ。でも、私にはこれがギリギリ。

　許してくれますかという想いを込めて、チラ、と上目遣うわめづかいで真白先輩の顔を見る。

　真白先輩の表情は読めなかった。

　でも。

「ん。……わかった」

　こくり、と。

　うなずいたのを見た瞬間、肩からどっと力が抜ける。

　よかった。本当の本当に開戦になったら、なんて想像したくもない。まだそんな覚悟も決めきれない。

　センパイが夢に向かって全力で走ってる間。青春も恋愛も全部棚上げ状態の間。

　その束つかの間まのぬるま湯が一秒でも長く続いてくれますように。

「ずっと訊きいてみたかったんだけど、機会がなくて。せっかく二人きりになれるタイミングだから、切り出したの。……いきなりごめんね？」

「あはは。大丈夫ですよ」

　真白先輩の気持ちは、わかりますから。ホントに、滅茶苦茶めちゃくちゃわかりますから。

　友達で、恋敵。この距離感が嫌になるほどやりにくいって、私もよーくわかってますから。

　まあ何はともあれホッとひと安心。とりあえず今はまだ踏み込まれることはなさそうだ。

　なんて、ちょっと思考が緩ゆるんだとき、私はハッとした。

「し、しまった!!」

「……どうしたの？」

　真白先輩にブッこまれたせいで、意識が全部奪われて。

　だから、今一番大切なことを見失ってしまったのだ。




「センパイと菫ちゃん先生が、いなくなってる────ッ!!」

「え？　……あああああああ!?」




　さっきまでラブラブ空間だった座席がぽっかりと空になっているのを見て、私と真白先輩は二人合わせて悲鳴を上げるのだった。
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　その後、俺おれは菫すみれのデートプランに従ってさまざまな店を渡り歩いた。

　サブカル系雑貨店で目を輝かせて式部モードになる菫をなだめたり、ゲーセンに立ち寄ってプリクラに挑戦するも盛りすぎて少女漫画みたいな目になった自分の顔を気味悪がって菫が吐いたり、小さな動物のアクセを尻軽しりがるＪＫ女子高生テンションを装い「かーわーいーいー♪」と猫撫ねこなで声ごえを出してきた菫に俺が吐いたり。

　一個一個のエピソードは大変アレだが、何だかんだでカップルらしい時間を過ごした。

　そして今、俺はひとりショッピングセンター内の書店をぶらついていた。

　菫はトイレに行っている。

　その間どうやって時間を潰つぶそうかと考えて、それで書店に来てしまうあたり俺も根っからのエンタメ人間だ。

　面白おもしろそうな新刊でも出てないかな、と、ライトノベルや文庫の棚を眺めているとふと気づく。

「あ、巻貝まきがいなまこ先生の……」

　ＵＺＡユージーエー文庫の棚の目の高さアイラインにずらりと陳列された作品に目がとまる。

　赤や白といった明るい色使いの表紙ばかりが目立つ売場において、その一帯だけは隕石いんせきで穿うがたれたかのような漆黒しっこく。それでいて艶あでやかな魅力を放ち、存在感を主張している。

　書店員がオススメする手描きのＰＯＰが貼はりつけられ、著名人や著名作家、編集部員や書評家の声までもがこれでもかと紹介されており、作品に寄せられた期待の大きさが目に見えるかのようだった。

　しかしそのＰＯＰの数々は剝はがれかけていて、しばらく売場が放置されているのは明らかで。

「『白雪姫の復讐ふくしゅう教室』……そういえば、最近新刊出てないな」

　それはベストセラー作家・巻貝なまこのデビュー作にして代表作だ。シリーズ累計三百万部を超えたモンスターヒット作だが、ここ最近は刊行ペースが遅れているためか、一時期に比べるとほんのりと熱が落ち着いてきてしまった印象がある。

　──《５階同盟》の活動のせい、なんだろうか。

　小説執筆の苦労は俺にはわからない。『黒き仔山羊こやぎの鳴く夜に』のシナリオも小説も両立できるという彼の言葉を信用して仕事をお願いしてきたが、もしやだいぶ無理をしているのではなかろうか。

　あの人、言動は大人っぽいけどプライド高くて頑固な面もあるんだよな。

　スケジュールが厳しければ言ってくれれば調整するんだが、「〆切を延ばしてくれ」と頭を下げるのは彼の矜持きょうじが許さないのかもしれない。

　このまま新刊が出ないようなら、俺の方から積極的に〆切を緩和していくことも検討けんとうしよう。


「…………」



　そこまで考えた後、ふと妙な不安が胸の内を引ひっ搔かいた。

　それは蓋ふたをしてきた感情。見ないフリをしてきた懸念けねん。《５階同盟》の強みであり、最大の弱みでもある要素。それが、ゆっくりと頭をもたげてくる──……。

「お待たせ、だぁりん♡」

「だからその頭悪い演技やめてくれません？　本当に頭悪いのかもしれないですけど」

「仕方ないでしょう。カップル＝頭悪いイメージなんだもの。装おうとしたら自然とこうなっちゃうのよ」

「なんつー偏見の塊だ。いや、わからんでもないが」

　さっきまでモヤモヤと渦巻いていた感情がすべて吹き飛んだ。

　狙ねらったんだとしたら見直すが……いや、ないな。うん。

「ほらほら、行くわよ。だぁりん♡」

「ちょ、引っ張らないでください。あと、それやめてくださいって」

「ふふふ。彩羽いろはちゃんの気持ちがすこしわかったかも」

「は？」

「大星おおぼし君の嫌いやがり方って何か不思議な可愛かわいさがあるのよね。口がニヤけちゃう」

　ウフフ、と笑う菫。

　色気たっぷりな女教師のフェミニンな笑みを向けられ、繫つながれた手の温かさも相まって、体の芯しんが思わずカッと熱くなる。

　……く、屈辱だ。相手はあの紫式部先生むらさきしきぶせんせいなのに。

　性的に動揺している自分に気づきながらも、何かやらかしたわけでもない菫に強く当たる気も起こせず、俺は流されるままに引っ張られていくのだった。




　そうして到着したのはショッピングセンター二階にブースを構える水着専門店だ。

『ＰＥＡＣＨ＆ＭＥＬＯＮ』という看板を掲げたこの店は、女性に人気の水着ブランド。

　セクシーな尻しりと魅惑の胸を強調したポスター、パンフレット、マネキンの数々が並んでいる。

　俺みたいな男からすると下しもの理由で居心地の悪い空間だが、この店はべつにいやらしい意味で巨尻や巨乳を推しているわけじゃない。

　デザインが可愛かわいいのに、好みの形なのに、自分に合うサイズがない──……。

　胸が大きい、カップ数の大きい女性のそんな悩みに応こたえ、どんな大きいサイズでも手に入るように。そんな願いを込めて立ち上げたブランドだと創業者がＷＥＢの記事で語っていた。

　この街でわりと盛況なのを見るに、胸が大きくて悩んでいる女性はそこそこ多いのかもしれない。

　店内では見事なたわわをお持ちの若い女性が楽しげに買い物をしていた。

　どう見ても良い匂においがしそうな空間だ。しかも陳列されてる品物が品物である。自他共に認める童貞男である俺としては非常に目のやり場に困るわけで。

「ねえ、大星君」

「はい？」

「由々ゆゆしき事態だわ」

　菫はその切れ長の目を細め、聡明なるクールビューティー然とした所作で言った。





「売場がエロすぎて鼻血出そう」

「あんたは童貞か」






　無駄に賢そうな顔でアホなこと言うな。

　美人女教師に憧あこがれてる教室の野郎どもの夢を一撃で粉砕しかねんぞ、その台詞せりふ。

「オシャレな水着なんて買ったことないから知らなかったわ。こんなドエロい場所が公共の場に堂々と存在していたのね」

「エロ目的の店じゃないですけどね。てか何であんたナチュラルに男目線なんすか」

「エロに男も女も関係ないわ！　ああどうしよう、さすがにシャッター切るのはマズイ!?」

「マズイどころか一発プリズンだよ馬鹿ばか」

　ここまで耐えてきたが、ついに敬語が吹き飛んだ。

　綺麗きれいな若い女性だらけの水着売場という環境のせいで、封印してきた紫式部先生が目覚めてしまったようだ。

「人じゃなくて水着を見ろよ。買い物姿を家族に見せつけるんだろ？　アリバイ作りに」

「そういえばそうだったわね！　──じゃ、とりあえずコレで」

　菫はハッとして手近な水着を手に取り、買い物籠に突っ込んだ。

　今、絶対に適当に選んだよな？　水着の方を見てなかったよな？　その辺のお姉さんを見てたよな？

　ツッコミを入れるのも疲れるからあえて何も言わないけど。

「本当にこれでいいのか？　試着した方がいいんじゃないか」

「何で？」

「いや、サイズとか自分に似合うかとか」

「ああ、そういうのもあるのね。マジで水着買わないから全然ピンと来なかったわ……」

「水着じゃなくても普通の服を買うときにも試着くらいするだろ？」

「しないわよ？　だってアタシ、服は通販でしか買わないもの」

「あー」

　妙に納得してしまう。

　そういえば以前に朝のゴミ出しをしたとき、菫がやたらと大量の段ボールを捨てていたのを見たことがある。

　何かと訊きいてみたら、毎日の食事は宅食を利用していて、酒や日用品のたぐいも全部通販を使っているため段ボールのゴミが出るのだと説明されたような。

　なるほど。かつての真白ましろとはまた別の意味で、菫も一種の引きこもりに近い生活なのか。

　まあそうだよな。仕事以外の時間を全部イラストに使ってるくらいじゃないと、紫式部先生としてのあの生産量はあり得ない。

　〆切を守らないとはいえ、彼女が年間で描かき下ろしている枚数はけっして少なくないのだ。

「売場で店員さんに採寸されるの苦手なのよねえ」

「プロに測ってもらった方がサイズや丈が合わなくて返品、みたいな無駄な手順を踏まなくて済むと思うけどな」

「アタシは嫌。『この女、太いな』とか『胸にばっか栄養いってんな』とか、品定めされてるに違いないもの!!」

「被害妄想が過ぎるだろ」

　誰だれもあんた個人に興味ねえから。

「いーいーのー。実際どうとかじゃなくてアタシの気分の問題なんだから！」

「そう言われたら否定ひていはできないが」

　まあ、それはそれとしてだ。

「せっかく店に買いに来たんだし、試着してみたらどうだ？　──今年は海に行くんだろ？」

「え、行くの？」

「行かないのかよ。じゃあなんで水着買うイベントなんて組んだんだ？」

「カップルっぽいから！」

「お前その噓うそを通すためだけに、着る予定もない水着を買うつもりだったのか……」

　マジかよ。すげえな社会人の財力。

　教師の安定収入とイラストレーターの収入の掛け合わせハンパねえな。

「俺はてっきり《５階同盟》みんなで行くつもりなのかと思ってた」

「え、行くの!?　何それ楽しそう！」

　俺の言葉に反応し、菫が思いがけず食いついてきた。

「巻貝なまこ先生とＯＺとＡＫＩ──男子たちのきゃっきゃうふふの海パン祭……滾たぎるッ!!」

「不埒ふらちな想像すんなアホ。なまこ先生が来るかはわかんないけどな」

「せっかくだし彩羽ちゃんと真白ちゃんも呼びましょう！　こっちはこっちで美少女の水着で眼福……フフ、フフフフ。完全にアタシ得!!　車ならいくらでも出してあげるわ!!」

「リアルも二次元も、男女どっちも楽しめるとかホントお得な性癖してんな……」

　爛々らんらんと目を輝かせながら華麗なエアハンドル捌さばきを見せつける菫の姿に、あきれたため息が出る。

「まあ、そんなわけで今年は海に行くんだ。水着、試着してこいよ」

「うーん。まーそういうことなら……あっ、ふーん♪」

「……何、ニヤニヤしてるんだ？」

「もしかして大星君、アタシの水着姿が見たいのかしらん。可愛いトコあるぅ♪」

「うっせ。はよ行け」

　煽あおるようなことを言いながらつんつんと頰ほおをつついてくる女教師。

　ダメ女に『女』を強調されるのは非常に腹立たしい限りだが、その言葉をトリガーに美人女教師の肌色風景が脳裏のうりに浮かぶ程度に俺も『男』。顔を逸そらして試着室の方向へと菫の背中を押すのが限界だった。

「はーい♪　グラビアモデル顔負けの肉体美が拝みたくても、カーテン開けたらダメよ。黒服の人達に薬飲まされて小学生の見た目に戻っちゃった後なら大歓迎だけど！」

「あるわけねえだろ」

　どこぞの長寿ヒット漫画を元ネタとした与太話、否いな、ショタ話を残すと、菫は手にした水着をひらひらと振りながらカーテンを開けて試着室に入った。

　見送った俺は手持てもち無沙汰ぶさたにしながらも、菫が着替える試着室の前から動けずにいた。

　写真を撮るためにと渡されたとき、菫のスマホの電池残量は残りわずかだった。

　通信手段としては心もとなく、下手へたに店から離れたら連絡手段を失う。そもそも試着をするたった数分間、店を離れるのも変な話だろう。

　さりとて水着を買いに来た若い女性客で溢あふれる店内をぶらぶら歩いて回るのも憚はばかられる。

　結果、試着室の前で待機するしかない。

　スーツを脱ぐ衣擦きぬずれの音が一度、二度と聞こえるたび、カーテンの向こうで菫が裸になっていっているのかと思い、生じかけた邪念を必死で拭ぬぐい去る。

　相手は菫だぞ。紫式部先生だぞ。少々、いやかなり外見は美人だが、あそこまで内面がアレな女に欲情などできるものか。

　男は誰でもちょっと美人ならすぐに堕おちるなどと、ナメられては困るのだ。




「男なら誰でもキミのような美人を放っておかないさ。僕ぁ気が気じゃないよ、キミのような女性がこんなにも魅惑的な水着を着てしまうことがね」

「……!?」




　思考が即座に否定されるような台詞が聞こえて、俺は思わずビクリと身を固くした。

　しかし緊張が走った理由は、台詞の内容じゃない。

　台詞を喋しゃべった人間の、声だ。

　──おい待て。どうして。どういうことだ。何で、何でこんな場所に……！

「もう、嫌ですよダンディなおじさま。その言葉、誰にでも仰おっしゃってるんでしょう？」

「ひどいなぁ。僕こう見えて噓がつけない男なんだよ？　この月ノ森真琴つきのもりまことのお口は、真実しか語れない鏡のようなものさ」

　月ノ森真琴。ハニープレイスワークス代表取締役社長にして、俺の伯父。真白の父。

　真白との卒業までのニセ恋人契約を条件に、《５階同盟》メンバーの就職を確約してくれる今の俺の最有力コネクション。

　月ノ森社長は多忙な身のはず。それが何でったって、ショッピングセンターの水着専門店で見知らぬ女性とイチャついてるんだ!?

「鏡よ鏡、ですか？　ふふっ。なら世界で一番美しいのは？」

「──もちろん、キミさ」

「あはは！　変なの。おじさま、ホントに面白いのですね」

　女性はコロコロと笑いながら、軽く月ノ森社長にボディタッチ。もうすでにだいぶ親密な仲なのだとわかった。

　社長は最近とあるファミレスのウェイトレスを口説くどき落おとし、一緒に素敵な夜とやらを過ごしたばかりのはずだが……俺の記憶している彼女の顔と、今イチャついてる女性の顔が一致しない。

　つまり、そういうことだろう。あのクソ社長。またやりやがった。

　この女性も背丈や体格、顔のつくりはどことなく先のウェイトレスと近いが、口調や所作、化粧の仕方の方向性がまるで違う。

　月ノ森社長自身が選んで口説いているから女性のタイプが似通うのだろうが、つまりそれは外見やら顔やらでだけ判断してターゲットにしているわけで、クズレベルがひたすら上がっていくだけの情報だった。

　真白の母親を最後に見たのは小学生の頃だったから、さすがにハッキリとは記憶に残っていないが、真白のＤＮＡの源ならさぞ美人だろう。

　そんな妻を持ちながらあっちこっちにふらふらしている月ノ森社長の気持ちはまったくわからん。いや妻がＮＯＴ美人なら許されるわけでもないが。とにかく自分だけはああなるまいと、反面教師にしたいくらいだ。あそこまでモテることはないだろうから心配いらないかもだけど。……うるせえ余計なお世話だ。

「……って、悠長に考えてる場合じゃないな。やばい……！」

　視界の端に映る二人がイチャつきながらどんどん近づいてくる。女性の手には数着の水着が握られており、このまま試着室の方へ向かってくるのは明白だった。

　今、俺がここにいることを知られたらまずい。

　美人女教師と二人で仲良く水着を買っている──第三者から見れば、明らかにただのデートだ。

　就職の口利くちききにあたり与えられた条件は真白とのニセ恋人契約だが、もうひとつ、大前提の条件が存在する。

　それは──恋人がいないこと。

　真白との関係に信憑しんぴょう性を持たせるためかもしれないが、やたら学生のリア充じゅうに対する当たりが強いところを見るにおそらく月ノ森社長の私怨だ。

　自分は何人もの美女と関係を持ちまくってるくせにとは思うが、人の感情に文句を言っても変えられるわけもない。

「わっ、これえぐぅ。デザインからヤバそうな気がしてたけど、着たらさらにヤバかったわ、これ。ねえねえ、大星君も見る？　大興奮で鼻血噴き出すわよこれ！」

「ば……話しかけてくんなっ……」

「え、いいじゃないべつに。知り合いに聞かれてるわけでもないんだし。同じ買い物の時間なら話しながら楽しんだ方がお得でしょ」

「それはそうなんだが、いや、知り合いに聞かれる恐れが……ッ!?」

　視界の端で月ノ森社長が何かに気づいたような顔をした。

　まずい。振り向かれる。そう感じた瞬間の、咄嗟とっさの判断だった。

「え？　……ちょ!?」

　俺は慌てて試着室のカーテンの中に飛び込んだ。

　目を丸くする菫の口を素早く手で塞ふさぎ、しーっ、と叫ばないように無言で訴える。

　コクコクコクと何度もうなずく菫。しかしすぐには手を離さず、俺は試着室の外の声に耳を傾けた。

「うーん、気のせいかねえ」

「どうしたの、おじさま？」

「あいや、さっき知り合いの声が聞こえた気がしたんだよ。こんなセクシィ～な女性向けの店に来るような子じゃないんだけどね」

　やはり感づかれかけていたらしい、誰かを探している月ノ森社長の声が聞こえてくる。

　あぶねえ。マジで危なかった。

「……あら、私の知らない子を引っかけたの？」

「おいおいひどいな、そういうんじゃないさ。キミね、僕がどれだけキミに夢中かぜーんぜんわかってない。──今から、証明してあげようか？」

「どうやって？　……あん♡」

「おいで。ちょうどいい個室がある」

「待って。こんな場所でなんて……他のお客さんに聞かれちゃったら」

「本当はイケナイはずなのにという背徳感が、気持ちをさらに昂たかぶらせるのさ。恥ずかしかったら、頑張って声を抑えないとね？」

「もう……♡」

　隣の試着室の中に人が入る物音と仲睦まじさが一秒で理解できる甘い喘あえぎが聞こえてくる。

　──何やっちゃってんの、この人達！　まさかお前、お前、お前ええええええええ!!

　公共の場で！　堂々と！　もういい時間なんだから少し我慢してホテルでやれよ！

「んっ……あぁ……♡」

　あああああああああ今絶対に語尾にハートマークついた！　エロゲテキストになった！

　ふざけんなクソ社長。何が悲しくて親戚のおっさんのラブシーンを聞かされなきゃならんのだ。いっそのこと通報して逮捕させてやった方が伯父さんのためなんじゃないか？

　エロゲテキストめいた台詞を壁越しに聞いたせいか、淫みだらな女の気配をやけに近く感じる。

　切ない喘ぎ声が耳元で聞こえるような幻聴に襲われ、俺はブンブンと頭を振る。

「おお、ほし、ふん……あらひ……」

　もごもごと手のひらにくすぐったい感触。しかも「大星君」と名前を呼ばれた幻聴まで──いや待て、これ、幻聴とか妄想のわりにずいぶんリアリティあるぞ。

　混乱し散逸した思考がひとつにまとまり、脳が遅れて現状を正しく認識し始めた。

　十六歳、思春期の男子高校生である大星明照あきてるが、試着室の中に踏み込んで女教師・影石かげいし菫の口を塞いでいるというごく客観的な構図に思い至る。

　完全に犯罪です本当にありがとうございました。しかも完全犯罪とはほど遠い計画性のなさにより言い訳不能、逮捕濃厚のシチュエーションだ。

「わ、悪い。だけどこれは仕方なかったんだ。……わかってくれるか？」

「……（こくこく）」

　隣の試着室に聞こえないよう声を潜ひそめて言い含めると、菫は涙目のまま小動物みたいな素直さでうなずいた。

「じゃあ、手を離す。けど、いいな？　絶対に大きな声を出すなよ？」

「……ぷはっ。はあ、はあ……ど、どうしたの、いきなり？」

「月ノ森社長が客として来てる。ほら、例のハニプレの社長」

「真白ちゃんのお父さん、よね。ニセ恋人契約を持ち掛けてきたっていう」

「ええ。その前提条件は『俺に恋人がいないこと』なんですよ。だからこの現場を見られたら、かなりヤバいんです」

「ああ、それで……。大星君が突然獣欲じゅうよくに目覚めたのかと思ったわ」

「獣欲て」

　官能小説でしか見たことない単語だ。

　自分の身に危険が訪れてさえ男子目線の感性なのは恐れ入るが、しかしそんな菫も生物学上は女に分類される。俺の突然の行動で不安にさせたのは間違いない。俺は素直に頭を下げ、謝罪の言葉を口にした。

「本当にすまなかった。何らかの形で償わせてくれ」

「そ、そう。えっと、それじゃあ、あんまり視線を下げないでほしいかなー、なんて」

「ん？」

　言われて初めて気づく。

　謝罪のために頭を下げたことで視界にバッチリ入り込んでしまったＰＥＡＣＨ＆ＭＥＬＯＮ。

　普段はスーツかジャージに隠れた肢体が惜しげもなく晒さらされた光景が、そこにあった。白桃が如ごとく滑らかで弾力のありそうな臀部でんぶと甘瓜あまうりじみた絶大の存在感を放つ胸。それらを窮屈そうに包むのは、黒のビキニだ。肌色とのコントラストが目に眩まぶしい。

　出るところが出まくっている恵まれた肉体を両腕で隠し、恥じらう乙女のように体をくねらせる菫。そんな姿に俺も骨の髄まで熱くなってきた。

「か、重ね重ねすまん」

「い、いいのよ。事情があるんだもの。仕方ないわ」

　目を逸らして謝ると、菫も落ち着いた返事を返す。ここで悲鳴を上げたり、過剰に照れすぎたりしないでくれるところはさすが大人だ。

　普段から恥じらいのない発言の目立つ菫が微妙に恥ずかしがっているようなのは意外だが、まあそれもそうか。第三者やアニメキャラに性的な眼差まなざしを向けるのと、自分自身がその対象になるのでは感覚が全然違うだろうしな。

　このままの状態は居心地が悪い。月ノ森社長が愛人と盛り上がってる間に試着室を脱出しようと、俺はカーテンに手をかける。

「あん♪　ちょっとぉ、カーテン、隙間すきまが開いてる。外、見えちゃうぅ」

「ふふ。これくらいの方がスリルがあっていいだろう？」

「もう♡　見つかっちゃってお縄になっても知らないんだから」

　──出て行けねえ。

　よりによってカーテンを閉ざしきらずに愉たのしんでるようだ。

「もうすこし、このまま……みたいね？」

「ああ……」

　窺うかがうような菫の上目遣うわめづかい。俺も、漫然とうなずくしかない。


「…………」




「んっ……ぅぅ……」



　沈黙が流れる。菫から発せられる熱っぽい吐息が、耳にやたら大きく響く。

　ドエロい水着姿の女教師と狭い空間で二人きり。

　互いの温ぬくもりや匂いまで強く意識してしまえるほどの距離感。

　クラスでたまに話しかけてくるようになった、菫狙いの筋肉フェチ男が見たら憤死しかねない状態だ。

　しかも隣では別カップルのボルテージがどんどん上がっていく。

「ん、はぁ♡　素敵な指さばき。まるで私の音の鳴らし方を全部知ってるみたい」

「ふっふっふ。夜のピアニストとは僕のことさ」

「そんなこと言って、奥さんしか知らないくせに。同じ調律にしたら、たまたま私とも相性が良かっただけでしょう？」

「……！　ほ、ほほーう、言うじゃないか。それじゃサービス精神全開で行っちゃおうかな。ワルツを奏かなでてあげるよ」

　──はい今度は官能小説きました！　エロゲテキストの次は官能小説です！

　女体を楽器に見立てた台詞とか、現実で言う人間いるんだな。今日は常識がひっくり返されてばかりだ。

　とりあえず伯父さんはサービス精神よりも遵法じゅんぽう精神に全力を注そそいでくれ。

　と、そんな俺の願いもむなしく隣のイチャイチャは坂道を転がるように加速していき、こちらの理性を容赦なく刈り取ろうとしてくる。


「はあ……はあ……んっ……ぁ……」



　菫の呼吸が荒くなっていく。

　ちら、と軽く目をやると、きめ細かな髪の隙間から覗のぞく耳元が仄ほのかに赤く染まっていた。

　興奮、してるのか？

　無理もない。俺も他人の桃色雰囲気空間と目の前のエロボディの合わせ技のせいで、さっきから男の反応を余儀なくされている。

　しかしまさか菫もだとは。

　童貞女子だとかショタコンクソ教師だとか今までただの♀とは異なるカテゴリで認識してきたのに、これではまるで普通の女のようで──……。

「はあ、はあ……アタシ、もうダメ……我慢、できない……」

「す、菫、先生……？」

「大星、君。お願い。アタシの話を、聞いて？」

「……！　……な、何ですか？」

　ごくりと喉のどが鳴る。

　これは。この展開は。まさか。

『アタシ達も、しましょ？』

　とか、そういうたぐいのイベントではなかろうか？

　ナイススケベ！　と素直に喜べるようなおめでたい頭の持ち主ではないのだが。

　それでもこの桃色空間、興奮状態の中で彼女の誘惑を振り切れるのかと問われたら俺は自信を持ってイエスと答えることはできない。ここで流されたら月ノ森社長と同じ最低野郎の道へ踏み外すことなる。それだけは避けなきゃならない。胸の中の天秤てんびんが、超高速で理性と欲望の重石を交互に積み上げられ、ガッコンガッコンとシーソーの動きを見せている。

　そして、菫は言った。




「隣で責められてる女の人、死ぬほどエロくない？」

「ありがとう。賢くないあんたでいてくれて、本当にありがとう」




　昂たかぶっていた感情は一気に萎なえた。でも正直、かなりホッとしている。

　無理矢理興奮させられ交尾させられる動物もきっと良い気はしないんだろうなと気づかせてくれる、貴重な経験だった。


「なんで感謝されてるかわかんないけど。……あ、そうそう。で、隣の人なんだけどね。口調とか喋しゃべり方とかが誘い受けっぽいっていうか、月ノ森社長に責められてるようでいて余裕があるっていうか、むしろ煽ってさえいるわよね。それなのに自分からは一切いっさい責めず、強気に責められるがままになってるのがめちゃ萌もえるっていうか社長の方も責めと見せかけてリードされてる感じ、実はＭよねこれ!?　あらかじめ口裏を合わせてるプレイってわけでもなさそうなのに相性バッチリ完璧かんぺき合ってるのも何ていうかもう……ッ！」



　小声ながらも興奮を押し隠せないようで、隣室のカップリング分析を始める菫。はあはあと息を荒らげ、顔を真まっ赤かにして壁に耳をつけている。

「……そっちの興奮で良かった。対象が俺だったらどうしようかと」

「やー、アタシも最初はビビったわー。何か妙に胸がドキドキしたけどショタでもない明照様に欲情するわけないし、何だろうと思ったんだけど。興奮の正体がわかってホッとしたわ」

「欲情するわけないとまで言い切られると、男として悲しすぎるんだが」

「あと十歳若ければ対象にしてあげても良かったんだけどね」

「俺は何で年上の女にその台詞を言われてるんだ？」

　普通は逆だろ。いやまあ今の御時世、女性に過剰な若さを求める発言は淘汰とうたされてきてるから、その普通とやらの価値観も怪しいもんだが。

　まあ何はともあれ、菫は菫のままで良かった。本当に。

　ただでさえ真白の攻勢で《５階同盟》の形が変わりかけて、あいつの告白を断ってまで現状維持を選んだのに。紫式部先生如ごときの誘惑でチームがクラッシャーされたなんて、笑い話にもならん。




　その後、この拷問の時間がいつまで続くのかと戦々恐々としていた俺だが、チャンスは意外と早く訪れた。

　ほらアレだよアレ。男女のアレなる営みには盛り上がりの絶頂的な瞬間があるものだろ？

　具体的には書けないソレの隙すきを見計らってどうにかこうにか試着室から脱出できたわけだ。

　離脱の瞬間は本気で冷や冷やしたけどな。

　つーか何故なぜリアルで脱出ゲーム体験をせにゃならんのだ、まったく。

　──ま、せいぜい今回の体験を『黒山羊』のアイデアに使わせてもらうとしよう。





＊






「あら♪」

「何やってんだ、こんなところで二人して」

『ＰＥＡＣＨ＆ＭＥＬＯＮ』から見事に離脱した後、着替えと買い物を終えた菫と合流し、エスカレーターで一階に降りたところで見慣れた奴やつらとバッタリ会った。

「アキ……」

「あ、あははー」

　真白と彩羽の二人だ。

　真正面でバッタリ会ったから驚いたのか真白は目を見開き、彩羽は目を逸らし誤魔化ごまかすような笑みを浮かべている。

　走ったり、早歩きで店内を移動していたんだろうか？　二人ともすこし額に汗をかいているように見えた。

「やっと見つけた。さっきまで探して走り回っ──もごもご！」

「やー、偶然ですねセンパイ！　真白先輩と二人で放課後にタピオカで一杯やってたんですよ。まさかセンパイたちもいるなんてなー。あー、こんな偶然もあるんだなー」

　何かを言いかけた真白の口を塞ぎ、しらじらしい口調で彩羽が言う。タピオカで一杯って。お前らはアフターファイブのサラリーマンか。

　というか、この様子。まさか──……。

「お前ら、尾行つけてきたな？」

「「……!!」」

　ビックーン！　と。彩羽と真白は揃そろって背筋を伸ばした。

　わかりやすすぎだろ、お前ら。

「ったく……覗のぞき見なんて趣味が悪いぞ。後々からかうネタに使う気だったんだろうが、何も特別なことなんて──」

　言いかけて言葉がピタリと止まる。

　いやまあ、特別なことはあったな、うん。とても人様には堂々と言えないことがあったな。

「──お前ら、何をどこまで見てた？」

「えっ。何なんですかその質問!?　見られたらまずいことでもしてたんですか!?」

　彩羽が目の色を変えて食いついた。木に登ろうとする猫みたいに俺の体を引っ張りながら、追及してくる。

　しまった、墓穴を掘ったか。

　どうやらこの様子では『ＰＥＡＣＨ＆ＭＥＬＯＮ』での一幕は目撃されていないらしい。

「アキ……説明して。事の次第によっては真白、先生を駆逐しなきゃ」

　黒のクレヨンで塗り潰したみたいなグルグルした目になりながら真白が威圧する。

　怖すぎる。

「い、いや。……何でもない、ぞ？」

「その『ぞ』の前の間は何ですか!?　小説なら読点が入ってそうな間は何ですか!?　その行間に滅茶苦茶めちゃくちゃ意味深なモノ感じるんですけど!!　容疑者センパイ、自首しなさい!!　名探偵彩羽さんに全部白状してください!!」

「うるさいな。後ろめたいことは何もしてないっての！　……後ろめたいことはな！」

「うーそだー！　今みたいに微妙に保険かける話し方するときは絶対他意があるやつですよね。センパイ、何もなかったら言い切るタイプですもん！」

「くそ、地味に俺のことよくわかってんな。……だがこればっかりは主張させてもらう。何事もなかったんだ。なくて済んだんだ、と！」

「刃物、縄、火……どれがいい？」

「真白は凶器の選定をやめろ」

　怖すぎるんだってば。

「……あはっ♪」

　カオスになりつつある空気を、カラッとした笑い声が吹き飛ばした。

　俺、彩羽、真白が振り返ると、そこにはニマニマと口元を緩ゆるめた菫がいる。

　彼女は両手を広げて彩羽と真白をまとめて抱きしめると、すりすりと頰ずりをしながら。

「心配しなくても大星君を取ったりしないわよぉ！　大星君は二人の大星君だもんね！」

「や、俺は俺の物なんだが」

「黙りなさいよハーレム野郎」

「そーだそーだハーレム野郎センパイ！」

「しんで、浮気うわきハーレム野郎」

　罵倒三連星。しかもかなり不名誉な呼ばれ方をされた。

　たしかに現状男は俺一人で、女三人という組み合わせなので傍はたから見たら仰おっしゃる通りなのだが。

　でも俺を弄いじるのが生き甲斐のウザ女と、水着で密室に閉じ込められてさえフラグが立たないショタコン女教師が過半数だぞ。

　真白だけは俺を好きらしいが、今のところは世話の焼ける従姉妹いとことして以上の目で見ることができないし。

「そんなことよりさっき水着買ったときに話したんだけどね。《５階同盟》プラス五階の住人である彩羽ちゃんや真白ちゃんも一緒に、海に行かない？　せっかくの夏休み、仕事も勉強も〆切も忘れて、パーッと遊びましょう！」

「今、さりげなく大事な物も忘れようとしなかったか？」

「いいですね～、海！　せっかくなら花火大会やってる場所に行きましょうよ！」

「海……真白、海にはうるさいよ」

　俺のツッコミが刺さる間もなく、彩羽と真白が目の色を変えた。

「海の幸、おいしい。浅瀬のお魚、浜辺のカニ、みんなかわいい」

「真白先輩、そういうの好きですもんね。アクセも貝殻モチーフだし」

「うん。じーっと眺めてるだけで、何時間でも潰せる」

　それに、と真白はぽっと頰を赤らめて、うつむきがちに続ける。

「海といえば、夏休みデートの王道。アキと一緒に行けるなら、すごくうれしい」

「あのなぁ、真白。お前な。俺達は──」

「これくらいの発言は、べつにいいよね？」

　──カノジョ、だもん。

　俺にだけ聞こえる声でそう続けた真白にニコリと微笑まれ、俺は反論の言葉を失う。

「……まあ、契約の範囲、ではあるか」

「うん。これからも、カノジョの権限、どんどん使うから」

「お……おう……」

　ニセ恋人のことも、本当に俺を好きになったことも、彩羽や菫には教えてないんだよな？

　距離感めちゃくちゃ近いし、何だか最近隠す気があるんだかないんだかよくわからないな、こいつ。まあ、彩羽たちは実際知ってるから隠す必要ないっちゃないんだが。

「むむ……そ、そーだ、菫ちゃん先生。先生が水着を買ったお店ってどこです？」

　彩羽が唐突に話を変えた。

「ここの二階にある『ＰＥＡＣＨ＆ＭＥＬＯＮ』よ。どうして？」

「海に行くなら、私も新しい水着を買わないとなんで。せっかくだし今から同じお店で買ってきちゃおうかなって。センパイを悩殺できる最強の水着を買わないと！」

「あ、じゃあ真白も。いま、学校指定の水着しかない。……プールの授業全部休んでるから、それも着たことないけど」

「……！」

　盛り上がる二人に、俺はビクゥ！　と背筋を震わせた。

「や、その店に行くのはやめよう。今、あそこに行っちゃいけない」

　何故なら現在進行で真白の父親がエキサイトしてるかもしれないからだ。

　もう終わってるかもしれないが、そんな可能性に賭かけて危ない橋を渡る必要はない。

「何でです？　べつに普通のお店なんですよね？」

「意味不明」

　首をかしげる彩羽と真白にどう説明したらいいのかわからず、助け船を求めて菫の方を見る。

　紫式部先生、あんたからも何か言ってくれ。

　するとそのメッセージを受け取ったのか、菫はすべてを納得したような顔で深々とうなずいた。

「アタシからも進言しておくわ。彩羽ちゃんには『ＰＥＡＣＨ＆ＭＥＬＯＮ』がオススメだけど、真白ちゃんには『ＣＨＥＲＲＹ＆ＢＥＲＲＹ』ってブランドの方が似合う水着が見つかりやすいと思うのよ」

「どういうこと？」

　意味がわからないとばかりに首をかしげる真白。

　そんな彼女の肩をポンとたたきながら菫は白い歯を見せてグッと親指を立てる。

「大丈夫、アタシは真白ちゃんサイズも大好物だから！」

「は？」

　どうやら俺が『ＰＥＡＣＨ＆ＭＥＬＯＮ』をオススメしない理由について、菫は盛大に勘違いしているようだった。紫式部先生、あんたひでえや。

「大星君もそう思うわよね？」

「俺に同意を求めんでください」




　結局、水着は後日それぞれで買うことに決めて、その場は帰宅することとなった。

　その後『ＰＥＡＣＨ＆ＭＥＬＯＮ』のブランド戦略をネットで調べて知った真白から、死ぬほど蔑さげすまれたりしたが、お怒りもごもっともなので言われるがままになってあげた。

　代わりにたっぷり紫式部先生のツボをいたぶってやったのは言うまでもない。





＊






『このハーレム野郎め』

『オズ、お前まで……』

『いや、これは大勢の人の声を代弁しただけだよ』

『勘弁してくれ。周りに集まってきてるのは厄介な──』

『このハーレム野郎め』

『ぐぬう』
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　終業式の日がやってきた。

　明日から夏休みということもあってか、朝のＨＲホームルーム前の教室は浮かれた空気で満ちていた。

　どこそこに遊びに行きたいとか彼氏彼女を作りたいとかタピりたいとかそんなしょうもない話で盛り上がっているのを横目に見ながら、俺おれは『黒き仔山羊こやぎの鳴く夜に』のハロウィンイベント企画ロードマップを作成していた。

　終業式だろうが普通の日と変わらない、むしろ授業なしの午前終了のため作業時間が短くてありがたい、程度の感覚だった。

「お前、影石かげいし先生狙ねらってるんだろ？　デート誘おうぜ、デート」

「悪い、夏休みはジム尽くしなんだよ」

「またかよ！　お前最近鍛えてばっかだな。肩に四輪駆動車乗ってるじゃん」

「へへ、次は大胸筋を攻めていこうと思ってんだ。水着の美女もいいが、ビキニのマッチョもなかなかイカスぜ」

「お、おう……まあ、前向きに考えとくわ」

　一学期のうちに吹き込んだ情報のおかげで順調に筋肉フェチの道を歩み、自らも肉の申し子となりつつあるクラスメイトの声が聞こえ、ほっこりした気持ちになる。

　青春を奪っちまったかと思ったが、別の貴重な何かを手に入れられたようで何よりだ。

　高校時代の刹那せつなの青春に右往左往するよりかよほど将来に繫つながる投資だろう。

　本人の望み通りかは知らないが、今が幸せそうだから結果オーライってやつだ。

「隣町の市民プール、夏休みの間は学生無料なんだって」

「いいね！　行こう行こう！　他に誰だれ誘おっか」

「男子も誘っちゃう？　……思い切って、小日向こひなた君とか！」

「ええ!?　ちょ、ちょっとぉ。何でニヤニヤして──」

「おーい、小日向くーん。みんなでプール行こうって話してるんだけど、一緒に行かない？」

「え、僕？」

　耳に響く高音で会話していた女子達がオズの方にやってきた。名前も顔もあまりハッキリと記憶していない三人組の女子で、二人は快活かいかつで積極的な印象、一人は大人しそうなタイプで、オズを前にして恥ずかしげにうつむいている。

　その態度で一発で理解した。

　大人しそうな子がオズのことを好きで、他の女子達がその恋を応援している立場なのだろう。

　教室ではよくある光景だ。

「女の子同士で遊びに行くのに、迷惑じゃない？」

「大丈夫、大丈夫。小日向君なら年間フリーパスだから」

「他の男は御免だけどねー。小日向君は絶対に私たちのこと変な目で見てこないし」

「クラスの王子様だもんね！　ね？」

「う、うん。本当に、カッコよくて……優しくて……一緒に遊べたら、嬉うれしいなって」

「ありがとう。そう言ってもらえると嬉しいよ」

「それじゃあ──」

「でもごめんね。夏休みは家族旅行や予備校の予定でもう埋まっちゃってるんだ」

　古城で茶会を嗜たしなむ貴族のような柔らかい笑顔、それでいて踏み越えてはいけない壁を無意識下に感じさせるハッキリした口調。

　完璧かんぺきな断り方だ。嫌われず、さりとてズルズルと食い下がられることもない。

「そっかぁ、残念。また誘うから、今度こそ遊ぼうね！」

「うん。またね」

　自分達の席に戻っていく女子グループを、笑顔で手を振りながら見送るオズ。

　冷静に事実だけを観測すると誘いを断っただけなのだが、女子からの好感度は下がっていないはずだ。

「最初から最後まで見事なコミュニケーションだな。さすが王子様」

「何言ってるのさ。全部アキが教えてくれたテクじゃないか。僕が王子なら君は宰相だよ」

「こっちも心理学系の論文の受け売りだけどな」

　中学時代のオズを思い返すとずいぶんと成長したものだ、と目頭が熱くなる。

　素材はいいからすこし努力すればすぐにモテるとは思っていたが、まさかここまでとは。

「あとはガチで彼女でもできたら完璧なんだが……その気はないのか？」

「そもそも好きな人ができないんだよねえ」

「まあ、だったら無理しなくてもいいけど。あれだけ大勢の女子に好かれて、いろんな場所で出会ってて、それでもまだ誰のことも好きにならないってのも不思議な話だ」

「その発言、全部ブーメランだからね？」

「……お前ほどではないけど、そうだな。俺も女子と縁がある方、だもんな……」

　言いながら俺は隣の席の彼女──月ノ森真白つきのもりましろが突っ伏して眠っている姿をチラリと見る。

　以前は女子と縁がある方だなんて露つゆとも思わなかった。

　しかしここ最近の出来事に鑑かんがみて、とてもそんな風には言えなくなってきた気がしている。

　そう思えるようになったきっかけこそ、隣ですやすや眠るこの真白だ。

　俺を好きな女子、という存在が都市伝説ではなく実在するのだと、初めて直接的に伝えてくれた存在。

　今は《５階同盟》の活動に集中するため告白を断ったものの、以前のように完全にフラットな目では見れなくなっていた。

「熱烈な視線。アキは本格的に月ノ森さん派になっちゃったのかな」

「……いや、そういうわけじゃないが」

「よかった。ちゃんと彩羽いろは派なんだね」

「それはない。というかいい加減あいつをゴリ押ししてくんのやめろ。どう考えても俺に惚ほれてる感じじゃないだろ」

「心理学の論文とか漁あさる趣味あるのに、何で女の子の心理にここまで疎うといんだろう……」

「研究に照らし合わせると、好かれたいならあんな態度取るわけないんだってば」

「いや、それは効率的にはそうなんだけどね？　人間っていうのは効率だけじゃなくてね？　……って、どうして僕の方がアキに人間性を語ってるんだか」

　などとオズと二人、くだらない会話に勤いそしんでいるときのことだった。

「う、うぅ……」

　苦しげな呻うめき声。

　何だ今のはと思って隣の席を見ると、その声は突っ伏している真白の方から漏もれ聞こえていた。

「だ、大丈夫か？」


「…………」



「真白……？」


「……う……ぁぁ……」



「おい真白、体調悪いのか？　もし気分悪いなら保健室に──」
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「ひっ!?」

　地獄の釜が開く音にも似た声をかけられて思わず背筋が伸びる。

　わずかに腕から持ち上げた顔は、まるでついさっき人を殺してきたと言わんばかりに憔悴しょうすいしていて、瞳ひとみは血走り、目元には深いくまが浮いている。

「あ……アキ、だったんだ。ごめん、ね……ひどい、こと、言って……」

「い、いや、気にしてないが」

「あんまり眠れてなくて。〆切、こわい」

「〆切？」

「あ……や、違う。えっと、シナリオじゃなくて小説、の、〆切、みたいな？　あれ、言っていいんだっけこれ。わかんない。ごめん、今話すとボロが出そうだから、話しかけないで」

「あ、ああ。疲れてるときに話しかけてすまん」

「うん……すー……すー……」
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　真白はそれだけ言い残すとふたたび机に突っ伏して、安らかな寝息を立て始めた。

　まるで新キャラ投入やイベント実装時期の俺や〆切に追われてるときの紫式部先生むらさきしきぶせんせいのようだ。

　しかし『小説の〆切』、か。

　そういえば真白は趣味で小説を書いてると言っていたような気がする。新人賞に挑戦していて、その〆切が近いのかもしれない。

　もし真白がＵＺＡユージーエー文庫の新人賞を受賞したら巻貝まきがいなまこ先生の後輩になるのか。そうなったら面白おもしろい縁だなと思う。

　いずれにしても前向きに自分の目標に向かってるのだとしたら、それは素晴らしいことだ。

　──応援してるぞ、真白。

　力尽きた戦士の姿に戦友めいた共感を覚えた俺は、心の中でこっそりとエールを送るのだった。





＊






「すう……すう……むにゃ……」

　どうして十数分前の俺は、この事態に陥おちいることを予想できなかったのだろうか？

　体育館には退屈な時間が流れていた。

　終業式。ずらりと並んだパイプ椅子いすに全校生徒が座り、校長や教頭の杓子定規しゃくしじょうぎな挨拶あいさつを聞き流すだけの単調かつ無価値な時間。普段の俺ならゲームに実装する新しい遊びの仕様を考えたりといった、道具がなくても脳内でできるたぐいの仕事をこなすためだけの時間。

　しかし今、俺の頭の中を駆け巡るのはユーザーを盛り上げる工夫やデータではなく、煩悩に晒さらされた修行僧が如ごとき般若心経はんにゃしんぎょうの羅列であった。

　仕方あるまい。

「すう……すう……」

　真白がこてんと俺の肩に頭を預け、安心しきった表情で可愛かわいらしい寝息を立てているのだから！

　呼吸音が耳の毛細血管をいたずらにくすぐって、髪から立ちのぼる甘い香りが肺の中を花畑に塗り替える。

　夜遅く電車に乗るとたまにカップルがやってるアレだ。公共の場でイチャイチャしやがってこの野郎と唾つばを吐きかけたくなるアレを今まさに俺がやってしまっている。

（大星おおぼしと月ノ森さん、めっちゃラブラブだな）

（喧嘩けんかばっかりしてるイメージあったけど、何だかんだでやっぱカップルなんだなぁ）

（そういえば最近わりと月ノ森さんのラブ度上がってるよな）

　ヒソヒソ声があちこちから聞こえてくる。終業式という退屈な時間をやり過ごすコンテンツとして扱ってやがるな、クラスメイトの奴やつら。

　檻おりの中の動物になった気分だ。正直、注目を浴びるのはクソ恥ずかしいし、今すぐ全員の目を潰つぶして回りたい。

　──とはいえ、俺が恥ずかしいからって起こすのも可哀想かわいそうだよな……。

　どうやら本気で寝不足らしい真白は、体育館に移動する間もずっとこくりこくりと船をこぎ、何度も倒れそうになっていた。

　着席し、席順の関係で隣になった俺の肩に頭を載せてようやく安心したように意識を手放した彼女を見ると、すこしくらいなら枕まくらになってやるかという気になる。


「…………」



　ごくりと喉のどが鳴る。妙に喉が渇く。無防備な真白の顔を、こうして間近で見たのは初めてだ。

　睫毛まつげの形、肌の艶つや、繊細な産毛うぶげ。すべてが芸術品のように端整で、いつまでも眺めてしまいたくなるような吸引力を秘めてい──っていかん何を見惚みとれてるんだ俺は。

　勝手に寝顔を見ることに罪悪感が芽生えてきて、俺は慌てて視線を逸らした。視界から外しても肩には変わらず心地好い重みがあり真白の存在を意識せずにはいられないが、視覚情報がないだけでも心の安寧レベルはずいぶん違う。

　気を紛まぎらわせる方法はないかと周囲に視線を巡らせてみる。近くにいたオズを見ると、背筋をピンと伸ばし、ニコニコしたまままっすぐ前を向いて硬直していた。コイツ、微笑ほほえみながら寝てやがる。

　さらにかなり離れたところに音井おといさんの姿が見えた。腰がずれ落ちただらしない姿勢で、背もたれにぐでーっと首を預けている。睡眠中のナマケモノそのものだ。あまりに堂々たる寝姿に、教師も注意する気さえ起きないようだった。

　違うクラスだから知らないが、もしかして音井さん、教室でもいつもあんな感じなんだろうか。

　裏表がないというか、マイペースが過ぎるというか……惚ほれ惚ぼれするほど気ままな生き方だ。




『それでは続きまして、各学年の代表挨拶。一年生代表──小日向彩羽さん』

「お……」




　放送部の司会の声が耳慣れた名前を口にして、俺は思わず声を漏らした。

　はい、と返事をして一年生の方の席で彩羽が立ち上がる。

　山吹色の髪をなびかせて、落ち着きながらも堂々とした所作で壇上へと向かう姿は、まさに清楚せいそ可憐かれん。白のワンピースを着せて向日葵ひまわり畑の真ん中を歩かせたら絵になるランキングが存在したら、まず間違いなく第一位を獲得するだろう。

（小日向さんだ）

（噂うわさには聞いてたけど、すっごい美人～。お嬢様～って感じだよね）

（明るい色の髪も自然体で上品だし。小日向君の妹さんなんだって）

（兄妹きょうだい揃そろって美形とかいいな～）

（マジで可愛いよな小日向さん。ああ、ああいう清楚な子マジで彼女に欲しい！）

（諦あきらめろよ。あんな可愛い子、もうとっくに彼氏いるって）

（わ、わかんねーだろ！　夢壊すんじゃねーよ！）

　続・ヒソヒソ声があちこちから聞こえてくる。

　今年入学の学年首席は滅茶苦茶めちゃくちゃ清楚で可愛くて頭も良い──そんな噂が流れ始めたのが四月後半で、七月後半の現在に至っても、彩羽の評判は衰えるどころか口コミが広がり、その注目度は計り知れない。

　ホント、『知らない』ってのは幸せだ。彩羽の本性を知ってたら、この世に理想郷などないのだと絶望するだろう。

　そんな憧憬しょうけいと好奇の視線に晒されて壇上のマイクの前に立った彩羽は、涼しげな顔で体育館全体を見渡した。

　そして俺と目が合った瞬間、ピタリと動きを止めた。

　放送事故を起こした番組の画面のように一ミリも動かない。清楚な笑顔を貼はりつけたまま、心なしか感情が宿っていないような瞳でじーっとこちらを見ている。

　何か気になるものでもあるのか？

　と、不思議な気持ちで彩羽の顔を眺めていると──……。

「（ニヤリ）」

「……!?」

　一瞬、ほんの一瞬。彩羽の口元に妖しい笑みが浮かんだのが見えた。

　他の誰も気づいていない。それくらいのさりげなさ。コンマ一秒、刹那せつなの悪意。

　常日頃ひごろから奴にウザ絡がらみされてる俺じゃなきゃ見逃してしまう程度の表情変化の意味を考え、浮かび上がった仮説に俺はぞっとする。

「新たな校舎、新たな教室。新しいこと尽くしで不安だらけだった入学式から、早いことに、もう三ヶ月が経たちました。最初の頃とは見える風景も変わり、教室の人間関係も変わっていき、友達をたくさん作ったり──」

　ウザ絡みの気配に身構える俺をよそに、彩羽の代表挨拶はテンプレ的な一言から始まった。

「──恋人を作って、イチャイチャしてる人もいるようです」

　テンプレ終了のお知らせ。

　堅苦しい印象のある代表挨拶中に思いがけず登場したＩＱ３くらいの単語に館内がざわつく。

　彩羽が館内を見渡しながら発言したこともあって、終業式中にイチャイチャしてるカップルを探せ、と言わんばかりに大勢の生徒の目が光る。

　いくつかのカップルが僻ひがみっぽい突っつきの対象になったり、ジロジロ見られたりしている。

　もちろん俺と真白も例外ではなく、蜂の巣になるほど視線の弾丸を浴びた。

　──あ、あの女。俺と真白がこの状態になってるのを見て、わざと注目を浴びるような話題を出しやがった。

「（おい、ふざけんな。何てことしてくれやがる）」

　俺は抗議の意を込めて、彩羽に渾身こんしんのアイコンタクトを送る。

　すると彼女は俺の意思を受け取って、誰にも気づかれない程の超高速で返事を戻してくる。

「（ざまあないですね☆）」

「（てめええええええ!!）」

　ぷー、くすくす。と指さして笑ってるようなニュアンスを、表向きは清楚な優等生面を保ちながら送ってくる。

　目の前にいたら即座にやり返しているところだが、終業式の最中にいきなり壇上に上がって奴をとっちめたら俺の方が不審者だ。ここはグッと我慢しなければならない。

「（ふーんだ。公衆の面前でイチャイチャしてる方が悪いです。青春謳歌野郎どもはみーんな恥ずかしい想おもいをすればいいんです。ばーかばーか！）」

「（くっ……否定ひていできん）」

　公衆の面前で云々と言われたらこちらは弱い。

　真白は疲れ切って寝ているだけなのだが、傍そばから見たらそんな事情は関係なく、俺と真白もただのイチャラブカップルにしか見えないだろう。

「幸せなのはとても素敵なことです。授業に行事、進路相談。学校生活でのあらゆる出来事は、すべてが将来の私達の幸せに繫がっていると思います。しかし、『ハメを外しすぎた行きすぎた行為』はいけませんし、『見せつけるような行為』は控え、節度ある付き合いをするべきでしょう。特に『将来の夢に向かって邁進まいしんしていると口で言いつつ、目の前の可愛い女の子とのイチャイチャに鼻の下を伸ばすような行為』は、誠実さの欠片かけらもありません」

「ぐ……ぐぐう……」

　途中途中で強調されるすべての単語が胸に刺さる。

　彩羽の奴、完全に俺だけを狙い撃ってやがるな……。いやまあ、俺が悪いんだけど。




　結局、一年生代表の挨拶は八割方、挨拶に見せかけた俺への皮肉で構成されていた。

　不幸中の幸いなのは、他の生徒達が時折挿入される「イチャイチャ」やら「ラブラブ」やらの単語に首をひねりながらも、特に疑問を感じることもなく受け入れてくれたことだ。

　この学校の生徒達が馬鹿ばかで本当に良かった。

　いやまあここ進学校だし生徒の平均レベルはかなり高いはずなんだが、何故なぜかピンポイントで知能指数が落ちるタイミングがあるんだよな。不思議な話だ。

　それはさておき。

　こうしてちょっとした一幕がありながらも、終業式の時間はつつがなく過ぎていった。





＊






「夏休みに浮かれて遊び回る人間には二種類いるわ。ひとつは多少勉強を怠けても問題にならないほど成績が良く頭の回転も速い、本当の勝ち組。人生の謳歌が許された特権階級の人間。そしてもうひとつは──ただの馬鹿よ」

　終業式が終わり、最後のＨＲ。

　冷徹な女教師、《猛毒の女王》モードにある菫すみれの絶対王政教室には、夏休み直前とは思えぬ緊張感が漂っていた。

　ビシッと教鞭きょうべんで黒板を叩き、菫は威圧的に生徒達を睥睨へいげいする。

「自分が本当の勝ち組だと思うなら存分に遊びなさい。ただし目の前の快楽に溺おぼれ、今すべき努力から目を背そむけたツケはいずれ払うことになるわ。──来年に迫る、受験戦争のときにね」

　素晴らしい金言だ、と俺は感動した。紫式部先生にも是非聞かせてやりたい。

「皆が浮かれた馬鹿に堕おちないことを祈るわ。──以上。ＨＲ終わり」

「……！　き、起立！　礼……！」

　チャイムの鳴り始めと同時に菫が話を切り上げると、日直は上官の顔色を窺うかがう軍人のように慌てて号令を唱える。

　生徒達が頭を下げるのを冷たく一瞥いちべつし、影石菫はヒールの音を響かせ颯爽さっそうと教室を出て行った。

　釘くぎ刺しが効いたのか、遊びの予定を減らして勉強もしないとねと話すクラスメイト達もちらほら現れ始めた。女王の教育の賜物たまものか、あるいは現代の学生の傾向か、意外と物分かりのいい素直な反応だ。

　彼らには知る由よしもないだろう。





《紫式部先生》夏休みキターーー!!　海ヒャッホーーー!!　遊ぶわよおおおおおおおおお!!






　教室を出た直後、影石菫が浮かれまくったＬＩＭＥメッセージを送っていることなど！

「毎度のことながらホントすげえな、あのロールプレイ」

「本性がコレなんて誰も想像できないよねえ」

　同じ《５階同盟》グループの書き込みを読んで、俺とオズは苦笑し合う。

　影石菫の本性はだらしなくて自分に甘い、酒が大好きで自分の部屋も片づけられない駄目女だ。教室で見せる《猛毒の女王》の側面は、生徒や他の教師にナメられたら終わりだからと演じているに過ぎない。

　しかし彼女の凄すごいところは、実際のところ教育の成果が出ていることにある。

　この前の期末テストでは我がクラスは全クラス中、特進クラスを除き最も平均点が高かった。

　中間テストからの平均点の上昇幅では特進クラスさえも凌駕りょうがしている。

　個人の成績トップはまたも全教科満点のモンスター優等生影石翠みどりが当然の顔でかっさらっていったものの、特進クラスでひしめく上位にうちのクラスの生徒達が多数食い込んでいるし、志望大学の合格可能性を判定する実力テストも優秀だった。

　二年生開始時点での成績からの伸びも目覚ましく、菫の教師としての腕は本物だったと言っても過言ではないだろう。

　もちろん各教科の担当者は数学以外は菫とは別人なのですべてを直接指導しているわけではないのだが、ホームルームで見せる鬼教官めいた態度による圧力とそこで語られる哲学が生徒に良い影響を与えているのかもしれない。

「あの人、向いてるっちゃ向いてるんだよな、教師。やりたくないだけで」

「頭もすごく良いしね。妹さんが学年一位だし、相当優秀なＤＮＡなんだろうなぁ」

「翠部長か。話してると頭の良さを一ミリも感じないけどな……オズの方がよっぽど賢く見える」

「僕は全然。数学と英語、理系科目は良いんだけどねー」

　あはは、と笑ってみせるオズ。

　魔法使いじみた発明を繰り返すスーパープログラマ小日向乙馬おずまは、実際のところ同年代とは比較にならないレベルの頭脳を持っている。

　しかしその能力は極端に理系側に偏っていて、文系科目は英語以外からっきしだ。

　最近は対人関係を改善し、コミュニケーション能力が上がるにつれて国語の読解能力も上がってきているものの、根本的な部分で人の心を理解できてない節がある。

　まあ、だからこそオズには俺や《５階同盟》が必要なわけで。

　その部分が完璧だったらオズは誰に頼ることもなく最高峰の名誉を手に入れられるはずで。

　不完全でなくなるにつれ、嬉しくもあり、寂さびしくもあるってのが本音だ。

「でも影石さんは凄いよ。中間も期末も全教科満点。きっとＤＮＡだけじゃなくて、血の滲にじむような努力をしてるんだと思う」

「ある意味、まっすぐな奴なんだよな。俺は、学校の勉強だけですべてが決まるわけじゃない以上、将来のために勉強に全賭かけするなんてできないが。……ひとつの道を極きわめてるってのは、それはそれで尊敬に値する」

「そうだね。──そういえば、海には演劇部のみんなも招待するの？」

「あー……」

　演劇部とはすこし前の全国高等学校演劇フェスをきっかけに交流を深めていた。

　部長を務める翠を始め、《５階同盟》の集まりやイベント事に招待しても良いぐらいには、仲良くなっているのだが──……。

「一応、声だけはかけたけど、断られた」

「あらら、そうなんだ？」

「夏休みは演劇フェスの県大会と、そこを突破できたら全国もある。その準備をやりつつ予備校の夏季講習にも出なくちゃだから遊ぶ時間ないんだとさ。俺も遊んでばっかりいないで勉強しなよ、と釘を刺されちまった」

「はは、影石さんらしいや。でも、そこで引き下がるのはアキらしくないね」

「そうか？　本人がやりたいのに我慢してるならゴリ押ししてでも引きずり出すけど、あいつは本気で勉強したがってそうだからな。何を目指してるのかは知らんが。それに──」

「それに？」

「紫式部先生も、なるべくなら長時間の接触は避けたいって言ってたしな。長く一緒にいればいるほどボロが出る確率上がるから」

「あはは……確かにね」

「飲み会だったらバレないんだけどな。式部に振り切ってれば教師モードとあまりに違いすぎて、誰も気づけない」

　だけど酒を飲んで海に入るわけにもいかないし、移動するとしたら菫の運転だ。

　素面しらふのまま接したらバレるリスクは高い。

「なるほどねえ。ま、彩羽の恋敵が増えなくて済むなら、僕としても大歓げ──」




　バッ、タ──────ン!!




　オズの台詞せりふが終わるよりも早く、教室全体にドアがぶち破れたのではと疑うほどの激しい音が鳴り響いた。

　勢いよく扉を開けたその不審人物──女子生徒は、うつむいたまま立ち尽くしブツブツと何かをつぶやいている。

　乱れた髪先、やつれた頰ほお、しわの寄った制服。自暴自棄の浮浪者のようなオーラを漂わせる彼女は、偶然にもたった今、俺達が噂していた影石翠によく似ていた。というか88％くらいの確率でたぶん翠だ。

「あれは……翠部長……だよな……？」

「噂をすれば何とやら、だね。何か雰囲気おかしいけど……」

　思わずオズと互いに認証確認。翠で間違いなさそうだ。

　しかし几帳面で生真面目きまじめで鬼のように神経質な翠が、こんな姿になるなんてあり得ない。

「お、おい。一体どうし──」

「……さない」

「え？」

「許、……ない」

　うつむいたまま、フラリ、フラリと翠は歩み寄る。

　よく見るとその右手にはナイフが握られていた。

「……さない。……に……許さない……」

　一歩、また一歩と近づいてくる。

　嫌いやな予感を感じながらも椅子いすから動けず、俺は一秒、また一秒と間合いを詰められていく。

「お、おい、どうしたんだ？　翠部長。おい、何か言えって。おい来るな。待て。お──」

「絶対に許さないいいいい!!　死ね!!　極悪ごくあくプロデューサーああああああああああ!!」

「おわあああああああああああ!?」

　翠はガバリと顔を上げ、悪鬼羅刹あっきらせつの如き瞳を輝かせ、ナイフを振り下ろした。

　俺はとっさに机の中から出したルーズリーフホルダーを頭上に掲げ、刃やいばを受け止める。

　ぐんにゃり。と、ナイフの刃先がこんにゃくみたいに折れ曲がった。

「……演劇用のおもちゃかよ。いきなり何なんだ」

「うそつき！」

「はあ!?　意味わからん。突然襲撃されて、どうして罵倒までされなきゃなんねーんだ！」

「だって──菫お姉ちゃんとは何もないって言ったのにッッッ!!」

　翠は血走った目をカッと見開いて、スマホの画面を突きつけてきた。

　それは『影石一家』と銘打たれたＬＩＭＥグループのメッセージ欄。





《菫》アタシは現在、一生徒の大星明照あきてるくんと結婚を前提に真剣なお付き合いをしています。法律の都合上まだ籍は入れられませんが、彼が卒業するまであと一年半、待っていただけないでしょうか？






「おいいいいい紫式部うううううう!!」

　俺は悶絶もんぜつし、頭を抱かかえた。

　文面や内容は問題ない。父や祖父らしき相手からの縁談の打診を真摯しんしに断っている。

　だが問題は場所だ。

　影石一家のＬＩＭＥグループは所属人数が99＋と表記されている。これは百以上の人間が、このＬＩＭＥグループに参加しているということ。おそらく影石家の親族全員が閲覧できるようなグループなんだろう。

　なら当然、翠にも見れてしまうわけで。そうなれば当然、こうして血迷った暴走をさせてしまうわけで。

　困った。

　事情を正直に説明して誤解を解くか？　──ダメだ。婚約者のフリを頼むほど親密な理由を説明すると《５階同盟》の紫式部先生と菫が同一人物だとバレる可能性が跳ね上がる。

　ここはニセ婚約者として振る舞い続ける道しかない。

　……悪いな、翠……！

「やっぱり菫お姉ちゃんとイヤラシイ関係だったんだ！　信じらんない！　不潔ッ！」

「──誰が不潔だって？」

「……!?」

　俺は声を低くして、翠の目をまっすぐに見つめた。

「菫先生と俺は本気で将来を考えてるんだ。この真剣な気持ちを、不潔だのイヤラシイだの、好き放題に貶けなされるのは我慢ならないな」

「それ……は……」

「人を愛するのがそんなに悪いことか？　結婚を前提に、心の底から本気の恋愛だとしても、お前にとやかく言われなきゃならないことなのか？　──俺の目を見て答えてくれ、翠部長」

「大星……くん……」

　一転攻勢。誠実な男を演じ切り、鼓膜を優しく力強く打ち付けることを意識して低音ボイスを繰り出す。彩羽の演技を指導したり演劇部の手伝いをしたおかげか、我ながらずいぶん芝居が上手うまくなったもんだ。

「たしかに本気の恋愛を邪魔する権限は、私には……ない……」

「そうだろ？　なら責めないでほしい。むしろ翠部長には俺達の未来を祝福してほしいんだ」

「でも……でもっ……」

　俺の囁ささやきから逃れるように身を離し、翠は激しく首を振る。

　そして、ふたたびスマホの画面を突きつけてきた。

「それじゃあ、これはどう説明するの!?　この──」

　画面に吸い寄せられる。そこに表示されているのは、まぎれもなく菫の──





「──えっちな画像は!?」







「………………………………………………………………え？」



　ぎゅっと目を瞑つむり、耳まで真まっ赤かになりながら翠が見せつけてきたのは、影石菫が画面下に見切れている何かを必死で口をすぼめて吸っている画像。

　そして横にフリックされてもう一枚、口の端から白い液体をこぼしながらピースをする菫の画像が出てきた。

　そしてさらにもう一度フリックすると白い液体をこぼしたままダブルピースする菫と、その隣でピースする俺の姿が。

　厄介なことに撮るときに手ブレしていたらしく背景や細かい部分が微妙にぼやけていて判然とせず、そのブレが意図せずモザイク的な役割を果たし、必要以上にいかがわしい写真っぽくなっている。

「どどど、どう見てもえっちな写真だよね、これ!?」

「待て待て待て意味わからん！　何だこれは!?」

　完全に事実無根だ。

「いったいどこからどうやって手に入れたんだ？　こんなの悪質なコラで、見覚えなんてあるわけが──」

　言いかけて、ピタリと止まる。

　いや待てよ。それは噓うそだな。この写真、どこかで見たことあるような。

「どこでも何も、お姉ちゃんが自分で貼ったんだよ！　ほら！」





《菫》交際相手の実在をお疑いのようなので、アタシと彼のデートシーンを写した写真を何枚か貼ります。これを見れば彼との仲睦まじさを納得してくれるはずです。






　菫だったー！　リーク元めちゃ身内だったー！

　撮った直後は、うまく撮れなかったなー、ぐらいの気持ちだったが、あらためて見てみるとやべー写真にしか見えない。

　無自覚にエロ画像を撮影してしまった事実に頭を抱える俺を、翠は追撃して責め立てる。

「仲睦まじいにも程があるよ!!　まだ未成年なのにこんなの間違ってる!!　犯罪者!!」







[image: ]







「この場合、犯罪なのは成人済みの菫先生の方なんだが……」

「言い訳無用！　今すぐ死ね！」

「だからそのふにゃふにゃナイフで刺すなっての」

　ふにんふにんと折れるので痛みは少しもないが、精神的なダメージはかなり大きい。

　学年一位の翠に詰め寄られる姿に興味を引かれたのか、クラスメイトの視線が集まる。

　すでに帰宅した奴も大勢いるとはいえ、教室に残っていた人数もそこそこいたため、結構な視線の圧力を感じる。

　普段は存在感薄いからと俺のことなんざ見向きもしねえくせに現金な奴らだ。

　いやまあ最近は真白とのニセ恋人関係のせいで若干注目されることが増えたけども。だけどまだまだ俺単体では空気だったんだ。平穏な日常を過ごせていたんだ。

　このままでは誰にも注目されない効率的な環境が失われ、好奇の視線に晒される日々を送ることになる。最悪の場合、女教師とハメ撮りしたクソ野郎（あるいは英雄）の扱いを受けてしまう。

「これは一緒にタピオカミルクティーを飲みに行っただけだ。それはタピオカ含有率99％のミルクティーを飲むために必死で吸ってるだけで、やらしい行為じゃない」

「馬鹿にしないで！　私だって知ってるんだから！　cumshotって言うんでしょ!?」

「ワールドワイド!?　いきなり洋モノのスラングぶち込んでくるとは……やっぱりあんた変態だな!?」

「ち、ちがっ。クラスの男子に『頭良いんだろ？　これ翻訳してくれよ』って言われて、金髪の女の人が裸でその、いろいろしてるアレの、動画を見せられて、そのときのタグに載ってただけで……！」

「事故で単語を知ってから、自分で調べたんだろ？　意味をしっかり熟知したんだろ？　そうじゃなきゃ咄嗟とっさに出ねえよ、そんな単語！」

「う、ううう～～～!!」

　翠の顔がみるみるうちに赤くなっていく。

「というかシスコンにも程があるだろ。影石先生もう二十五だぞ。嫉妬しっともほどほどにしておかないと、相手が誰であれいつかは絶対にどこかの誰かと付き合うことになるんだ」

「そ、それは……」

「実家も結婚相手の仲介をしようとしてたんだろ？　むしろ俺と引き離した方が先生の結婚は早まるぞ」


「むむむむ。……………………あれ？」



「ん？　どした」

「実家が決めた相手と結婚する菫お姉ちゃんを想像しても、そこまでムカムカしないかも」

「……俺、そこまで特別に嫌われてんの？」

　演劇部を助けるために努力したり、翠には感謝こそされ恨まれる覚えはないんだが。

　ちなみに全国高等学校演劇フェスは俺と彩羽が代打を務めたおかげで地区予選を突破している。次の県大会以降はさすがに翠たち自身が頑張らないとおかしな話なので、俺はもう完全に身を引いているが、予選突破できたのは俺や《５階同盟》のおかげだと演劇部員達からは感謝の言葉を投げかけられた。

　そう、この翠にも礼を言われたはずなのだが──……。

「べ、べつに嫌ってなんかないです。ただ、大星君が菫お姉ちゃんと付き合ってるって知って、頭が真っ白になって……あ、あれ？」

「どうした？」

　頭を抱えてしきりに首をひねる翠。

「あれ？　あれ？　私、どっちに嫉妬して……」

「おい、大丈夫か？　突然襲ってきたと思ったら勝手に悩み始めて。もしかして頭が悪いんじゃないか？」

「へ、平気です。体調はすこぶる良好ですっ」

　駄目だ重症だ。さりげなく混ぜた皮肉に怒る様子もない。

　ディスに気づけないほど頭の回転速度が遅くなってるのは異常事態だ。さすがに心配になってきて、俺は翠の額に手を当てた。

「やっぱり変だぞお前。熱でもあるんじゃないか？」

「ひゃわ!?」

　──ぶしゅううう!!

「あっっっつ!!　滅茶苦茶熱いじゃねえか!!　脳細胞死滅するレベルだぞ!?」

「お、大星君のっ、てっ、手っ……あわわわわ」

「これは本気でマズイな。オズ、手伝ってくれ、すぐに保健室に連れて行こう」

「や、いらないでしょ」

「何言ってんだよ、ギャンブルに負けた中間管理職が土下座する鉄板より熱いぞ。すぐに休ませないと！」

「わひゃ──────────ッ!?」

　俺が肩を支えると、翠は謎なぞの奇声を発した。

　俺の手を振り払い、物凄い勢いで後ずさると、犯罪者を見るような潤んだ目で俺を見る。

「ち、違います。私がこんな不埒ふらちで良い加減な人のことを、なんて……」

「何の話をしてるんだ。いいから保健室に──」

「こ、来ないでください！　間違ってます。こんな感情。こんなの、絶対に──」

　翠はじりじりと後ずさり、その背中が、ドンと教室の入り口ドアにぶつかる。すると意を決したように目を瞑り、すーっと胸を膨らませて。




「絶対に、ありえないんですからあああああああああああああ!!」




　演劇部ならではの大声量とともに勢いよく教室から飛び出して行った。

　登場から退場まで極めて派手。

　ここが舞台の上なら完璧な構成だが、もしかして練習の一環だったりしたのだろうか。

「本当に大丈夫なのか、あいつ……無理して倒れなきゃいいけど」

「たぶんアキから一歩離れるごとに体温が[image: ]度下がってるから大丈夫だよ」

「どういう意味だ？」

「熱の元凶がアキだってこと」

「発熱するほど嫌われてるとかさすがに傷つくんだが……」

「うーん、０点。共感力０」

　何故かオズに駄目出しされてしまう。

　嫌われたり逃げられたり０点をつけられたりと散々な結果に、何がいけなかったんだろうと首を傾げていると、オズがクスクスと笑った。

「ま、いいんじゃないかな。それも含めてラブコメっぽくて最高」

「ワケがわからん。……おっと、ラブコメといえば。──真白、一学期最後だし、今日くらいは恋人らしく一緒に帰るか？」

　そう言って振り返った隣の席には、すでに誰の姿もなかった。

「月ノ森さんならＨＲが終わったらすぐに帰っちゃったよ。誰にも声かけずにササッと」

「マジか。珍しいな」

　最近は彼女面が激しくなっていたせいか、放課後の度に向こうから声をかけてきたのに。

　収録だったり資料集めだったり忙しかったから帰る機会がなく、さすがにニセ恋人としてのポーズも取れてなかったので今日くらいはと思ったのだが。

「寝不足気味といい、よっぽど忙しいんだろうね。気にかけてあげなよ、彼氏くん」

「からかうなよ……」

　だが真白の様子がおかしいのは確かだ。

　また何か変なトラブルを抱え込んでいるなら、どうにかしてやりたいとも思う。

　さて、どうしたもんかなと思っていると、ポケットの中でスマホが震えた。

「おや。また新しい女の子からかな？」

「いや、音井さんからだ」

「何でそこ否定入れたの？　女の子だよね、音井さん」

「ああ、そういえばそうだな」

　あまりそういう目で見たことがなかった。音井さんは男友達の延長、あるいは頼れるビジネスパートナーであって、男だの女だのを気にするのはむしろ失礼かと考えていたのだ。

　その音井さんから送られてきたＬＩＭＥメッセージはこれだ。





《音井》ちょい話。スタジオ。サシで






　簡潔な短文で用件、場所、条件が羅列されている。

　向こうからの呼び出しはレアケースだ。

　俺都合の依頼とは違うから差し入れも要らないだろうし、帰宅がてら軽く顔を出していくとするか。

　そう考えていると、続けてメッセージが届いた。





《音井》差し入れはタピオカミルクティーでいいぞー






　要るのかよ。そしてまたタピオカかよ。





＊






「おー、甘くて旨うまいなー。並ぶのダルいから今まで興味なかったけど、これならたまに飲んでもいいかもなー」

「俺に買わせる前提ですよね、それ。勘弁してください」

　炎天下の中、タピオカ屋の店舗の前で二十分も並んで手に入れたタピオカミルクティーを口にして御満悦の音井さんに、奴隷階級である俺はせめてもの抵抗を試みた。

　午後二時頃ごろ。

　俺は音井さんの自宅、その地下室を改造した収録スタジオに来ていた。

　クーラーでキンキンに冷えた室内。カタカタと響くタイピング音。

　最新の音響機材の揃った、自宅スタジオとしては破格の施設はまさしく音井さんの『城』と呼べる空間だ。

　両親が官僚のため金持ちで、彼女自身の小遣こづかいも多いらしい。さらにそれを投資で運用して増やし、欲しい機材を買う資金にしているのだとか。

　この要領の良さゆえに《５階同盟》がなくても普通に自分で活動できる音井さんは、正式なメンバーとしてではなく、外部のパートナーとして俺達の活動を手伝ってくれている。

　俺とは中学時代からの付き合いで、《５階同盟》の他のメンバーにも教えていない、彩羽の正体──謎の声優旅団Ｘとしての顔を唯一知っている人間だ。

　音声収録を手伝ってもらってることはオズ達も知るところなので、音井さんとメンバーとの間にはもともと面識があったものの、繫がりが薄いのは、彩羽の正体を隠すためにこの部分は俺だけで握っていたから。

　前回、演劇フェスの代打の一件で、演技が上手うまい側面を隠すことをやめ、皆に明かしたが、いまだに『黒き仔山羊こやぎの鳴く夜に』の声優の正体であるとまでは教えていない。

　もしかしたら勘の良いオズあたりは気づいたかもしれないが──……。

　ともあれ、本格的に正体明かしをするまでの間は、彩羽の正体は俺と音井さんだけの秘密だ。

　とまあ、そんな感じで俺達は秘密を共有する仲同士になるんだが。

「……それは正直どうなんですか？」

「んー？」

　カタカタカタとタイピングを続けながら、音井さんが気の抜けた返事をする。

「何の作業してるのか気になるのかー？　まー、もうすぐわかるから待っててくれー」

「いや俺が気になってるのは『それ』なんですけど」

　それ、と言って俺が指さしたのは音井さんの胸だった。

　ってその表現は誤解を招くな。違う。気になるのはおっぱいじゃない。

　おっぱいの上に載っている、タピオカミルクティーの容器だ。

　音井さんの両手はＰＣのキーボードを打っていて、両手は完全に塞ふさがっている。しかし制服の胸の部分、たわわに実り盛り上がった部分をドリンクホルダーの代わりにすることで固定。軽く顎あごを引くだけでストローを咥くわえられるって寸法だ。
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「その飲み方はさすがにおかしいでしょう」

「結構メジャーな飲み方だけどなー。ＳＮＳで画像とか回ってたしなー」

「違う理由でバズってたんじゃないかな、それ……」

「まー、ラクだしいいだろー。ずずっ」

　間延びした声で言いながらストローを啜すする音井さん。

　タピオカミルクティーの重みでわずかに胸が形を変えているのが妙に生々しい。

　──目の毒だ。直視できん。

「で、本題は？　まさかタピオカのためだけに呼んだわけじゃないですよね？」

　モヤモヤと脳内を冒し始めた煩悩を誤魔化ごまかし、俺は訊きいた。

　スタジオに到着し、タピオカミルクティーを渡した後、彼女はずーっとＰＣの前に向かったまま何かの作業をし続けている。

「あー、まだ準備中。もうちょい待ってろー。暇ならその辺で遊んでていいぞー」

「親戚の家に遊びに来た子どもじゃないんだから。せめて説明くらいしてください」

「ふつーに断る。説明するのめんどいからー」

「ええ……」

「外の倉を漁れば一人遊び用の玩具もあると思うー。好きなやつで遊んでいいぞ」

「いや遊びに興味ないですから」

「大人向けのやつもあるんじゃないかー」

「人ん家の大人の玩具で遊ぶとかハードル高すぎる……！」

「まー、アキも思春期だし。そういうこともあるだろー」

「男の生理に理解を示されてる!?」

　さすが音井さん。『男子がすなるアレ』にも寛容すぎる。

　しかしさすがに人の家で人の玩具でそんな行為に及およんだら変態を通り越してただの獣だ。

　妙な想像が脳内に再生されるのを振り払い、俺は手持てもち無沙汰ぶさたなりに時間を潰す方法を探すべくスタジオ内を見回してみた。

「ん？」

　ふと、背の低いテーブルが目に入った。

　待合中の俺や彩羽に振る舞うためか、あるいは自分で食べるためか、そこには茶色の小鉢の中に大量のお菓子が詰め込まれている。

　そこまでは見慣れた風景。しかし、見慣れないアイテムがその横に置かれていた。

「……音井さん、旅行にでも行くんですか」

　訊きながら手に取ったそれは、国内旅行についての情報をまとめたガイドブックだ。

　ぺらぺらとめくっていくと、ところどころに黄色の付箋が貼ってある。

「あー、旅行っていうか。夏休みの間、避暑地に引っ込もうと思ってなー」

　タイピングを止めないまま音井さんが答えた。

「富士五湖でも行くんですか？」

「はい、地雷」

「ええ!?」

　また唐突に来たな、おい。

「最近ちょっと地雷踏みすぎ。気が緩ゆるんでるんじゃないのかー？」

「そう言われても、地雷のルールがわからないんで回避しようがないんですが……。せめて、ヒントだけでも教えてくれませんか。どんな単語に反応してるのかとか」

「普通に教えないけどー。まー、どーにか頑張って躱かわしてくれー」

「理不尽ッ!?」

　とりあえず地道に音井さんの地雷メモを埋めていくしかないか。

　俺はひっそりと『富士五湖』を追加しておいた。

　──しかしまあ、地雷は置いといて。避暑地に引っ込む……か。

「てっきり旅行自体に興味ないのかと思ってました。《５階同盟》の海の誘いを断られたし」

「海は焼けるからなー。それに、勉強は一人でした方が効率的だしなー」

「勉強？」

「んー、言ってなかったか？」

　キーボードを操作する手を止め、ぐでんと椅子の背もたれに背を預け、音井さんがこっちを見る。

「ウチ、作詞と作曲の勉強を始めたんよー」

「作詞と作曲……」

「そ。すでにある音を編集するのは得意なんだけど、０から１を作るのは苦手でなー。でも、やっぱりできるようになりたいって思ったんだ」

　音井さんは自分の才能にコンプレックスがある、と以前言っていた。

　彩羽のような声優の才能もなければ、ピアニストやバイオリニスト、歌手になれるような才も持ち合わせていない。

　あるのは音が好きという気持ちと、音に関する知識と、編集技術と、勘のみ。

　クリエイターではなく裏方の仕事人。

「自分はそれでいいって思ってたんだけどなー。アキ達に影響されたのかな。自分でも、何か作りたいって、思うようになったんだよなー」

「まさか年中開店休業、毎日半休の音井さんが……ナマケモノの擬人化、音井さんが……」

「馬鹿にしてるのかー？　ぶっ殺こぉすぞー？」

「す、すまん。つい、感極かんきわまって」

「でまー、母屋だと集中できないし、ここは機材揃ってるからついつい他の作業をやりたくなってなー」

「ああ……それで、何もない環境を作るために」

「そ。避暑地に一人旅ーってやつだなー。そこで本読んだり音楽聞いたりして勉強。ついでに曲や歌詞を作るために必要な感性ってのを磨いてみたいんだ」

「そっか……」

　目の奥に熱くこみ上げてくるものがある。

　さっき感極まったと言ったが噓でも冗談でもない。

　中学時代、最初に会ったときから彼女は自分の才能を諦めていた。

　明確に才能があるのに環境が許さずに発揮できなくなっていたわけじゃない。本当に、何も特別な才能を持たない、持たざる者だと自分を格付けし、背伸びした挑戦を避けていた。

　それは正しい、と俺は思う。

　人間には向き不向きがある。向かない方向で努力を続けて無駄な時間を浪費するくらいなら、すっぱりと諦めて、自分に向いている事を探す方が効率的に幸せに近づける。

　俺はその道を選んだ。自分の惚れた才能をフォローする、バックアップすることに全力を注そそぐと決めた。

　音井さんも同じタイプだと思っていた。だから妙に気が合う、とも。

　けど彼女の中にまだ、向かないと理解していながらも壁に立ち向かう意志があるというなら。

　俺は、全力でその挑戦を応援したいと思う。

「頑張ってください。音井さん」

「おー。頑張るぞー。うまくいかなかったら甘いモノで慰めてくれー。うまくいったらご褒美に甘いモノよろー」

「どっちに転んでも俺が奢おごる未来は変わらないんすね」

「まーなー。──おっと、準備完了ー」

　適当な返事をしながら、タッターン！　とエンターキーを押す。

「アキを呼んだのはコレを見せるためでなー」

「コレって……動画、ですか？」

　ＰＣのモニタに映し出されていたのは、収録中の彩羽の顔写真と、古いアニメキャラの顔が左右に並んだ画像だ。画面の真ん中に再生ボタンがあるため、動画ファイルだと察した。

「ウチが今適当に編集した動画なんだけどなー。ちょっと気になることがあって、アキの意見も聞きたくてなー」

「これ二十年近く前のアニメじゃないですか？　定額見放題で特集組まれてるの見たことあります」

「んー、まー聞いてみ。ほら」

「うっす」

　俺が差し出されたヘッドフォンを受け取り頭に被かぶったのを見て、音井さんは再生ボタンをクリックする。




『はい、いつでもいけます。センパイのためにも、良い演技が出来るように頑張りますね』




　彩羽の画像がライトアップされて強調され、彩羽の清楚な声が流れてきた。

　これは以前、このスタジオで収録したときの彩羽の台詞だ。

　キャラの台本にあった台詞ではなく、収録ブースに入り、意気込みを語ったときのものだ。

　ここからデータ残しておいたのか……という疑問はさておいても、こんなものを聞かせて、音井さんはどういうつもりなんだろう。

　と思っていると、続けて今度は彩羽の画像に影がかかり、アニメキャラの方が強調された。




『はい、私は大丈夫です。センパイの期待に応こたえるために、全力で挑みます』




　さっきと似た声で、さっきと似たようなセリフが流れてきた。

　彩羽の奴、いつの間にこんなアテレコしてたんだ？

　最後に彩羽とアニメキャラの両方に光が当たり、二つの音声が同時に流れた。

　完全一致。

　不協和音になることなく綺麗きれいに重なった清楚ボイスが心地好く耳を打つ。

　動画が終わると音井さんが胸で飲んでいたタピオカミルクティーのストローから口を外し、ぼーっとした目つきでこちらを見上げた。

「な？」

「な？　って言われても……このアテレコに何の意味が？」

「えー。わかんないのか、プロデューサー」

「？？？」

「小日向にアテレコなんてさせてないぞ。これはアニメの音源そのままだしなー」

「は……!?」

　思わず声が裏返る。

　二十年前のアニメキャラが彩羽と同じ声をしている。

　それはつまり、俺が何も知らなかっただけで──……。




「彩羽はすでに、プロ!?」

「馬鹿なのか？」




　ドストレートにディスられた。

「その結論ワケわからんー。小日向の年齢考えたらわかるだろー」

「ああ、たしかに……あいつより年上ですもんね、このアニメ」

「そー。生まれる前のアニメに出演なんかできるわけないからなー」

「でも、それならどうしてこんなに声が一致するんですか？」

「さあなー。ただウチも最近たまたまこのアニメを配信の一挙放送で観みててな。この前の収録のときに小日向が演じた、清楚系の声にちょい似てる気がしてなー。調べてみたら──」

「ピッタリ一致した、ってわけか」

「そゆこと。……んー、もうなくなっちゃったかー」

　吸っても手応えがなくなってしまったのだろう、音井さんは残念そうに唇をストローから離した。ぎゅっと容器を胸に押し込んで手を離すと、胸の弾力で弾はじき飛ばされたタピオカ容器が足元のゴミ箱に綺麗に落ちる。

　何だ今のエキセントリックな技は。音井さんの胸はどうなっているんだ。

　音井さんの胸に突っ込みたい気持ちをグッと堪こらえつつ、俺は本題を続ける。

「もし過去に彩羽の声質に近い役者さんがいたなら、今後の彩羽の活動の参考になるかもしれませんね」

「それなー。ウチもそう思って調べたんよー」

　カタカタとキーボードを打ち、ＰＣの画面に検索結果が表示される。

　それはアニメ声優を務めたことがある役者のリストだ。その中の一人の詳細ページに飛ぶと、音井さんは続けた。

「乙浜千亜おとはまちあ。子役時代を経て声優になった人みたいだなー。どんな役にでもなりきれて、ＥＤのスタッフロールで名前が出るまで、この人が演じてるんだと見抜ける人は少なかったそうだ。基本的に顔出しをせずに活動してたせいか、一人じゃないんじゃないかとさえ噂されてたみたいでなー」

「……！　それ、まるで──……」

「小日向みたい。ウチも、そう思ったよ」

　驚いた。過去に彩羽と同じような活動をしていた人がいたなんて。しかも似たような才能を発揮していたなんて。だとしたらそれはますます、彩羽の行く末を占う人物かもしれなくて。

「それで、今どうしてるんですか？　その人は」

　俺は、前のめりで訊いていた。

　音井さんはすこし嬉しそうに眉尻まゆじりを下げて。

「やっぱ小日向のことになると熱くなるなー。ま、ウチはアキのそーゆーとこが好きだけど」

「お、おう。好印象は素直に受け取っておきます」

「でもまー、期待させといて悪いけど。その後の足取りはいまいち摑つかめないんだ」

「え？」

「若くして声優を引退しててなー。舞台や映画の女優に転向することになったらしい。その後、無事に大女優になれたかどうかもわからない、どの女優が乙浜千亜の転生かは業界の人間しか知らず、週刊誌に拾われることもなく闇やみのまま──だとさー」

「そうか……声優、やめちゃったんだな、その人」

「もともと子役のときからドラマとかに出てたみたいでー。声優にも挑戦してたけど、それ一本で行こうとは考えてなかったんだろうなー」

「ま、そこは人それぞれか」

　残念だ。現役げんえきで活躍してくれていたら、どんな手段を使ってでも彼女の情報を集め、彩羽のキャリア形成に役立てようと思っていたんだが。

「ただなー、ちょっと気になる情報もあるんだ」

「気になる情報？」

「ファンからは『七色の声』だの『神の声』だの讃たたえられてたみたいだけど。こー、業界内部からは批判の声も多かったみたいでなー。まー、ゴシップのたぐいかもしれんけどー」

　過去のネット記事などのリンクを辿たどると、確かに匿名の業界人が乙浜千亜を批判する記事が出てきた。世間で言われているほど彼女に実力はない、とか、芝居を知らない人間達から過大評価されている、とか、そういったニュアンスの記事が多い。

「やっかみじゃないんですか、これ」

「そうかもなー。ただほら、小日向が今後デビューできたとしたら、似たような批判を受ける可能性はありそうってことだ」

「まあ……ありえなくもないけどな。ただ、正直どうでもいい」

　批判など言いたい奴に言わせておけばいいのだ。

　彩羽はただ一番楽しく、一番自分らしく演じているだけ。その結果として出てきた声に対して、どんな批判が寄せられようが知ったことではない。そいつらは彩羽の客じゃないし、彩羽が演じるキャラの客でもない。

　だから、俺は。

「俺は彩羽の才能を信じてるし、誰が何と言おうとアイツの活動を後押しする。そう決めてますから」

　そう言い切った。

　すると音井さんは無表情のまま、ばすっと俺の腰を叩たたく。

「ん。合格」

「……何かの試験だったんすか」

「そーゆーつもりじゃないけどー。まー、アキに味方でい続けてやる覚悟があるなら、小日向は大丈夫だろうからなー」

　どことなく音井さんの表情が嬉しそうだ。

　──ああ、そうか。そうだよな。

　彩羽は前回、演技の得意な自分を打ち明ける勇気を振り絞った。

　まだ母親の乙羽おとはさんに対して真実を明かしたり、《５階同盟》の仲間に謎の声優旅団Ｘの中の人だとカミングアウトしたりはできないだろうけど、それでもたしかに一歩前に進んだ。

　しかしそうして堂々と表舞台に出て行けば行くほど、世間や同業者からの注目を集め、批判も浴びやすくなっていく。

　過去の似たタイプの声優の事例から音井さんはそのリスクを感じたのだろう。

「あいつを気にかけてくれてありがとな、音井さん」

「べつにー。アキに礼言われることでもないぞ。ウチもあの子のもう一人の親みたいなモンだしなー」

「音井さんが母親なら俺は父親か。……たしかに、ガキに絡まれる休日の父親みたいな日々を送ってるな。ウザったさの方向は似てるかもしれん」

「おいおい。その発言、小日向に聞かれたらぶっ殺こぉされるぞー？」

「そうですかね。あいつには面と向かってウザいって言ってますよ」

「そっちじゃなくてな。ウチが母親で、アキが父親ってのはー……あー、めんどい。四十文字以上説明しなきゃいけないのしんどいからもういいや」

「気になるところで説明放棄せんでください」

「まーつまり鈍感ハーレム野郎は包丁と鉈なたに気をつけろってことだなー」

「……お、音井さんにまでその単語を使われた……」

　唯一の理解者だと思っていたのに！

　軽くショックを受けたりしながらも、音井さんとのまったりした時間は過ぎていった。




　こうして終業式の日は終わり、そして、ついに始まる。

　熱く、楽しく、波乱に満ちた──……。

　俺達《５階同盟》の、夏が。





＊






『長年の疑問が解けたよ』

『どうしたオズ。またいきなり』

『音井さんはどうして甘いものばかり食べてるのに太らないんだろうと思ってたんだけどね』

『それな』

『たぶんカロリーが全部体の一部分に行ってるんだろうね』

『ほう』

『甘いものであの場所が育ったおかげでそこをドリンクホルダーにできるまでになり、さらにタピオカミルクティーの高カロリーでその機能が強化される。──これはまさしく永久機関。おっぱい永久機関だよ』

『お前、爽さわやかな顔して何ＩＱ低いこと言ってんだ……』
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「ほら、出発予定時刻まで残り四分二三秒だよ。君たちウジ虫には休んでる暇はないからね」

　七月の最終日。青々と澄み切った快晴の空。照りつける太陽の下。

　教鞭きょうべんをパシンと鳴らすオズの指令のもと、俺おれ、彩羽いろは、菫すみれは海水浴道具を車に詰め込んでいた。

　浮き輪、ボート、ビーチボール、パラソルにサングラスに水着の入ったトランクに超上げ底のシークレットブーツ風のサンダル。最後の奴やつは海に関係ないだろと思うのだが、菫曰いわく、海はチャラいサーファー連中にナンパされて岩場の陰でアレされる恐れがあるからナメられないように超高身長の美女となり威圧感を出していきたいのだという。アホか。

　汗だくになりながら奴隷の如ごとくこき使われる最中、車の陰に隠れて菫が耳打ちしてきた。

「ねえ乙馬おずま君いつもとキャラ違わない!?」

「ん、そうか？」

「爽さわやかで心優しいイケメン王子様タイプじゃなかったっけ！　何でこんな米軍の新人しごきみたいなノリになってるの!?」

「表情と口調は爽やかイケメンのままだぞ」

「そのぶん怖さ倍増なのよ!!　笑顔で『ウジ虫』言ったわよ、彼！」

「ああ、菫先生は知らないのか。普段、仕様書を切ってオズに依頼してる身からするといつも通りっていうか。スケジュールやタイムテーブルには俺以上にうるさいぞ。俺に取り立てられてるうちにイラストを納品できてて良かったな」

「も、もしアキの手に負えずに〆切をぶっちぎってたら……？」

「オズがあらゆる手段を使ってイラストを吐き出させる。俺が幼稚園の御遊戯に見えるほどの、残酷なやり方で」

「し、知らなかった……アキを倒しても、まだ裏ボスがいたなんて……」

「はいそこ口からクソを垂れ流さない」

　パシン!!　と教鞭が鳴る。

「ひええっ!?　笑顔で『クソ』って言った！　怖い！」

「人聞き悪いなぁ。母さんが家に帰らない日程、海水浴場の混雑状況、最も幸福を感じられる遊び時間と、いろんな要素を勘案して最適な予定をシミュレーションしたんだ。徹夜でね。それをぶち壊しにされたくないと願うのは、間違ったことかな？」

「サー！　ノー！　サー！　何も間違っていません!!」

「実際、オズのシミュレーションは完璧かんぺきだからな。渋滞に巻き込まれずに現場に行けるなんて、こんな効率的なことはない。……よっと、俺の分の荷物はだいたい積み終わった」

　敬礼する菫を尻目しりめに作業完了。首にかけたタオルで顔の汗を拭ふく。

　それを見ていたオズは腕を組みながら、うんうんとうなずいて。

「よし、気に入った。うちにきて妹をファ●クしていいよ」

「それはいらん」

「そーですよお兄ちゃん。ヘタレのセンパイがそんなことできるわけないじゃないですかー」

　ひょこっと俺の後ろから現れたのは噂うわさの妹、小日向こひなた彩羽。

　夏らしいスポーティーかつお洒落しゃれＪＫ女子高生らしい半袖はんそでとミニスカートの組み合わせ。いつも俺の部屋に入り浸るときと同じ、ヘッドフォンを首にかけたスタイルだ。旅行中は母親の目を気にしなくていいから、いつでも彩羽らしさを全開にできるってことだろう。

　彩羽は俺の頰ほおを指でぐりぐり押し込みながら笑う。

「むしろ私がセンパイをフ●ックする側ですよ！」

「おま、平気な顔でそんな単語を……学校の奴らが聞いたら泣くぞ」

　終業式で代表挨拶あいさつを任されるような清楚せいそな優等生が裏ではファ●ク言ってる女だなんて。

　現実ってむごい。

「べつにいいじゃないですか。ここ学校じゃないですし。みんなと遊ぶときくらい固苦しいのはお休みってことで」

「まあいいけど。夏休みだからってハメ外しすぎるなよ。仕事や勉強も大事だからな」

「へーきへーき。私、これでも成績めちゃ良いですし。何ならセンパイより点数高いですし」

「そうなんだよな……不本意なことに」

　小日向彩羽は首席入学生。一年生代表挨拶を務めたのもそれゆえだ。

　期末テストでも学年トップを維持しており、同級生たちからの羨望せんぼうを独り占めしていた。

「つーかお前、いつの間にそこまで頭良くなったんだ？」

「天賦てんぷの才ってヤツですかね！」

「噓うそつけ。中学時代は真ん中ぐらいの成績だったろうが。お前がうちの高校合格したって聞いたとき、滅茶苦茶めちゃくちゃ驚いたんだぞ」

　俺達が通う高校は実はそこそこ偏差値高めの進学校だ。クラスメイトや普段つるんでる連中のノリだけを見ていると頭悪そうにしか見えないが、それでも平均的に勉強できる奴が多い。

　だからその中で二年生のトップに君臨する翠みどりや、一年生首席の彩羽は全国的に見てもかなり上位に位置する秀才ってことになる。

「ま、センパイに勉強教えてもらいましたし☆　先に経験してるセンパイに教えてもらってるおかげで、コツを先取り転生チートって感じなんですよねー。ぷふふ、持つべきは便利な──頼れるセンパイですね☆」

「おいこら。今、便利って言いかけただろ」

「まあまあ。これからも勉強頑張ってください。来年の私がラクするために！」

　親戚のおじさんみたいにバシバシと肩をたたく彩羽。

　一挙手一投足が無駄なくウゼえ。

「何言ってるのさ、彩羽。アキが進学校に行っちゃったから、慌てて勉強し──」

「わー!!　ストップ!!　ストーップ!!」

　何かを言いかけたオズの口に、彩羽は手に持っていた荷物を突っ込んだ。

「それ妹のプライバシー！　何あっさりバラそうとしてんですか!?」

「彩羽ちゃん、それアタシのバッグ──ッ!!」

「……ぷはっ。べつにいいじゃないか。この夏、そろそろ猛攻を仕掛けても。月ノ森さんに差をつけるチャンスだよ？」


「……ッ！　余計なお世話！　私は私のペースでやるからいいの！」



　ぷんすかと怒り、そっぽを向く彩羽。オズと彩羽の兄妹喧嘩きょうだいげんかはなかなかレアな光景だ。何で喧嘩してるのかはよくわからんが。

「あ……」

　と、そっぽを向いた彩羽はふと寂さびしげな顔をする。

「真白ましろ先輩といえば……ホントに良かったんですかね。海、一緒に行かなくて」

「ああ……俺も、何度も誘ったんだけどな」

「海にはうるさいよって。あんなに楽しみにしてたんですけどねー」

　そう。この場に今いるのは俺、彩羽、菫、そしてオズの四人だけ。

　巻貝まきがいなまこ先生は例によって例の如く参加を辞退。

　そして参加予定だった真白もまた、昨日になっていきなり不参加の連絡を寄越してきた。




『ごめんね。真白も海、たのしみにしてたんだけど。ぎりぎりまで粘ったんだけど……』




　電話越しに聞いた真白の、意気消沈した声が今でも耳にこびりついている。




『行けなく……なっちゃった……たぶん、夏休み、ぜんぶ……だめ、だと思う……』




　もちろん理由は何度も訊いた。しかし真白はただ謝るだけで、けっして教えてくれなかった。

　五〇一号室をノックしても何の反応もなかった。

　引きこもっているのか、そもそも部屋にいないのか、いずれにせよ電話以来、真白とは接触できなかった。

「ほっといて良かったんですか？　いつものセンパイなら強引ごういんに連れて行きそうですけど」

「どんなイメージだよ」

「どんなも何も強盗とか誘拐犯的なアレですよ。村を襲って娘を攫さらってく山賊みたいな」

　ひでえ。いくら何でもそこまで強引じゃないだろ。……ないよな？

　自分の行動を省みて自信を失くしつつも、俺は確信を込めて言う。

「本人が望んでそうなら無理にでも引っ張るさ。でも今回は、真白は大事なことを優先して、海に行くのを諦あきらめたんじゃないかって。何となく、そう思うんだよ」

「センパイ……」

　教室で満身創痍まんしんそういの真白が口にしていた、〆切、という単語。あれがもしも俺の予想通り小説の新人賞の応募〆切だとしたら、真白は夢を追いかけるために頑張ってることになる。

　俺達と遊ぶことで間に合わないなんて事態になったら、それこそ非効率的だ。

　真白の幸せにとっての、非効率。

「ま、実際のところ何が理由かはわかんないけどな」


「ホントにいいのかなぁ……って、ふわ!?」



　マンション五階の角部屋を見上げて、眉尻まゆじりを下げる彩羽。そんな彼女は、何の前触れもなく背後から抱きつかれ、声を裏返らせた。

「んもう！　彩羽ちゃんはイイ子ねえ～!!　行けない人を気遣ってもしゃーなし!!　アタシらだけでも全力で楽しんじゃえばいいのにぃ～」

「菫ちゃん先生!?」

「楽しい行事に参加しない方が悪い！　参加する奴だけ楽しめばいいの！」

「そりゃそうかもですけど。真白先輩、友達ですし。すこしも気にしないとか無理ですって」

「うは、まっじめー！　やっぱイイ子だなぁ彩羽ちゃん。ウリウリ！」

　彩羽の髪を上機嫌でわしゃわしゃと搔かき混まぜる菫。そして親指を立てて宣言する。

「気に入った。ウチにきて妹をフ●ックしていいわよ」

「流行はやってるんですか、その台詞せりふ!?」

　さすがの彩羽もこれにはツッコミを入れざるを得なかったようだ。

「彩羽が、菫先生の妹を……か」

　横で聞いてた俺は、脳内に二人の女子の姿を浮かべていた。

　菫の妹ってことは、翠だよな。彩羽が翠をフ●ックするってどういうことだ。いや待てよ。これは百合の花咲くたぐいのアレか。百合であればフ●ックなどという汚い単語で表現してほしくないものだが、しかし彩羽が強気上位の責めで翠をベッドに押し倒し制服のボタンをひとつずつ焦らすように外していく姿を想像するとなかなかそそるものが待て俺止まれハイそこまでストップ停止!!

　その辺にあった電柱に何度か頭をぶつけて正気を取り戻す。

「な、何やってるんですかセンパイ」

「ちょっと年齢制限のレーティングを下げてた」

「？？？」
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　彩羽は首をかしげて疑問符を乱舞させた。うむ、永遠にわからなくてよろしい。




「よーっし、準備完了！　予定時間も厳守！　これなら乙馬君も文句ないでしょ！」




　そしていつの間にか荷物詰め作業に戻っていた菫がバン！　とドアを閉めて胸を張る。

　オズはちらりと時計型のデバイスに目を落とし、満足げにうなずいた。

「うん。これなら大きく予定がずれることもなさそう」

「よっしゃオラァ！　早速出発よ！」

　オズの太鼓判をもらった菫はテンション爆上げで運転席に乗り込み、ＵＳＡの広大な国土を横断する長距離ドライバーよろしく親指で座席を指した。

「野郎ども、乗りなさい。アタシのドライビングテクで、天国に連れてってあげるわ!!」

「……はあ……」

　大盛り上がりの菫を見て、彩羽はため息をついた。

　隣の俺にだけ聞こえる声で珍しくぼやいてみせる。

「紫式部先生むらさきしきぶせんせいモードのときは駄目な人ってのはわかってますけど。今回のは正直微妙な気持ちです。真白先輩の不参加、何とも思ってないんでしょうか」

「生徒の楽しみより自分の楽しみ。ってのは教師失格だよなぁ」

　でも、と俺は続ける。

「あいつは駄目な大人だけど、駄目な教師じゃない。あの態度は俺達のためにやってるんだと思うぞ」

「私達のため……？」

「真白を気遣って海を楽しめなかったら、せっかくの時間がもったいないだろ。真白が参加できないのは残念だけど、引きずるのは効率的にも良くない。──菫先生は自分が率先して道化になることで、俺達も楽しんでいいんだって示してくれてるんだと思う。もちろん、本当に海が楽しみでテンション上がってる部分もあるだろうけどな」

「そっか……そうですよね、菫ちゃん先生は、そういう人ですもんね」

　彩羽の顔にも笑顔が戻る。そして、どこかばつが悪そうに頰を搔いてこう言った。

「最近ちょびっと真白先輩に引け目感じてたんで、それで引きずり気味になってたみたいです。ダメダメなのは私の方ですねぇ。──反省！」

「引け目？　喧嘩でもしたのか？」

「ハーレム野郎には教えませーん☆」

「何だよそれ。っていうか、その悪口を定着させるのはやめろ」

「あはは！　やーでーっす！」

　笑いながらそう言って、逃げるように後部座席に乗り込んでいく彩羽。

　ったく。サガったりアガったり忙しい女だ。

　都会の異常気象のような彩羽の様子にあきれながら、俺もその後を追う。

　真白には悪いが。菫の粋いきな計らいと、仲間達のためにも、この旅行は全力で楽しませてもらうとしよう。





＊






「オラオラオラオラオラオラァ!!　紫式部先生のお通りだぁ──────い!!」

　威勢の良い掛け声とともにハンドルを握る菫が運転する車──無骨な機能重視の四輪駆動車は、高速道路を法定速度遵守で突っ走っていた。

　右側車線の車に死ぬほど追い越されまくっているのを横目に、白けた表情で俺は言う。

「声と速さが合ってない」

「うるさいわね！　人がノリにノッてるときに水差さないでよ!!」

「あ、シルバーマークに抜かれた」

　高速道路にも法定速度は設定されているが、無視して加速する車もたまにある。菫の口調はどちらかというとそういう人種のモノだと思うのだが、加速どころか揺れひとつない快適な車の旅だった。

　車酔いしなくて済むし、法定速度遵守は素晴らしいことだからそこに文句はない。

　ただ、疑問なのは──……。

「どうしてそんな無駄にスピード出しそうなテンションなんですか」

「本当は台詞みたいにぶっ飛ばしたいのよ」

「ならアクセル踏めばいいじゃないですか」

「嫌いやよ！　そんなことしたら怖いでしょ!?」

「めんどくさい奴だな！」

「車の運転は怖いのよ。人を轢ひいたら責任重大だし、同乗者を危険に晒さらすリスクもあるわけで。てか、今も将来有望な生徒達を乗せて事故ったらって想像して、手が震えて……」

「その方が怖えよ！　気を確かに持て!!」

　ハンドルを握ると気が大きくなるという説があるが、菫はいつもの百倍小心者だ。

　安全運転への心がけはドライバーの鑑かがみだが、だったらテンションも普通にしてほしい。

「車を出してもらってる手前、あまり文句も言いたくないですが。……はあ」

　ため息をつき、後部座席のシートに背中を落ち着ける。

　そう。実際、文句を言う資格はないのだ。

　この車の旅で俺は何もしていないに等しいのだから。

　運転席は菫。助手席にはオズが座り、ナビを務めている。前の二人が体力と神経を使ってくれているのに対し、後部座席にただ座るだけの俺と彩羽は、ただの荷物と同じだ。

　隣を見れば、彩羽はヘッドホンを着けてリズムを取っている。スマホで再生した音楽を聴いているんだろう。

　──俺も何か聴いて時間を潰つぶすか。

　イヤホンを耳に着ける。スマホをいじりU-tunesユーチューンズを開くと、俺はある音源を再生した。

　それは声優、乙浜千亜の演じたアニメキャラの声だけを切きり貼ばりして編集したものだ。

　俺がお願いして音井おといさんに作成してもらった、チュパドロ五十個相当の価値を持つ音源である。

　彩羽の未来を占う存在。乙浜千亜のことを知って、その足跡を追いかけることができれば、彩羽のより良いプロデュースのヒントを得られるかもしれない。

　聴けば聴くほど彩羽の声に似ていると思わされる。

　特に清楚モードにおける一致率は凄すさまじく、こんなに何度も聴き込んでいるのに彩羽の音源が混ざったかと錯覚させられる。

　他の性格のキャラではそこまで近いと感じないのがまた不思議で、何故なぜ清楚モードのときにだけ顕著な重なりを見せるのか何度考えても答えは出ない。

　そんな風に音源に意識を向けているとき、その集中を乱すように脇腹わきばらがつつかれた。

「セーンパイ。何聴いてるんですか？」

「ん？　──ああ、ちょっとな」

　気のない返事を返す。

　しかしその態度が逆に好奇心を煽あおったのか、彩羽はぐっと顔を近づけてきた。

「えー、気になる！　私にも聴かせてくださいよう」

「やめろ。コードを摑つかむな、アホ」

「いいじゃないですか。イヤホンの『はんぶんこ』、私みたいなカワイイ女の子とできるとか全国六千万人の男子の夢ですよ？」

「お前はウザい女だから前提が間違ってる。つーかお前も音楽聴いてたんだろ。そっちに集中しとけよ」

「私の音楽はいつでも聴けますし。今センパイが聴いてる音楽は今しか聴けません！」

「いやそのヘッドホンもお前が音楽視聴に使ってるスマホも俺が貸してる奴だから。いつでもは聴けないからな？」

　彩羽が普段音楽を聴くときに使っているのは、俺が機種変更のときにＳＩＭカードを抜いた古い端末だ。

　彩羽自身のスマホで聴けばいいだろって思われるかもしれない。だが彩羽は母親ならどんな方法で見破ってくるかわからないと警戒していて、家や自分のスマホでは絶対に音楽を再生しようとしないのだ。

　過敏すぎる備えと言われたらごもっともだが、俺も彼女の母親──小日向乙羽おとはこと天地あまち乙羽社長を目の前にしたあの日、彩羽の懸念けねんに完全同意してしまった。

　あのすべてを見透かす目。

　ちょっとでも気を抜いたら、すぐにでも頭の隅から隅まで解き明かされる。

　そんな不安に駆られる目だった。

「私、センパイの家の年間フリーパス持ってるんで。いつでも、でイイと思うんですよ」

「人ん家をテーマパークみたいに言うな。……ったく、すこしは家主に気を遣えよ」

「気を遣ってるので、基本的にセンパイのいる時間の前後を狙ねらってます！」

「ただの嫌がらせじゃねえか」

「って、そんなことはどーでもいいんですよ。ほらほら、恥ずかしがってないでイヤホン半分貸してください。プリーズ！」

「しつけえな。わかったよ、べつに面白おもしろいもんじゃねえぞ」

　根負けした俺は右耳のイヤーピースを外し、尻尾しっぽを振りながら餌を待つ犬のような彩羽の手にそれを乗せようとして、ぴたりと動きを止めた。

　いや待て。これを聴かせたらどうなる？

　刹那せつな、脳内で展開される最悪の未来シミュレーション。




『あっれー。もしかしてこれ私の清楚モードの声ですか？』

『ち、違う。似てるかもしれないがまったく別人の声で──』

『わざわざ二十年前のアニメを引っ張り出してまで私に似てる声を見つけたんですか？　私の声にそこまでぞっこんなんですか？　彩羽ちゃんの清楚ボイスを聴かないと夜も眠れない体になっちゃったんですか!?』

『話を聞け！　違うんだ！　お前は勘違いしてる！』

『もー、必死になっちゃってぇ。センパイってば、か・わ・い・い・ぞ♪』




　──何たる屈辱!!　許しがたい恥辱!!　想像しただけで腹パンしたくなるウザさだ!!

　駄目だ、聴かせられん。彩羽に。この音源は。

「わーい！　……って、あれ？　ちょ、何で直前で取り上げるんですか!?」

「……やっぱり駄目だ。お前にこの曲は聴かせられん」

「えええええ。今、渡してくれようとしてたじゃないですか！」

「うるさい。駄目なものは駄目なんだ」

「むー。納得できないんですけどー」

　頰をふくらませて不満な感情を惜し気もなくアピールしてくる彩羽。

　そんな顔をしたって無駄だ。気を持たせてから取り上げたのは俺が悪いが、こればっかりは譲れない。

「むむむむ。ここまで頑かたくなに秘密にするなんて、そんなに私に聴かれたら困る音なんですか」

「……!?　そ、そんなこと、ないぞ」

「ん？」

　微かすかな動揺を察してか、彩羽の眉がピクリと動いた。

　さっきまで不機嫌そうだった表情がたちまち、にまぁ、とからかうような笑みに変わる。

「あっ。ふーん♪　なーるほど。そーゆーことですか」

「な、何だよ」

「さてはセンパイ、人に言えないような音声を聴いてますね？」

「……！」

　どきり、と心臓が跳ねる。

　彩羽は推理を披露する名探偵よろしく顎あごに指を添え、すべてを見透かすような目で俺の目を見つめた。

「センパイが聴いているのは、ズバリ──……」

「ま、待て。違うんだ。俺は」





「ドスケベなＡＳＭＲですね!?」






「え、あ、うん。全然違う」

　名探偵の解決パートのＢＧＭが流れていそうな前フリだったくせに、一ミリもかすってない。

　というか現役げんえきＪＫが『ドスケベ』言うな。ＡＳＭＲって単語もどこで覚えてきたんだか。その単語は音フェチ関連の動画でよく使われるスラングで、それこそ極きわめて男性向けの用途のはずなのに……。いやまあ、必ずしもそれだけではないが。

　盛大に外した彩羽はしかし何故なぜか自信満々で、ニヒヒとからかう笑みを崩さない。

「まーたまた恥ずかしがっちゃって～。いいんですよ、たとえセンパイが美人教師の車の中で、美少女・彩羽ちゃんの隣で不埒ふらちな音声を聴いちゃうような変態でも、私は妹でいてあげますから。なんてデキた妹！」

「妹じゃねえし、勝手に自己完結すんな」

「ねえねえ聞いてくださいよ菫ちゃん先生、お兄ちゃん。センパイってば──もごもご!!」

「余計なこと言うな馬鹿ばか。大人しく座ってろ」

　運転席に身を乗り出そうとした彩羽の口を塞ふさぎ、強引に座らせる。

「むーっ！　むーっ！（はーなーしーてーくーだーさーいー、センパイの変態！）」

「暴あばれるなアホ。ちょ、マジ落ち着けって。腕が変なところに当たるだろ！」

「むぐ？　むふふふ～♪（おや？　何照れてるんですか？　もしかして気になっちゃってるんですか～？）」

「何言ってるかわかんないのに目だけでムカつくのはある意味すげえな」

　結局──……。

　彩羽に似た声優の声を聴いていた事実は隠せたものの、別の方向で弄いじられる流れになった。

　どれだけ運命を変えようとも追いかけてくるとは、これが世界線の収束か。




「後ろのイチャイチャ空間。居いたたまれないわねえ」

「次に振り向いたら本番しててもおかしくないですね。試してみますか？」

「そ、そ、そんなの目撃したらワイルド・スピードしちゃいそうなんだけど!?」

「振り返らなければ観測できませんからね。イチャイチャしてるか、してないか。量子力学の思考実験から名を借りて、シュレーディンガーのイチャイチャとでも呼びましょうか」

「究極に頭悪そうね！」

「おっと、そろそろパーキングエリアですね。二人が度が過ぎた行為に及およぶ前に、クールダウンさせましょう」




　──お前らヒソヒソ話のつもりかもしれんが全部聞こえてるからな？

　否定ひていすればするほど必死っぽい空気になり、ますます彩羽をつけ上がらせるから黙ってたが。

　幸いなことに彩羽も軽く俺をひと弄りして満足したのか、ヘッドホンをつけて、我関せずとリズムに乗ってるし。

　と、そんなこんなで騒がしい連中を乗せた車はパーキングエリアに入り、しばしの休憩時間となった。

　彩羽はお手洗いに行ってきますねー、と言って、猫のようにあっさり姿を消した。

　菫はすこし疲れたから仮眠させて、と軽く運転席を倒し顔に薄い本を被かぶせて眠っていた。

　俺とオズはパーキングエリア内の売店に行き、飲み物やお菓子といった補給物資を確保。

　これでまた一時間以上の拘束にも耐えられる。

　そう思いながら車に戻ってくると、何故か運転席は空っぽになっていた。

　菫の姿を探すと、彼女は車体の陰に隠れるように屈かがみ込こみ、スマホを耳に当てて誰だれかと会話している。

「……れは、いくら何でも性急せいきゅう──……用事が……海が──……」

　小声なのでうまく内容が聞き取れなかった。

　そもそも盗み聞きは良くないしな。ここは聞かなかったことにしよう。

「紫式部先生、どうかした？」

「電話中みたいだ。仕事の連絡かわからんけど、結構深刻な雰囲気だった」

　ひょっこりと顔を出してきたオズに答え、背中を押して車の前に戻る。

　買ったばかりのペットボトルの蓋ふたを開け、ぐいと呷あおるように飲んだ。清涼飲料水で喉のどを潤す。

　さっきの彩羽との攻防で嫌な汗をかいたせいか、手足の先まで染しみ渡わたるような快感だった。

「それにしても」

　一口飲んだ後、オズが車体の反対側を意識しながら言った。

「夏休みの最中だっていうのに、容赦なく電話来るんだ。社会人って大変だねえ」

「なりたくないよな。できることなら」

「ていうか僕には無理かなー、普通の社会人は。理解不能なことがたくさんありそう」

「……だな」

　オズは普通の高校生じゃない。天才プログラマー、という肩書きだけでも説明不十分。

　他人とは世界の見え方がまるっきり違う。正真正銘の、別世界の住人。

　淡水魚が海では生きられないように。海水魚が川を上れば死んでしまうように。

　通常の常識、社会規範の中にオズの居場所はないわけで。

　──っと、いけない。真面目まじめ厳禁。思考リセット。

　今日はせっかくの夏休み、仲間同士の海旅行なんだ。こんな日ぐらいシリアスな考えに完全に蓋ふたをしちまってもいいだろう。

「あ、あら、二人とも。い、いいいいつから戻ってたの!?」

「ついさっきですよ。……何慌ててるんですか？」

「べべべ、べつに慌ててないわよ、やーねえ！　──何も聞いてないわよね？」

「？？？」

「き、聞いてないならいいのよ、べつに」

　怪訝けげんに目を細める俺の横を、右手右足が同時に前に出るようなぎこちない動きで通り抜け、菫は運転席に戻ろうとする。

「何か怪しいな。あの挙動不審さ。式部が〆切を破るときの匂においがする」

「その嗅覚きゅうかく、限定的すぎない？　……ふわぁ」

　ツッコミを入れると、オズは口に手を当ててあくびをした。

「眠そうだな」

「うーん。最近、徹夜続きだったからね……」

　そういえば昨夜も、交通状況をより正確に拾いより的確なルートを再計算してくれるようにカーナビシステムをカスタマイズしてたっけ。

「ゆっくり寝てろよ。高速を降りるまでナビは要らないだろうし」

「うん……そうさせてもらうね……。彩羽と、アキのイチャイチャが……見れないのは、残念……だけど……」

「起きてても見れないから安心して寝ろ。ほら、こんなとこで力尽きないで乗れ」


「うん……ふぁぁ……」



　よほど眠いのかカックンカックン頭を揺らしているオズ。

　その肩を抱いて助手席に導く。

「すー」

「もう爆睡してやがる。はええな、おい」

　完全に意識を手放したオズを座席に固定し、シートベルトを装着していく。

　と、その作業中、ハンドルを握ったまま硬直しだらだらと汗を流す菫の横顔に気づいた。

「すごい汗ですよ。大丈夫ですか？」

「え？　なな、何が!?」

「さっきから様子がおかしいですけど、何かありました？　──これ、使ってください」

「ひっ!?」

　そう言ってハンカチを差し出すと、何故か菫は弾はじかれるように身を仰のけ反ぞらせた。

　中世の拷問器具を見るような目で俺のハンカチを見つめて、震えた声でおずおずと訊たずねる。

「そ、それは、エンコを詰めて小指をそれにくるめってこと……？」

「汗を拭けってことだよ。なんで真っ先にそんな極道な発想が出るんだ」

　真夏の太陽の下で長時間運転していた菫を気遣っただけだ。熱中症にでもなったら大変だし、汗を拭いて清涼飲料水を飲んでもらえればと思ったんだが、何故こんなに警戒されているのか。

「……っと、ツッコミ入れたらまた敬語を忘れてしまった」

「そ、それはべつにいいわよ。今は学校じゃないんだし」

「先生と生徒っていうよりは、年上と年下って意味で切り分けてるんですよ。……ちょくちょく自分で破っといてアレですけど、マイルールなんで気にせんでください」

「うう、アキの自然に良い奴が滲にじみ出てるのが罪悪感をくすぐる……！」

「何頭抱かかえて身悶みもだえてるんですか」

「な、何でもないわ。ところで乙馬君、寝ちゃったのね。アキと彩羽ちゃんも、アタシに遠慮せずに寝てていいわよ。──ただしゴムはちゃんとつけること」

「何の寝るを想定してんだよ。つーか不純異性交遊を勧めんなクソ教師」

「あだっ！　……あ、でもひんやり」

　冷たい飲み物入りのペットボトルで脳天をずびしと叩たたき、そのまま渡す。

「頭を冷やして水分摂とって、そんで安全運転してください」

「アキ……ありがとう。優しいのね」

「これでも感謝してるんですよ。菫先生が運転してくれるからこそ、俺達はこんなにラクに海に行けるんですから」

「そ、そうね。海、にね」

「それに……一応ニセでも婚約者だし。これくらいは気を遣えないと、な」

　言葉の途中であまりのクサさに耐えられずに顔を背そむける。

「ふふ。アキってそういうところはショタに通ずる可愛かわいさよね。キュンキュンしちゃう」

「うっせ。まったく嬉うれしくねーよ」

　目をハートにして胸を押さえる菫にあきれた言葉を投げ、俺は逃げるように体を引っ込める。

　そのまま後部座席から乗り直そうとしたとき、ふと首筋がぞわりと総毛立った。

　真後ろに生じた気配に得も言われぬ恐怖を感じながら、そっと振り返る。

　すると、そこには──……
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「わ────っ!?」

　加工音声のような悪霊の怨嗟えんさを耳元で囁ささやかれ、俺は悲鳴を上げて飛び上がった。

　振り返るとそこにいたのは白無垢しろむくを着た水死体じみた黒髪長髪の女──ではなく、ニマニマと笑うウザい後輩の女だった。

「あは☆　めちゃビビってるじゃないですかやだー！」

「……またお前か！　その声やめろって言ってるだろ！」

「おやおやぁ何ですか何なんですかセンパイ。効率厨とかいって普段はリアリスト気取ってるのに、まさかオバケが怖いんですかぁ？　にゅふふ。可愛い弱点はっけーん♪」

「幽霊の実在なんざ信じてないが、お前のホラー声は怖いんだよ。悪いかアホ」

　おっさんが変換ソフト使ってるだけだよ、とあらかじめ言われていてもバ美肉おじさんの声は可愛いと感じるだろ。それと同じだ。

　現実を知ってるかどうかとは関係なく、恐怖を演出するための声を出されたら怖いのである。
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「だからやめろってーの!!」

「あはは、面白すぎィ!!　とーぶんコレで遊ぼーっと!!」

「くっ。てめえ……」

　お腹なかを抱えて笑いまくる彩羽に、いよいよ俺の堪忍袋の緒が切れた。

　これは海まで取っておきたかったが、背に腹は代えられない。

「悪霊退散ッ」

「──ふにゃ!?」

　ずびしッ、と、調子に乗って盛り上がる彩羽の額にお札を貼りつけてやる。

「な、何ですかこれ。前が見えないんですけど!?」

「霊験あらたかな（近所の）神社で買ったお札だ」

「何故そんなものを!?」

　キョンシーのような姿になって、わたわたと手を振る彩羽に俺は説明する。

「毎年、海水浴シーズンになると事故や事件のニュースが流れるだろ。やれ波に攫われただの、やれ貝の毒にやられただの、やれサメに食われただの」

「最後のは見たことないです！」

「海外だとたまにあるんだよ。──まあとにかく非常に低い確率ではあるが、一定の確率で何らかの事故に巻き込まれるわけだ。それで怪我けがをしたり、命を落としたりしてみろ。死んで、今後一切いっさいの活動ができなくなったら生産性ゼロ。効率的に考えたら一番の損失だ」

「いやそんな理屈っぽく考えなくても死んだらそこで試合終了ですよ！　なんでそんな真剣に考察してみた、的な切り口なんですか！」

「もちろん事故を避けるためのあらゆる工夫はするが、最終的には『運』がすべてだ。ゆえに、俺は運気を高める装備を充実させた」

　そう言って俺は、神霊グッズの数々を、扇子せんすを開くようにずらりと展開してみせた。

　お札、お守り、破魔矢──悪霊退散から安産祈願まで隙すきのない布陣である。

「センパイ。もしかして……ばかなんですか？」

「失礼な！　これもすべてみんなの安全な旅を願ってのことだ。《５階同盟》の経費で買ったんだぞ」

「それ、経費認められないんじゃ……」

「大丈夫だ。巻貝先生に頭を下げて、『黒山羊くろやぎ』の作中にも登場させてもらう。これで立派な資料代だ」

「うーん。いろいろ理由つけてるけど、結局怖いのが苦手なんじゃ……」

「悪霊退散ッ」

「ぎゃー！　二枚目貼られた！　前が全然見えないーっ！」

　まったく人を怖がりみたいに言いやがって。すこし他人よりも危機回避能力が高いだけだ。断じて怖いのが苦手なわけじゃない。……本当だぞ？





＊






　その後、俺達はパーキングエリアを出てまたしばらく菫の運転する車に揺られた。

　オズは眠ったままで目覚める様子がなく、彩羽もさすがに長時間の移動と俺へのウザ絡みで疲れたのか、大人しくなったと思って横を見たらすでに寝ていた。

　静かになった車内は揺り籠として大変優秀な空間で、俺もあっという間に睡魔の虜になってしまった。

　目が覚めたら、そこには青い海が広がっているんだろうか？

　彩羽は結局どんな水着を用意してきたんだろうか。

　真白は海を我慢して今頃いまごろ頑張っているんだろうか。

　そんな取り留めもない思考が浮かんでは消えていくまどろみに侵されながら、深く、深く、夢の底に沈んでいく。

　そして──……




　次に目覚めたとき、俺の目の前に広がっていたのは広大な濃紺色の海原うなばら！　ではなく、鬱蒼うっそうとした森に囲まれた、うらぶれた村落であった。

　風が吹くと、ざわざわ、ざわざわと葉擦れの音が聞こえ、野犬の遠吠えが響く。

　空に真夏の太陽が浮かんでいるのは都会と同じなのに暑さを感じず、むしろ空気はひんやりと冷たい。

　ぽつん、ぽつんと建物が点在しているが、時代を感じさせるというか、どれもこれも老朽化しており、今にも崩れ去ってしまいそうな危うい気配を漂わせている。

　江戸時代にタイムスリップしてしまったんです、と言われたら信じてしまいそうな風景だ。

　というかそろそろ突っ込んでもいいよな？




　どう見ても山じゃねえか。




　海水浴に向かっていたはずなのにどうして山奥の限界集落にいるんだ？　おかしいだろ絶対。

　四輪駆動車のタイヤには濡ぬれた腐葉土が付着し、ボディもところどころ汚れていて、よほど壮絶な道を走ってきたのが窺うかがえる。そもそも振り返っても整備された道路らしきものがなく、どのようにしてここまで辿たどり着いたか不明だった。

「菫先生。いや、紫式部」

「……はい」

「どういうことか説明してもらおうか？　何だこの限界集落は。海はどこへ消えた？」

「し……」

「し？」





「仕方なかったのよおおおおおおおおおおお!!」






　菫はタイツが汚れるのも厭いとわず腐葉土の上に膝ひざをつき、べちゃりと土に額をつけた。

　紫式部先生名物、初手土下座である。

「ごめんなさいごめんなさい本当にごめんなさい！　でも一日だけ付き合って！　用事が済んだらすぐに海まで飛ばすから！」

「謝るより先に状況を説明しろ。ここはどこなんだ？」

「影石かげいし村よ」

「影石村!?」

「影石家の一族、その本家の屋敷がある村なの。この村に住んでる人のほとんどがウチの親戚よ」

「いやまあそういう地域の大地主みたいな一族もいるだろうけど。でも村の名前にまでなってるのは行き過ぎだろ。世界観どうなってんだよ」

「まあ、大した人数はいないんだけどね」

「わかりやすく過疎だしな」

　村を一望できるこの場所から見ただけで、寂れているのがよくわかる。

　広さや建物の数は結構なものだが、道を歩く人の姿がほとんどなかった。

「で、どうしていきなりあんたの実家に連れて来られたんだ、俺達は？」

「実は……アキとのラブラブ写真を家族ＬＩＭＥに送ったんだけど……」

「げ。まさかあれが問題になったのか？」

　翠に教室に攻め込まれたときのことを思い出す。

　見ようによってはいやらしい行為の瞬間を撮影したような写真の数々。あれを実家の人達が見て、苦言を呈したのだとしたら──……。

「いいえ。そこはまったく問題になっていないわ」

「厳しいんだか寛容なんだかわからないな、あんたの家」

「ただ、『そこまで仲睦まじい相手がいるなら何故早く紹介しなかった？　顔を見せにくるのが筋だろう？　その婚約者とやらが今日中に顔を見せなければ誠意がないものとして婚約は認めん』って言われちゃって」

「あー」

　なるほど。そこまで本気なら挨拶に来いというわけだ。古風な価値観の家だというのはどうやら本当らしい。

「そんな急に言われても困ります、って断ればよかっただろ」

「無理よ！　お祖父様ってば滅茶苦茶怖いのよ!?　逆らったら超遠距離からでも呪のろい殺されるわ!!」

「どんな凄腕すごうでの妖術師だ。つーか勝手に世界観を変えないでくれ」

　俺が知ってるこの世界は現実の日本社会だ。超常現象を前提とした台詞はやめろ。

　ふと疑問が過よぎる。

「というかあんたの実家って教育一家だよな。先祖代々、みんな教師をやってきたっていう。だからあんたも教師になるしかなかったって言ってたような」

「ええそうよ」

「教師一家って設定と、この山奥の限界集落が脳内で結びつかないんだが」

「ああ、それには複雑な経緯があるのよ。そもそも影石家の教師としてのルーツは江戸時代に遡さかのぼるんだけど──」
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「ヒェ!?」

　説明を始めようとした菫の肩がポンと叩たたかれる。

　彼女の背後に幽鬼の如く立ち尽くしていたのは、俺の友達・小日向乙馬。通称オズ。

　いや、オズ……だよな？　うん、たぶんオズだ。立ちのぼる殺気がいつもと違うけど。

「紫式部先生」

「は、はひっ」

「僕が徹夜して作ったシステムも、スケジュールも、すべてをぶち壊してくれましたね？」

　なんて冷たい声だろう。なんて冷たい瞳ひとみだろう。およそ感情を感じさせることのない目。

　獲物を前にした昆虫だって、今のオズよりは温かい目をしているだろう。

「わ、悪いとは思っているのよ。でもお祖父様に逆らったら酷ひどい目に遭うし──」

「紫式部先生。どうやらあなたは死にたいようだ」

　言い訳を聞く素振そぶりも見せず、オズは高々と手を上げた。

「ひいいいいっ!?」

「お、おい、オズ。まさか流血沙汰ざたを起こす気か？　それはさすがに──」

　恐れ戦おののいて縮こまる菫の前に立ちふさがり、オズの手を受け止めようとする。

　しかしその手が振り下ろされることはなく。




「今から紫式部先生のＰＣをハッキング、おねショタ関連のデータをひとつ残らず抜き出して、教育委員会に送ります」

「やめてえええええええ死んじゃううううううううう!!　社会的に死んじゃうううううう!!」




　ひ、ひでえ。そこまでするかオズよ。

　冷酷無比。極悪ごくあく非道な処刑方法に俺はぞっと背筋を震わせる。

　オズがここまでするとは、相当腹に据えかねたんだろう。ここ数日の仕事と徹夜した苦労をすべて無駄にされたんだから、当然といえば当然だが。あらためて、こいつだけは怒らせちゃいけないと思い知らされる。

「明照あきてる様ぁ、助けてぇ！　このままじゃ乙馬君に犯される！　アタシの大事なトコロが偉い人達に全部見られちゃう！」

「紫式部先生……」

　涙目ですがりついてくる菫を、俺は憐憫れんびんの情を込めて見下ろした。

「今まで長い間、ありがとうございました」

「諦められてる──ッ!?」

「正直、先生はいつかやると思ってました」

「しかも刑務所行きしてる──ッ!!　さすがに逮捕されるようなことまではやってないわよ!?」

「神に誓ってそう言えるか？」

「いくらでも誓うわ！」

「嵐間あらしまくんに誓ってそう言えるか？」

「アタシは悪い女よおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　泣き崩れる菫。

　すこしからかいすぎたか。あんまり弄るのも可哀想かわいそうだし、そろそろフォローに回ってやるか。

　と思って声をかけようとした寸前、彩羽がひょこっと顔を出してきた。

「あのー。センパイ。みんな。ちょーっといいですかー？」
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「わっ汚きたなっ！　鼻水拭いてくださいよ、もう！」

　俺にもオズにも責められて最後の救いを求め彩羽にすがりつく女教師二十五歳。

　威厳もクソもない彼女の頭を苦笑混じりによしよし撫なでて、彩羽はすっとぼけた顔で言う。

「私ムズカシイことよくわかんないんですけど、ココ、センパイ達が作ってるゲームの舞台と雰囲気似てません？」

「それが何？　紫式部先生が僕の仕事の成果を無駄にした罪は消えないよ？」

「まーまー、落ち着いて。山も遊びのスポットとしては定番じゃないですか。で、『黒山羊』の取材にもなる。こーいうの『一挙両得』っていうんじゃないですかね」

　そう言って彩羽は、オズと菫には見えないようにパチンとウインクしてくる。

「効率厨のセンパイは大好きな単語だと思いますけど」

　──なるほどな。この話に乗って、オズを宥なだめろってことか。

　さすがは素でもないくせに優等生を演じ切れる女だ。人間のことを深く観察し、理解してるがゆえに弱みの突き方も上手うまい。

「たしかに彩羽の言う通りだな。海の日程はズレちまうが、資料やネタを集めて《５階同盟》の活動の糧かてにできるって点では悪くないロケーションだ。せっかくだし、楽しみながら仕事もしていくとしよう」

「……それは、たしかにそうだね。アキ視点で無駄な時間にならないっていうなら、まあ、矛ほこを収めてもいいかな」

「ああ。今回は大目に見てやってくれ」

「オーケー、わかったよ。まったくアキは優しいなぁ」

　オズの瞳に人間らしい感情の色が戻った。

　これがオズの弱み。彩羽が見抜いている、兄の心の急所。

　俺が目指す徹底的な効率主義による《５階同盟》の運用、そのやり方に共感するがゆえに、俺が心の底から効率的で正しいと感じていることには異を唱えられないのだ。

　まあそもそもやらかしたとはいえ本気で菫を社会的に抹殺する気はなかっただろうけど。

「──ああ、でも、紫式部先生」

「ひゃい!?」




「次はないからね？」




　前言撤回。コイツは本気だわ。





＊






『オズが機嫌を直してくれて良かった』

『うん。でも１アウトは１アウトだよ』

『え』

『紫式部先生のハードディスクの中身は抜いた。次に何かあったら……わかるね？』

『お、俺からもよく躾しつけておくよ』
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　山肌に接するように古びた大きな旅館が建っていた。それは平屋ばかりが並ぶ限界集落の中で頭ひとつ飛び抜けているが太陽が山の向こう側に沈みつつあるために濃い影がかかり、得も言われぬ薄気味悪さを感じさせる。

　壁を摑つかんだらべりべりと剝はがれそうなボロ建物で、隙間風すきまかぜ入り放題、雑草生え放題のホラー映画の撮影にしか使えなさそうな外観だ。

　村で唯一の宿泊施設であるここに真っ先に来たのは、彩羽いろはとオズを先にチェックインさせるためだ。

　婚約者として影石かげいし家の当主と挨拶あいさつするのに、彩羽やオズをぞろぞろ引き連れて行くのも可笑おかしいからな。

　先に部屋を確保してから行こう、という話になったんだ。

　虎影館こえいかん。

　そう看板の掲げられた三階建ての建物を見上げて、彩羽は「おほー☆」とはしゃいだ様子で。

「滅茶苦茶めちゃくちゃボロいですね！」

「容赦ねえなお前」

　歯に衣きぬ着せぬ言い方に思わずツッコミを入れる。

　いやまあ全面同意だけどな。

「日当たりは最悪だし、外壁も人の手が入ってるとは思えない荒れっぷりだね。名探偵が偶然泊まってたりしたら、密室殺人事件が起こりそうな雰囲気だ」

「怖いこと言うなよ、オズ。そういうのは漫画の中だけの話だろ」

　漫画やラノベみたいな出会いを経験しまくってるお前が言うと現実味が増すからやめろ。

　さすがにサスペンスとラブコメじゃジャンルが違うから大丈夫だと思うけど。……大丈夫、だよな？

「この村では一番築年数が若いロリ物件よここ。なんと驚きのまだ九歳！」

「さりげなく一番怖い情報だよそれ！　築九年でここまでボロくなるのか!?」

　よほど杜撰ずさんな維持管理をしているのか、それとも妙な力でも働いていて村の雰囲気に自然と馴染なじむようになってしまうのか。いずれにしてもミステリーだ。

　まあいろいろとツッコミたいことはあるが、何はともあれチェックインだ。

「ほっほっほ。お若いお客様がぞろぞろと。こんな山奥までよく来たねえ」

　瓦かわらぶき屋根の門をくぐり玄関から中に入ると、受付で和服を着た年老いた女将おかみに迎えられる。

　背中が極端に曲がっているせいか背丈は低く、俺の腰のあたりまでしかない。

　しわくちゃの顔は土気色で、昨日お墓から掘り起こしてきたんですよと言われても納得してしまいそうだ。見れば見るほどあらぬ想像を搔かき立たてられ、ぞっとする。

「お部屋は何部屋取ります？　人数だけなら一部屋で充分そうですが、男二人、女二人でええですか？」

「ああ、そうですね。ではそれで──」

「あ、待ってアキ」

　老婆の質問に答えようとする俺おれを菫すみれが遮さえぎった。

「このあと影石本家に挨拶に行くんだけど、アタシが帰ってくるのを知って寝室を用意してくれてると思うのよ。もしかしたらアタシ、そっちに泊まるかもしれないから。お金ももったいないし、一部屋でいいんじゃない？」

「マジか。でも男女で同室ってのはどうなんだ」

「私はべつにいいですよ☆」

　俺と菫の間にひょこっと顔を出して、彩羽があっけらかんと言う。

「男の子って言っても、ヘタレのセンパイとお兄ちゃんだけですし？　べつに身の危険もないと思うんですよねー。むしろ彩羽さん的には男二人きりの方が危険ではと！」

「旅館で男二人が同じ部屋、何も起こらないはずがなく……！　彩羽ちゃん天才だわ!!　部屋は男女で分けましょう！　多少割高でもアタシが出すわ!!」

「ウザい。寄るな腐れ教師」

　目を輝かせ鼻息荒く詰め寄ってくる菫の顔を押し戻す。

　そして彩羽をじろりと睨にらみつけ。

「常識的に考えて男女は別だろうが。だいたいお前と同じ部屋にされたらまともに眠れん」

「おやおやおや～？　もしかしてセンパイ、意識しちゃってるんですか～？　まあそうですよねー、思春期の男の子ですもんねー。こんなに可愛かわいい彩羽ちゃんと同じ部屋で寝たら、朝まで元気百倍パンパンマンですよね！」

　例の子供向けアニメのワンシーン、新しい顔を投げるモーションを再現しながらニヤニヤと笑う彩羽。

「ちげーよ。お前、絶対にウザ絡がらみしてくるだろうが！」

「えー、そんなことしませんよー。偏見なんてひどいなー。これでもセンパイの面子メンツとか気にしてますし、お兄ちゃんがいる前で無茶なウザ絡みしたりしませんってー」

「信じられん。てかべつにオズがいても俺相手ならウザ絡みするだろうがお前」

「もー、しつこい！　じゃあそこまで言うなら賭かけましょう！」

「賭け？」

「私がセンパイの睡眠を邪魔するようなイタズラをしたら、私の負け。そのときは潔く敗北を認めてセンパイに景品をプレゼントします」

「なんだよ景品って」

　疑問を投げかけると、彩羽はにやーっと口元を緩ゆるませた。服の上からたわわに実った豊かな胸の膨らみを両手で持ち上げて。小首は四十五度の黄金比、絶妙に媚こびるように傾けて。

「私のコレを揉もむ権利、ですっ♡」

「……!?」

　豊穣の女神。トルコでメロンの収穫を祝う大地母神。Ｇの血族たるグラビアアイドル。


　古今東西、俺の脳内に記録されたありとあらゆる構図（えろ）が瞬時に瞼まぶたの裏に（えろい）浮かび上がり、その芸術的な（えろいえろいえろい）風景の（エッッッッ）ああああ雑念が俺の思考を邪魔する！　クソが！　挑発的なポーズを取るんじゃねえ!!



　複雑な思考（えろ）に乱された心を落ち着けるべく、いったん視線を外して強制回避。

　しかしその逃げの姿勢をすかさず嗅かぎ取り、彩羽はむふっと笑ってみせた。

「あはっ☆　やっぱり意識してるぅ～。もうセンパイってばかーわいー♪」

「し、してねえっての。べつに脂肪の塊なんぞに興味はない」

「えー、ホントかなー。怪しいなー」

「ホントに決まってるだろ」

　噓うそである。

　正直、興味は滅茶苦茶ある。

　いやだって仕方ないだろ男なんだから。下心がないなんてあり得ないっての。

　無条件におっぱい触っていいよなんて言われたら、耐えろってのは無茶な要求だろう。

　でも相手が彩羽なら話は別だ。

　仮にコイツの誘惑に乗ったら触らせてもらえるのかと言えば、きっとそうじゃない。

　はい噓！　センパイってばがっついちゃってみっともなーい！　童貞乙♪　とか何とか言われて、半月ぐらい同じネタでからかわれ続けるのがオチだ。

「そろそろ諦あきらめたら、アキ？　実際問題、二部屋借りる予算はないんだしさ」

　俺と彩羽が睨にらみ合ってたところにオズが口を挟んだ。

「ここに泊まらなきゃいけない時点で本来の旅行の日程よりオーバーするんだよ？　ホテルの予約もずらさなきゃいけない。ゲームに使う予算をこれ以上削るのは、合理的じゃないと思うけどね」

「う……それを言われると弱いな」

　本来泊まるはずだったホテルには連絡して、日程をずらす交渉をすることになる。おそらくキャンセル料が発生した上に追加で新しい日程分の宿泊料もかかるだろう。

　かなり痛い出費だ。

「で、何部屋になさるんです？」

　はよ答えろ、と言わんばかりに女将が追い打ちをかけてくる。

　苦渋の決断をするしか、ない。

「一部屋で……お願い、します……」

　頭脳戦に敗北した悪役の如ごとく喉のどの奥から絞り出すような声で俺はそう告げた。絶望に打ちひしがれ、血の涙を流さんばかりの勢いで彩羽の方を見る。

　すると彼女は、にまーっと笑いながら、ぽんぽんと俺の肩を叩たたいた。

「楽しい夜にしましょうね？　セ・ン・パ・イっ♪」

　ちくしょう。つやつやした顔しやがって。

　そうしてチェックインの手続きが（甚はなはだ不服ではあるが）滞りなく終わると。

　不意に菫が緊張した面持おももちで切り出した。

「さ、荷物を運んだりするのは彩羽ちゃんや乙馬おずま君に任せるとして。アタシ達はそろそろ行きましょう」

「……ああ、そうだな」

　チェックインが終わったらいよいよ本題だ。

　今回のメインディッシュ。

　絶対にしくじるわけにはいかない、今後の紫式部先生むらさきしきぶせんせいの創作活動と人生を決めかねない一大イベント。

「いざ、影石家本邸。──お祖父さまのところへ！」





＊






「そういえば、旅館は大丈夫なのか？」

　曲がりくねった畦道あぜみちを行く途中、俺は隣を歩く菫に問いかけた。

「この村の住人ってほとんどあんたの親戚筋なんだろ？　旅館から情報漏もれる可能性は？」

「大丈夫よ。あの旅館は村で唯一影石家の影響下にない治外法権だから」

「こんな限界集落にまた大層な話だな」

「こんな限界集落だからこそよ。あの旅館は、市が村興むらおこしのために買い取って運営しててね。あそこで働いてるのは派遣された役人ばかりで、純粋な村人は一人もいないの」

「旅館を経営したところで観光客が増えるのか疑問だが……」

「たまに廃墟マニアや〆切間際まぎわの漫画家とかが缶詰旅行に来るそうよ。周りに遊ぶ場所がなさすぎて捗はかどるらしいわ」

「ほう、それは良いことを聞いた。紫式部先生」

「な、何よその目は！　〆切間際のアタシをこんな場所に閉じ込めようっていうの!?」

「こんな場所って、故郷だろ……」

　あまりに酷ひどい言い草だ。

「まあ、安全だって言うならいいんだ。……しかし、全然人とすれ違わないな」

「そりゃそうよ。みんな家の裏の畑を耕してるか、山に狩りに出てるか、家でネトゲしてるかのどれかだもの」

「地味に文明レベル高いやつ混ざってないか？」

　日本地図のどこに位置してるかもわからない村にも、ネットは繫つながっているんだろうか。

　尽きない疑問に眉まゆをひそめていると、ふと子どもの声が聞こえてきた。

　色褪あせた平屋の軒先で幼い少女が三人でしゃがみ込み、木の枝で地面に何かを描かきながら、不思議な唄を口ずさんでいた。
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「聞いたことない歌詞だが、この村の伝統的なわらべ唄か何かか？」

「どうだったかしら。アタシが小さい頃に唄った記憶はないけど……まあうちの両親は基本的に都内に住んでて、実家に戻るのはお盆と年末年始ぐらいだったから。知らない伝統があったとしてもおかしくないわ」

「そういうもんかね。……何だか不安を搔き立てる唄だ」

「不安？」

「わらべ唄には大人が子ども達に説教したい内容を遊びの中に混ぜるために作った場合もあるらしくてな。黒いテーマを秘めたモノも少なくないらしい」

「でも小鳥の唄よ？　可愛い絵面えづらしか想像できないわ」

「『ことり』が可愛い『小鳥』って意味だけならな」

「どういうこと？」

「『ことり』にはいろいろな字を当てられるだろ。『ことり』『小鳥』『子捕り』『子取り』──『子捕りの商人』ってのは、子どもを攫さらって売りつける奴隷商みたいなものだとも読み取れる」

「こじつけ臭っ。いやいやそれはさすがに穿うがちすぎでしょ」

「『親は東に　日は西に』って部分も違和感がある。『月は東に日は西に』という俳句の一節が元になっていそうだが、何故なぜ天体である『月』からわざわざ『親』に変えた？　何の意味があって？」

「さあ……？」

「たとえば子どもを攫うために親を殺していたとしたら？」

「え……!?」

「東を『火が死』、西を『二死』と置き換えると──……」

「す、ストーップ！　待ってやめてそれ以上は怖すぎる！」

　低い声で俺がわらべ唄に込められた意図を深掘りしていくのを、菫は涙目で遮った。

　うん正直俺も怖くなってきた。あ、いや、怖くない。不気味になってきたの間違いだ、うん。

　これ以上はやめておこう。


「…………」



　何かいつの間にか唄が止まっていて、三人の少女が無言でじっとこちらを見ている気がするが、きっと気のせいだ。気にしない、気にしない。

「さ、さあ、与太話はここまでにして。影石家に向かいましょうか、先生」

「え、ええ、そうね」

　俺と菫は不気味な子ども達の視線から逃げるように、早足で畦道を駆け抜けていくのだった。

　さっさと用事を済ませて、一刻も早くこの村を出なければ。

　不思議とそんな焦燥に駆られた。




　そうしてしばらく歩き、影石家の屋敷に辿たどり着いた。

　豪勢な日本家屋だ。

　古めかしい外観ではあるが随所に修繕の痕あとが見られ、古き良き豪邸の威容を保っている。

　寺社仏閣や世界遺産がそうであるように、現在の技術で丁寧に手を入れていればこそ、当時の趣を完全に再現できているのだろう。

　廃村じみた建物ばかりが目立つ限界集落の中で、この場所だけは妙に輝いて見えた。

　玄関口で使用人らしき女性に迎えられ、居間に通される。

　鯉こいの泳いでそうな池や白の玉砂利の庭園を横目に長い縁側を歩き、ふすまを開けた先には、広い畳敷きの空間が広がっていた。

　都内の高級料亭でもここまでの広さと優美さは兼ね備えていないのではなかろうか。

　畳の独特の香りがふわっと漂い、壁の上部には歴代の当主達だろうか、厳いかめしい顔の男性の白黒写真がずらり並び、こちらを威圧的に見下ろしていた。

　入り口からここまでのすべての光景に俺はただただ圧倒されていた。座布団の上に正座し、頭がようやく本来の処理能力を取り戻してきたところで俺は隣の菫に問いかける。

「すげえなこの家。文化遺産か何かか？」

「指定される一歩手前までは行ったらしいわ。ふっふーん、すごいでしょ」

　むふーっと得意げに鼻息を荒らげる菫。

　こいつにドヤ顔されるのは地味にイラッとくるが、今回ばかりは認めざるを得ない。

　実際、すげえよ。

「どうしてこんな名家のお嬢様が式部になってしまったのか」

「あれ、もしかしてディスられてる!?」

「歴代当主の顔つき、想像以上に硬派だし。かなり厳しく躾しつけられそうだ。真っ当に育ったら、翠みどり部長みたいな真面目まじめ人間に育ちそうなもんだが」

「何言ってるの？　育ったわよ、アタシも。真面目で厳格なお姉ちゃんに」

「……いやまあ、表向きはそうだけど。ショタコンだしなぁ」

　根っからの真面目人間の翠とはかなり毛色が違う。

「何よショタコン、ショタコンって！　昔は十二くらいで結婚していた時代もあるのよ。相思相愛なら問題ないでしょ！」

「どう考えてもアウトだろ。つーか、あんたの好きな嵐間あらしまくんは五歳児だろうが」

「いいんですうううう、二次元世界なら合法なんですうううう」

　イー、と舌を出して子どもっぽく反論する菫。

　本当にどうしようもない女教師だ。

「だいたい、表も裏もなくない？　知られなければ、裏なんてないのと同じよ」

「……まあな」

　俺もさんざん真実を伏せてきている。

　真白ましろとの関係でクラスメイトに噓をつき、彩羽の声優活動を《５階同盟》のみんなに伏せ、伯父さんには他の女と仲良くしている姿を見せないようにしている。

　真実が明らかにならない限り、相手にとってはニセの一面が真実となる。

　全員の効率的な幸せを実現するには仕方ないと俺も割り切っている。

　ただ、永遠にそれでいいとは思わない。

「家族の前でいつまでも仮面を被かぶり続けるなんて、しんどいだろ。俺は御免だね」

「ええ、とてもつらい日々だったわ……。隠れキリシタンのつもりで潜伏し、こっそりと嵐間くんをペロペロしていた学生時代。本当に苦労した」

「内容は最低だが、まあそういうことだ」

　好きなものを好きと言えず、親の顔色を窺うかがって自分を抑えつける。そんなのは無駄だ。

　人間の限られた人生の中で幸福値を上げる行動を抑制し、ストレス値を上げる行動を強制するなんて無意味すぎる。

　将来、良い大人になるためには自制も必要？

　我慢をして、レールの上を歩くのが正解？

　知るかボケ。

　好きなことを突き詰めた結果に到達できる才能の開花、それにより生み出される成果と比べ、品行方正に親の言うことに付き従った末の成果の方が優れているとは到底思えない。

「……！　しっ、大星おおぼし君。来るわ」

「……おっと」

　襖ふすまの向こう側に人の気配を感じ、俺と菫は居住まいを正した。

　今は菫のニセ婚約者としてこの場にいるんだ。

　頼れる男であることを示し、菫の縁談を諦める気にさせなければ。

　どんな相手かわからないがこれでも月ノ森つきのもり社長や天地あまち社長といった曲者くせものの大人と付き合ってきたんだ。対等とはいえないが、それでも自分なりに食らいついてきた。

　相手がまともな大人であればどうにか対応できるはずだ。

　さっ、と襖が開き、ドスン、ドスンと足音を響かせ居間に足を踏み入れたのは──……。
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「……!?」




　ドスの効いた声で挨拶した男性の、その姿を見て俺は絶句した。

　山から熊でも迷い込んだかといわんばかりの巨漢だった。力強くぼうぼうと生えた剛毛の髭ひげ。片目には猛獣に裂かれたような傷痕きずあと、口からはフコ──ッと白い息を吐いている。





　どうしよう。まともじゃない人来ちゃった。






「初にお目にかかる。ワシの名は影石鉱こう。影石家の現当主じゃ」




　良くて山賊の頭目、悪くて背中に鬼神を背負っていそうな巨漢はどっかりと対面たいめんの席に座り、そう言った。

「は、初めまして。菫せんせ──菫さんとお付き合いさせていただいてます、大星明照あきてるです」

「ふむ……」

　低く唸うなり、獲物を品定めする眼差まなざしで俺の顔を睨む鉱。

　あまりの威圧感に正座した足が震えそうだが、それを隠して俺はまっすぐ相手の目を見続けた。

「菫から我が家について聞いているか？」

「詳しいことはまだです。村を実際に見ながら、すこしずつ勉強させてもらっていました」

「我が影石家は伝統ある一族でな。代々教師を生業としている」

「はい。……ですが、それについてひとつ気になることがありまして」

「聞こう」

「伝統、掟を尊ぶ一族というお話ですが、教師とは子どもや学校あってのもの。学校のある、人が多い場所ではなく、人里離れた山奥の村に本家を構えているのは何故ですか？」

　隣で菫がぎょっとした顔をする。

　暗に田舎いなかを否定ひていする内容に聞こえたのだろう。しかしこの疑問は誤魔化ごまかさずに、ストレートに伝えておきたかった。

　彼ら影石家が守ろうとしている伝統の正体──それを正確に見つけ出してこそ、菫を本当に自由にするための交渉に臨めるのだから。

「この集落はかつて大規模な忍者の里でな」

「は……？　忍者、ですか？　あの黒装束くろしょうぞくで、大名に仕えてたっていう……」

「うむ。世間一般に知られておる忍者とは違うがな。現代で言う『すぱい』といったところか。危険を冒して敵地に忍び込み、暗殺や諜報といった仕事をしていたそうだ」

「つまり戦国時代から、ですか。歴史の重みが違いますね」

「左様それな。だが江戸になり戦乱の世でなくなったとき、忍者としての影石も役目を終えた。失業し、危うく一族無理心中となるところを救ってくださったのが、当時の将軍様でな。将軍様は一族の若者達を『寺子屋』の教師として採用した」

「なるほど、それで教師を生業に──今一瞬くだけた言い回しになりませんでした？」

「それ以来、将軍から賜った職務を全まっとうせんと、我ら一族はお上への感謝と忠誠を示し続け、現代に至るのだ」

　俺の疑問は華麗にスルーされ、当主殿は最後まで説明しきった。

　まあいい。これでバックボーンは大体把握できた。

　つまりもともと忠誠心に篤あつい忍者の一族が、将軍に与えられた教師という職務を幕府なき今も愚直にこなし続けているわけか。

　そのポリシーは嫌いじゃない。歴史や伝統を否定する気も毛頭もうとうない。

　だがそんな大昔のしがらみのせいで菫が自由を謳歌できないのは、やっぱり看過できないな。

　──訂正。

　菫がイラストの才能を発揮し《５階同盟》に利益りえきをもたらす道を邪魔していいような正当性はない。うん、こっちの方がしっくりくるな。菫のためじゃない。あくまでも《５階同盟》や俺の利益のためだ。

「一族全員が教師ということは、婿入りしたら俺──私も教師になる必要があると？」

「左様それな」

「そうですか……。ところで今くだけましたよね？」

「──故に影石の一族は賢く在あらねばならぬ。婿もまた然しかり。大星君、君が本当に菫の婚約者に足る存在か、このワシに示してもらいたい」

　ゴクリと息を呑のむ。隣をちらりと見れば、菫は不安げに縮こまっていた。

　いつもうるさい菫がこんなに萎縮いしゅくしているなんて。それだけ目の前の相手が強大ってことだ。

　だがおかげで腹が決まった。

　菫の分まで俺が毅然きぜんとした態度でこの男、影石鉱に立ち向かわなければ。

「……望むところです。引くわけには、いかないので」

「よろしい。では早速、いくつか質問をさせてもらおう。言っておくがワシは上辺うわべの言葉では騙だまされんぞ、若造？　──いざッッ!!」




　カッ、と目を見開く影石鉱。その圧倒的な覇気に逃げ出したくなる想おもいをグッと堪こらえる。

　さあ来いよ。何でも質問してこい。俺はそのすべてを打ち払ってやる……!!





＊






　そして三十分後──……。




「いやあーっはっはっは!!　愉快わろた!!　なかなかどうして色男いけめんじゃないか!!」




　俺は滅茶苦茶気に入られていた。

　さっきまで効いていたドスも消え失せ、巨漢の当主殿は愉たのしげにバンバン肩を叩いてくる。

　心なしかくだけた単語も増えている。

「菫も隅に置けんな。こんな良えもい男と付き合っているなら早々とりま報告せんか」

「せ、生徒を愛してしまって本当に良いのか。ずっと悩んでいたのです」

　満面の笑みを浮かべた祖父に水を向けられ、菫は目を逸らしながら細い声でそう言った。

　すると当主殿は豪快に笑い飛ばす。

「何を言うか！　愛に垣根はない！　時の将軍様も教え子を愛してはならぬとは言うておらんかったからな！　……事実は知らぬが記録にない以上、言われておらぬはずじゃ。たぶん」

　命じられたことには忠実だが、命じられてないことには意外と緩いな！

　厳格な家だと思っていたが、この調子なら案外、話せばわかってくれるんじゃないか？

　菫も良い雰囲気を感じたのか、ホッとした様子で。

「アタシと彼の関係を認めてくれるのね？　それじゃあ、お見合いの件は──」

「見送ろう！　……と言いたいところだが、二十五の齢としまでに配偶者かれぴを見つけ子を為なす準備をせよ、という掟があってな。これを破るわけにはいかん」

「そんな……」

「昔は十五までだったのだ。時代の空気ノリで二十五になったが」

　めちゃくちゃ柔軟じゃねえか、掟。

　それなら時代の流れに合わせて三十でも四十でも独身を認めてほしいもんだが、まあそこまでいくと認められないんだろうな。

「だがワシとて鬼ではない。掟は破れんが大事な孫の未来は応援したい。そこでだ──」

　すうっ、と息を吸い込むと影石鉱はカッと目を見開いた。




「──明日の夜、『縁結びの儀』を執り行うこととする!!」




「な……!?」

「『縁結びの儀』？」

　芝居がかった仕草から吐き出されたその台詞せりふに菫は息を呑み、俺は首をかしげた。

「よくわからないんですが、この村の伝統行事か何かですか？」

「左様それな。山神様の前で『かっぷる』の絆きずなを証明する儀式でな。現在の法制度のせいで書類上の夫婦にはできぬが、神の前で愛を誓ったならばすなわち婚姻と呼んで差し支えなかろう」

「面白おもしろい文化ですね。とても興味深いです」

　これはおためごかしではない。実際、かなり好奇心をそそられた。

　日本地図のどこにあるかも知れぬ限界集落。そこにだけ伝わる奇祭のたぐいを現地取材できたら、『黒き仔山羊こやぎの鳴く夜に』のネタとして巻貝まきがいなまこ先生に情報提供できる。

　ニセ婚約者の件を別にしても興味が湧わいてきた。

　すると突然、菫が腰を浮かせて声を上げる。

「──お、お待ちくださいお祖父様！」

「何じゃ、大きな声を出しおって」

　あんたが言うな。

「彼──大星君はまだ十六歳。あまりにも若すぎます。『縁結びの儀』はまだ早すぎるのではないでしょうか！」

「何を言う。昔は十二の齢には婚姻を済ませる者もいたのだ。相思相愛らぶらぶなら問題なかろう」

「どう考えてもアウトだと思います!!」

　バン、と机を叩き猛抗議する菫。

　ついさっきまるで同じやり取りをした記憶があるんだが、俺の気のせいだろうか？

「何じゃ、急に怖い顔をしおって。ワシは菫の未来を慮おもんぱかって提案しておるのだぞ。それとも、彼を諦めて別の男と結婚するか？」

「そ、それは……ッ」

　菫はうっと詰まり、上げていた腰を力なく落とす。

「……それだけは、受け入れられません」

「そうじゃろう。なればこその『縁結びの儀』じゃ。早速とりま、村の者に準備にかからせよう」

　影石鉱はそう言って、廊下に待機させていた使用人を呼びつけた。

　一言、二言の指示を与えると使用人はすべてを理解した顔でそそくさといなくなる。

　──なるほど、何となく影石家の正体が見えてきた気がする。

　きっとこの当主・影石鉱も、他の人間も、けっして菫のことが嫌いなわけじゃない。

　むしろ大好きとまで言えるかもしれん。

　そして彼らは彼らにできる範囲で、一族の一員である菫を幸せにしたいと考えているんだ。




　ただ、絶対に譲れない確固たるモノとして『伝統』と『掟』が存在するだけで。




　社会常識の枠に囚とらわれて才能を封じ込められてしまう仕組みと同じだ。

　誰だれも悪い人間はいないのに、悪意があるわけじゃないのに、誰が作ったかもわからない文化や倫理観のせいでこうなってしまう。悪意じゃないとわかっているから、本人も正面切っては逆らえずに我慢する道を選んでしまう。

　──ホント、積み上げられてきた固定観念ってのは面倒で、非効率的だ。

「大星君。──大星君？」

「……あ、はい。すみません、何でしょうか当主殿」

　考え事を中断し、返事をする。

　いけないいけない、思考にかまけてコミュニケーションをおろそかにしては駄目だ。

「部屋を用意させる。今日は泊まっていくといい」

「ありがとうございます。──ですが、申し訳ありませんが辞退させてください」

「ほう、何故だ？」

「『縁結びの儀』を以もって山神様に認められる……逆にいえば、まだ夫とは認められていない身ということです。筋を通さぬうちに、我が物顔で敷居をまたぐことなどできません。旅館の部屋を取ってありますので、今日のところはそちらで過ごさせてください」

　意訳。さすがに堅苦しい家に一晩とか御免なので、気楽な仲間のいる旅館に戻ります。

　よくもまあ相手の喜びそうな台詞に変換したものだ。我ながら詐欺師の才能がある。

　案の定、当主殿は山賊じみた目をキラキラと輝かせて。

「うむ！　ますます気に入ったぞ大星君！　いいや、明照君と呼ばせてくれ!!」

「き、恐縮です」

「明照君が正式に義理の孫になる日が楽しみだよ！　わっはっは!!」

　どうやら感触は上々。うまくやり過ごせたようだ。

　──やったな、紫式部先生。

　そんな想いを込めて菫にアイコンタクトを送る。

　しかし──……。




「『縁結びの儀』……おわった……アタシの人生……おわっちゃった……」




　菫は何故かＦＸと仮想通貨で全財産を炉心融解させたような顔でぶつぶつつぶやいていた。

　たかが儀式くらいで何を絶望してるんだろうか。

　口約束でのニセ婚約も、何の法的拘束力もない儀式も、同じようなものだろうに。

　こうして。

　影石家当主・影石鉱との初対面は、大成功に終わったのだった。





＊






『アキってよく変な大人に好かれるよね』

『それな』
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　俺おれが旅館に戻る頃ころにはもう日が暮れていた。

　電灯ひとつない暗い道をスマホのライトを頼りに歩き、ようやく辿たどり着いた古びた旅館。昼に見たときよりもさらに不気味さを増しているというか何というか。種しゅも不明な怪鳥がぎゃあぎゃあ鳴いてたり、ししおどしの音がかっぽーん、かっぽーんと涼やかな音を響かせているのはさすがに演出過多ではなかろうか。全部が全部、怖がらせる目的としては超一流だ。いやあ勉強になるなぁ『黒き仔山羊こやぎの鳴く夜に』の恐怖演出を盛り上げるヒントが短時間で学習できてなんて効率的なんだそうこれは幸せな環境でありけっして怯おびえるような──

「夜遅くまでご苦労さんです」

「出たあああああああああ!?」

「おやおや。どうかされましたか、亡霊でも見たような声を上げたりして」

「えっ……あ、お、女将おかみさん……」

　目の前にいきなりぼうっと浮かび上がった死霊の顔に思わず悲鳴を上げてしまったが、よく見たら昼にも会った女将だった。

　失礼極きわまりない反応をしてしまったが、そもそも心臓に悪い登場の仕方をしないでほしい。

「お兄さん、昼はお連れさんだけ入室してらっしゃったでしょう。部屋の場所がわからないと思いましてね。こうしてお待ちしていたんですよ」

「そ、そうだったんですか。お気遣いいただきありがとうございます」

　スマホで連絡をとれば秒で聞けるのだが、田舎いなかのお年寄りにはピンとこない文化かもしれない。

　ここは余計なことを言わず、素直にお言葉に甘えて案内してもらうとしよう。

「こちらへ」

「ありがとうございます」

　女将に連れられ、二階へ上がる。長い廊下を進んでいき、ひとつの部屋の前で立ち止まった。

　桔梗ききょうの間、と書かれた客室を前に、俺はおずおずと頭を下げる。

「すみません、わざわざ」

「いえいえ。これがわたくしどものお仕事ですから」

　にこりとしわだらけの顔で微笑ほほえんで、女将は踵きびすを返そうとした。

　しかし、そこでふと何か思いついたように立ち止まる。

「ああ、そうそう。先に入られたお二人にはもう伝えてあるんですが。隣の『菖蒲あやめの間』にはけっして入ってはいけませんよ」

「はあ……まあ普通は自分達が泊まる部屋以外には入りませんけど」

「『のろい』だそうですから」

「え？　それってどういう──」

　不穏な単語が耳に入り思わず訊きき返す。しかし老婆はその骨格の歪ゆがみ方でどうやったのか、いつの間にか離れた場所にいて。

「くれぐれも気をつけなされ。ほーっほっほっほ！」

　そうとだけ言い残して立ち去ってしまった。

　のろい、とはどういうことだろう。やはり、『呪のろい』なのだろうか。意味深な単語を残して行くのはマジでやめてほしい。

　げんなりしながら俺は桔梗の間のドアの鍵かぎを開け、中に足を踏み入れた。彩羽いろはが死んでいた。

　明かりをつけると、由緒正しい客室が姿を見せた。畳敷きの客室に座卓と座椅子いす。広縁ひろえんから覗のぞくベランダに露天風呂。檜ひのきの香りが心地好く肺を満たす。彩羽はまだ死んでいる。

　大浴場もあると案内板に書かれていたが、部屋にも温泉がついてるとは何て贅沢なんだか。

　オズの姿がないのはどこかをほっつき歩いてるのか先に大浴場にでも行ったのか。

　よし、俺も影石かげいし家での緊張をほぐしたいし、ここはひとつ──……。




「ひとっ風呂ぷろ浴びてくるか！」

「ひとっ風呂浴びてくるかじゃないですよ！　何で無視するんですか!?」




　彩羽が涙目でツッコミを入れてきた。

　玄関を開けてすぐの壁際、胸からナイフの柄が生えた無惨むざんな姿でもたれかかっていたのだが、どうせまた俺をからかうための悪ふざけだろうと思ってスルーしていた。

「大事な後輩が殺されていたのにその無反応っぷり、さすがにどうかと思います！」

「そう言われても、明らかにフェイクの死体だったしなぁ。ナイフ刺さってるのに血も流れてないし」

「何故なぜか血が流れてないのに死んでるっていう謎なぞを解き明かす展開もありますよ！」

「まあそういう不思議事件が発生しそうな雰囲気の旅館ではあるけど……」

　高校生名探偵みたいな奴やつが泊まってなきゃ大丈夫だろう。たぶん。

　彩羽はぶーと不満げに頰ほおを膨らませ、胸からスポンとナイフを引き抜いた。

　どうやら服のボタンの隙間すきまからおもちゃのナイフを入れ、胸の谷間に挟んでいたらしい。

　器用すぎんだろ、その胸。あとデカい。

「あーあ、こんなシチュエーションに備えてドッキリ七つ道具用意しといたのになー」

「あと六つもあるのか……よく俺をからかうためだけにそこまで下準備できるな」

「そりゃもう彩羽ちゃんの生き甲斐がいですから☆」

「もっとマシな生き甲斐見つけろよ……」

　はあ、とため息をつくと、俺はふと彩羽が手の中でクルクル弄もてあそんでいるナイフが気になった。

「てかそのおもちゃのナイフ、どこかで見たことあるな」

「演劇部の小道具を借りたんです。ミドリ部長とはもうマブダチなんで」

「ああ、終業式の日に使ってたやつか。……まさかまた見ることになるとは」

「てゆーかセンパイ、待ちわびてたんですよ！」

「ん？」

「ここ面白おもしろいテレビ番組一個もやってないし、スマホも月末で通信制限がかかっちゃってるし、からかうセンパイはいないし、退屈すぎてガチで死ぬかと思いました！」

「オズとババ抜きでもやってりゃよかったろ」

「お兄ちゃんと一対一でゲームとかそれこそ拷問ですよ。……てか、チェックインした後すぐにフラッとどこかに出かけちゃいましたし。興味深いモノを見かけたーとか言って」

「あー、なるほど。好奇心を刺激されたのか。自由だなぁ」

「何言ってんですかセンパイ。そういうふうにお兄ちゃんを調教したのはセンパイでしょ」

「そりゃそうだけどな。極端なんだよ、あいつ」

　中学時代、ＰＣ上で起こる事象にしか興味を持てず、それゆえ他のクラスメイト達から誤解を受けがちだったオズに俺はアドバイスしたんだ。

　もっと積極的にいろんなものを見て、興味を持って、近づいてみろ……って。理解できなくてもいい。不思議な現象だなとかつまらない数式だなとか適当な感想を持つだけでもいい。

　とにかくまずは現実の物事に興味を持って、かかわろうとしてみてくれと言った。

　そうしたらオズの周りには新しい出会いが集まるようになったんだ。

　異常なくらい。お前は物語の主人公か何かかってくらい。

　まあでもすこし意識を変えただけで出会いが殺到するあたり、やはりオズは「持ってる」側の人間なのだろう。

「まーそんなことはどぉーでもいーんですよ。どぉーでも。とにかく退屈！　退屈だったんですーっ！」

　彩羽は畳まれた布団ふとんの上にどかっと尻しりからダイブし、両脚をバタバタ暴あばれさせた。

　ソックスに包まれた脚が空気を蹴けるのを眺めて、──おや？　と疑問が生じる。

「裸足はだしじゃないんだな。いつもラクな恰好かっこうしたがるのに」

「んー」

　ぴたりと脚の動きを止め、爪先つまさきをじーっと見つめる彩羽。そのポーズのまま停止されると、ふとももの付け根のあたりからスカートがまくれて目のやり場に困るからやめてほしい。

「まー出先で裸足になるのもアレかなって」

「じゃあ何で俺ん家だと裸足なんだよ。お前にとっては立派に出先だろうが」

「そりゃもうセンパイの部屋は私の部屋、みたいなところありますから♪」

「ひどいジャイアニズムだ……」

　彩羽との会話でどっと疲れが噴き出して、俺はその場に座り込んだ。

　風呂に行く気力もどこかに消えていた。けっして彩羽と会話していたら緊張が一気に解けたとかそういうプラスな話ではないことをここに強調しておこう。うん。

「そーいえばセンパイ、聞きました？」

「何がだ？」

　畳の上で猫のようにごろごろしながら彩羽が言う。

「『菖蒲の間』には絶対に行くなって。女将さんから」

「ああ、その話か」

　彩羽に言われ、俺は隣の部屋──『菖蒲の間』がある方向の壁を一瞥いちべつした。

「イヤ～な感じですよね。よりによって隣の部屋ですから。幽霊でも出るんですかねー」

「『入るな』ってだけで、怪奇現象が起こるって言われたわけじゃなし。怖がることもないだろ」

「それフラグですよ、センパイ。気を抜いてると隣から亡霊の唸うなり声が聞こえて──」
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「──え!?」

　彩羽が機敏に壁の方を振り返る。

「せ、センパイ。今の声──」

「お前な、白々しいぞ。何度も同じ手が通用すると思うなよ？」

　俺はたしかにここ最近、彩羽のホラー系の声芸で幾度となくビビらされてきた。

　だが俺が心霊現象にビビ……否いな、驚くのは、不意に生理的嫌悪感を刺激されるからだ。

　覚悟さえできていれば、相手が彩羽だと理解できていれば、それほど驚いたりはしない。

　不気味な声出しやがってとは思うけどな。

「ち、違いますよセンパイ。私は何もしゃべってません！　隣の部屋から──」

「はいはいコワいコワい」

「もう！　真面目まじめに聞いてくださいよ！　ガチで隣から聞こえたんですって、ほらっ！」

　彩羽は日光東照宮の『言わ猿』みたいに両手で口を押さえる。

　これでもう普通の発声はできないはずだが──……。
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　苦しげな呻うめき声は今なお聞こえ続けていた。

「ほらああああああ！　聞こえましたよね？　聞こえましたよね!?」

「い、彩羽はスゴイナー、腹話術でもホラーの声を出せるんダナー」

「現実逃避しないでください！」

「現実だってんならもっと現実味のある展開を用意してくれよ！　何だよこのオカルトホラーな流れは！」

「そんなこと私に言われても困りますって！　っていうかこの旅館、マジで呪われてるんじゃないですかね！」

「待て落ち着けこんなときこそ冷静に対処するんだ。怪異攻略の鍵は、怨霊おんりょうの台詞せりふの中にあるのが定番だろう。つまり──」

「──このつぶやきをしっかり聞けば、オバケ撃退方法がわかる……!?」

「そうだ。薄気味悪いが仕方ない。我慢して、しっかり話を聞くんだ。──てわけで頼んだ」

「ええええ、嫌いやですよ！　センパイが聞き耳立ててください！」

　どすこいどすこいと壁際に彩羽を押して行くと、彩羽は真まっ青さおになって反発する。

　互いに揉もみ合あいになりながらも一歩ずつ壁際に近づいていき、やがてその呻き声がハッキリと聞こえる距離まで来てしまう。
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「ひっ！」

　彩羽がビクンと震え上がり、泣きそうな目で俺を見つめてきた。

　これはさすがに演技じゃなさそうだ。世にも珍しい彩羽のガチビビリ、ガチ泣きである。

「絶対アレですよ。あの有名な。いちまーい、にまーいってやつ！」

「番町皿屋敷か。江戸時代の古い怪談話だが、村自体が時代を間違えた雰囲気だからな……」

「きっと間違いありません。ほら、怨念の続きが始まりますよ」
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「……何か多くね？」

　聞き間違いじゃなければ、五十一枚、五十二枚と言ったような気がする。

　何枚皿を失くしてるんだか知らんが、元ネタの伝承より遥はるかに多いのは間違いなかった。

「時代をまたいだら増えたんですよ、たぶん」

「んな適当な。これ、本当に怨霊なのか？」

　だんだん疑わしい気分になってきた。そもそもこの声、どこかで聞いたことがあるような。

　どこだったかな、と考えていた思考はすぐに遮さえぎられた。

「二人とも、今すぐ壁から離れるんだ。──その声は、聞かない方がいい」

　突然声をかけられて振り向くと、そこにいたのはオズだった。

「オズ……！　今までどこに行ってたんだ？」

「道を歩いてたら奇妙な倉を見つけてね。興味を惹ひかれて見に行ったら、座敷牢に囚とらわれてる儚はかない印象の女の子がいたんだ」

「念のために聞くけどそれ実在してるんだよな？　どう見てもエロゲの世界のヒロインだが」

「もちろんしてるさ。『菖蒲の間』の噂うわさも、その人から聞いたからね」

　そう言いながらオズは客室を横切り、広縁に置かれたマッサージチェアに深く腰掛けた。

　俺も彩羽も無意識のうちに壁際から距離を取り、座椅子に座っていた。

「『菖蒲の間』の『あやめ』って言葉は、人を殺あやめる──つまり『殺めの間』とも呼んでね」

「『殺めの間』……」

　物騒すぎる単語の登場に、自然と喉のどが鳴る。

「具体的にどんな場所かはわからないみたいだけど、いわくつきの部屋であることは間違いないらしい」

「事故物件ってことかよ。おい今からでも遅くない、部屋を変えようぜ」

「さ、賛成！　せっかくの旅行なのに呪われたら台無しってレベルじゃないですし！」

「ところがどっこい、この村の中に逃げ場はない」

　オズはベランダから暗くなった外を見上げる。そこには煌々こうこうと輝く白い月が浮かんでいる。街灯ひとつない村の中でただひとつ、夜道を照らしてくれる光源だ。

「この村にはもうひとつ、呪われたわらべ唄の噂があってね。ことりの唄って言うんだけど」

「ことりの唄……まさか……！」

「知ってるんですか、センパイ？」

「ああ。影石家の屋敷に行く途中に、それらしき唄で遊んでる子どもを見かけた」

「『ことり』は『子捕り』──つまり子どもを攫さらう暗示が込められてるらしい。子どもが夜に出歩こうとすると、どこからともなく『ことりの唄』が聞こえてきて、どこかに連れ去られてしまうらしい」

「『殺めの間』に『ことりの唄』。……どこもかしこも怪異だらけで、逃げ場はないってことか」

「そう。呻き声が聞こえないように、反対側の隅っこに集まって寝るしかないだろうね。狭いだろうから、布団は二人で使っていいよ」

「いやオズが布団使えよ。疲れてるんだろ？」

「大丈夫大丈夫。僕はここで寝たいんだ」

　そう言ってオズはマッサージチェアの電源を入れる。うぃんうぃんと間抜けな音が聞こえて、それまでキリッとしていたオズの表情がとろける。

「あぁ……♪　凝り固まっていた背中がほぐれる……」

　普段からデスクワークだし、最近は旅行のための準備で根を詰めていたようだから、余計に効いているんだろう。

　まあ、オズが良いと言うなら俺としても強硬な態度を取るつもりはない。

「センパイ、どうします？」

「そうだな……」

　オズの言葉を１００％信じるわけにもいかない。オズが出会ったという座敷牢の女の子とやらは、これまでのオズの謎のエロゲヒロイン遭遇イベントと同じく、実在はするけど一生俺と出会うことなく観測されないまま終わる女だろう。ぶっちゃけ人生においてまったく交わる予定のない人間からの情報にそこまで振り回されてやる義理はない。

　が、彩羽の顔には不安の色が払拭ふっしょくしきれておらず、そっと握られた服の袖そでを通して彼女の震えも伝わっている。

　その不安を解消してやるくらいのことは、男としての義務だろう。男として、なんて最近ではポリコレ的に叩たたかれそうだが世間一般にどうこうじゃなくて俺自身のポリシーの問題だ。

「わかった。隅に固まって寝よう。──だけど、睡眠の邪魔はするなよ？」

「し、しませんよ！　今回ばかりはそれどころじゃありません」

「ならよし。今夜は一時休戦だ。怨霊をやり過ごす。いいな？」

「……了解、ですっ」

　ビシっと敬礼する彩羽。さすがのウザ女もガチ怨霊相手に無理はできないらしい。

　もしかして怨霊をうまく飼い馴ならせば彩羽のウザ絡がらみを回避できるのか？

　修験者しゅげんじゃになりその術を獲得すれば効率アップでは？

　──いや、駄目だ。下手へたを打って自分が呪われたらそれこそ非効率的だ。そもそも修験道を学んだからといって、自分に超常的な能力が宿るとは限らない。リスクとリターン、期待値が見合わない投資は投資ではなくただのギャンブルだ。

　うん、やめておこう。けっして怨霊が怖いとかではなく。うん。




　こうして。

　俺、彩羽、オズの三人は怨霊の気配濃厚な旅館で、何事も起きないことを切に願いながら、ひっそりと一夜を過ごすことになったのだが──……。

　俺達の祈りをよそに、事件は起きてしまった。





＊






「これは……事件すぎる……」

　深夜。時計を確認していないが、たぶん午前二時を回る頃。

　丑三うしみつ時どきと呼ばれる時間。

　本来ならばとっくに就寝している時間帯にもかかわらず俺の目はギンギンに見開かれ、脳は冴さえ渡わたっていた。

　あのあと俺達はそれぞれのタイミングで大浴場へ行き、観光地でもないくせにやたらとクオリティが高い天然温泉を堪能してから部屋に戻り、就寝することとなった。

　至ってあたりまえの何の面白味おもしろみもない流れだった。

　──床に就くまでは。

「んー……むにゃむにゃ……ふぇんぱぁい……」

「眠れん……」

　俺の安眠を妨害する元凶──小日向こひなた彩羽は、幸せそうな寝顔で爆睡していた。

　布団に入ってから二十秒後くらいには、もう寝息を立てていた。

　それ自体はべつにいい。寝つきが良いのは結構なことだ。寝る子は育つというし、安定したリズムの睡眠は脳機能を効率化する上でも理想的。だからそのことに文句を言うつもりは一切いっさいない。

　しかし何故、俺の腕を抱き枕にしている？

　オズの提案通り二組の布団を『菖蒲の間』と反対側の壁に寄せて敷き、俺と彩羽はそれぞれ別の布団で寝ていた。寝ていたはずだったのだが、気づけばこんな体勢になっていた。何を言っているのかわからないと思うが俺も何が起きたのかわからなかった。寝相が悪いとかそんなチャチなもんじゃ以下略。

　風呂から上がってこの方、身にまとっているのは旅館によくある頼りない浴衣一枚だ。

　その下に下着をつけているのかは定かではないが、さっきから合わせ目の隙間からちらちら見えそうになっている肌色の面積から計算するとどうシミュレーションしても「つけてない」という結果が出力されてしまうわけで。

　思春期の男子高校生であるところの俺は念仏唱えながら見て見ぬフリをするしかないわけで。

「馬鹿ばか、お前。男の前で、なんつー無防備な」

　心臓をバクバク鳴らしながら、そーっと腕を引き抜いていく。
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　ようやく腕の表面から柔らかな感触が消えたと思ったら、んん、と彩羽が切なげな声を漏もらした。

「いかないで……」

「!?」

　俺の腕を探すように彩羽の手が空を彷徨さまよう。

　親に突き放された子どもみたいな行動に思わず胸がきゅっと絞めつけられる。

　コイツ、そんなに寂さびしい想おもいをしていたのか？

「いっちゃやだ……まだいかないで……」

「彩羽……」

　逃がしていた腕の動きを止めてしまう。

　すると彩羽の手が追いついて、俺の腕にふたたび触れる。

「あ……♪」

　と、嬉うれしそうな声。表情もどこかホッとした様子だ。

　そして──……。

「もう。勝手にイッちゃだめですよ。早漏センパイ☆　……むにゃむにゃ」

「はっ倒すぞ」

　ぺい、と無遠慮に腕を引き剝はがした。

　今度は体を離しても彩羽はむふふ、と上機嫌な様子のままだった。どうやら夢の中ではまだ『センパイをからかってやったぜタイム』が継続中のようだ。

　つーかこれ旅館に泊まる前にやった賭かけに勝ってるんじゃないか、俺。景品に胸を揉ませるとか何とか言ってた気がするが、全力で揉みしだいていいんだろうなぁオイ。やらんけど。

　まあ本人に意識がない以上ウザ絡みで睡眠妨害しないという約束は守られているのかもしれんが、それはそれとして眠れんもんは眠れん。寝ている間もこれとか、彩羽のウザさはＤＮＡに刻み込まれたものなのかもしれないな。

「……これからどうしたもんか」

　あきれていたら無防備彩羽に刺激された性欲は収まった。

　しかし目が冴えてしまった事実は変わらない。

　とりあえず電子書籍サイトで本でも読むか。活字を読んでいればだんだん眠くなって寝落ちするだろう。

　そう思って起き上がり、スマホを充電している床の間の方へ足音を立てないように移動する。

　すると──……。




　カタ……。カタ……。カタカタ……。




　壁の向こう側──『菖蒲の間』の方から、何か硬い物を叩くような音が、微かすかに聞こえた気がした。

　その音は奇妙なリズムを刻んでいる。一定のリズムでテンポよく鳴っていたかと思うと急にピタリと止まったり、思い出したように再び音が鳴り始めたりといまいち安定しない。

　聞いたことのある音のような気もしたが、どこで聞いたのか、何の音だったのか、考えても思い出せない。

　とても大事な音。忘れちゃいけない音だったはずなのに。

　そんな俺の思考を遮るように、音の隙間に奇妙な呻き声が混じる。




『うう……アキ……アキ……』

「え？」




　名前を呼ばれた気がした。

　絶対にそんなはずはないのに、でもたしかにその声は「アキ」と言った。

　もう一度確かめたくて壁に耳を押し当てると、やはりカタ……カタ……という音が聞こえ、そして。

『アキ……アキ……』

　聞こえた。間違いない。たしかに「アキ」と言っている。

　もしかしたら偶然かもしれない。俺の名前とはまったく関係なく、他の意味を持つ言葉なのかもしれない。だけど。

「このままだと気になって、余計に眠れない……！」

　何故、縁もゆかりもない田舎村の旅館で、俺の名を呼ぶ怨霊がいるのかわからないが。

　疑問を疑問のままにしては快適な睡眠など取れるはずもないのだ。

　これ以上睡眠効率が下がれば明日、そしてそれ以降の生活リズムも崩れてしまう。

　怪奇現象はけっして怖くない──という強がりはもうやめておこう。ああ怖いさ怖いとも。

　だが恐怖よりももっと譲れないものがある。怨霊が俺の生活を、俺の効率的な日々を脅かすというならば、立ち向かってみせる。……怖いけど！

　俺はスマホを手にする。鞄かばんの中を漁あさり、お札を十枚くらい適当につかみ取る。準備万端。

　足音を忍ばせて『桔梗の間』を出て、暗い廊下に出た。消灯時間を過ぎた旅館の廊下は目と鼻の先も見えない暗闇くらやみで、スマホのライトで足元を照らしてようやくまともに歩けるくらい。立っているだけで本能的な恐怖に震えそうになる。

　ドス！　ドス！　と自分の脚を叩いて震えを抑え、俺は意を決して『菖蒲の間』の前に立つ。




『立ち入り禁止！』『開けるな危険！』『のろい！』

『邪魔するな！』『開放厳禁！』『余命三日！』




　おどろおどろしい貼はり紙がみの数々が、ドアを埋め尽くさんばかりに貼りつけられている。

　どこからどう見ても呪われた開かずの間だ。

　あまりの物々しさに足が竦すくむ。

　しかし、カタカタという音と、アキ……と呼ぶ声は断続的に聞こえ続けている。

　このまま立ち去るなんてあり得ない。

　ゴクリを喉を鳴らし、俺はドアをノックしようとして──……。




　こーとーりー　こーとーりー




「──!?」

　その手が、止まる。

　どこからか聞こえてきた愉たのしげな童女の歌声。

　しかもそれは『菖蒲の間』よりもさらに奥の奥、暗闇の中に沈んだ『金糸雀かなりあの間』と書かれた部屋から漏れ聞こえていた。

　深夜。丑三つ時。

　大人でさえ寝静まっている時間に、いったい誰だれが歌っているんだろうか。

　しかもそのフレーズは、よりによって。




　こーとーりー　こーとーりー　ことりの商人　やってきた

　こーとーりー　こーとーりー　鳴いてる子を　売りにきた

　親は東に　日は西に　三時のおやつに　おいでませ

　親は東に　日は西に　三時のおやつに　おいでませ




　例の、呪われたわらべ唄なのだ。

　なんでこの一番怖いタイミングでこの唄が聞こえてくるんだよ！　ナメてんのか！

　深夜にもかかわらず怨霊の正体を突き止めようとする子ども──俺を魔界へと連れ去るために、『子捕り』がやってきたということだろうか。

　クソが。ここにきて畳みかけてきやがって。そんなに俺を怖がらせて面白いのか。

　だんだんムカついてきた。何だこの燃え滾たぎるような黒い感情は。最近もどこかで経験したような。

　──そうだ。彩羽だ。

　奴も俺を怖がらせてその反応を愉しもうとしてきた。

　そうか。これは怨霊流のウザ絡みなのか。

　そう考えたら途端に恐怖よりも怒りが上回って、脳内でドーパミンが活性化してきた。

　やられっぱなしでたまるかよ。

　こうなったら意地でも怨霊の正体を突き止めてやる。覚悟しやがれ、クソったれめ。

　呪い殺せるものなら呪い殺してみやがれ。そしたら俺は『黒き仔山羊の鳴く夜に』のような物語をリアルで体験し実質二次元の世界と同化するという全オタクの夢を叶かなえられるんだ不幸どころか幸福だ残念だったな怨霊めハッハッハ!!

　俺は半ばヤケクソで『菖蒲の間』のドアをノックした。

　おら、いるんだろ怨霊！　さっさと出てこいやちくしょう！

　すると──……。

　カタカタと鳴っていた音はピタリと止やみ、「アキ」というつぶやきも止まった。

　そして、きぃ……と。

　ゆっくりと。

　ゆっくりと、扉が開いていく。




　ぎょろり。




　扉の隙間から、赤い目が覗いた。目と目が合う瞬間ＫＩＬＬだと悟った。

　瘦やせこけた頰。灰のように真っ白な髪。充血しきった赤い目と、対照的に血が通っているとは思えない青白い肌。

　今の俺の気持ちを端的に表すと「後悔」である。

　もう戻れないとわかっているが、今すぐ数分前に時を戻して冷静に怪異をスルーする選択肢を選びたくなった。

　瞳ひとみを逸そらせないまま、俺とその目はしばらく見つめ合った。そして。




「うわああああああああああああああああああああ!?」

「きゃああああああああああああああああああああ!?」




　重なり合う悲鳴。

　片方はもちろん死を悟った俺のものだ。断末魔としても併用できる百点満点の悲鳴といえる。

　そしてもう片方もなかなか優秀。サメ映画やホラー映画のたぐいで、死んだ瞬間の映像を見せずとも悲鳴だけで「ああ死んだんだな」と理解できる芸術的な悲鳴だった。

　──でも何で怨霊まで悲鳴を上げてるんだ？

「どうしたチュン!?」

　しかも何か『金糸雀の間』のドアも開いてよくわからない語尾の新キャラ女が出てきた。

「センパイ、無事ですか!?」

「何か面白いイベントでも起きた？」

　さらに『桔梗の間』からは彩羽とオズが飛び出してきた。

「きゃああああああ！　きゃああああああ！　変質者！　痴漢！　死ね！」

「誰が変質者だ！　被害者面づらすんな怨霊野郎！」

「こらそこの変態！　その子から離れるチュン！」

「チュンチュンチュンチュンうるせえ！　無駄に濃いキャラが何の脈絡もなくあたりまえの顔で出てくんな！」

「そっちこそセンパイから離れてください、オバケ！」

「アキ、状況を説明してくれる？」

「お前らいっぺんにしゃべるなーっ!!」

　まさに混沌カオス。何が何やらわけがわからない。

　だいたい変態って何だよ。離れろも何も俺はこの怨霊から呼ばれて──ん？




「真白ましろ……？」

「ア……キ……？」




　俺と怨霊は同時にピタリと停止。

　互いの顔をしっかりと確認し合う。

　するとそこにいたのは、目は充血し、頰は瘦せ、肌の色艶いろつやはないが──……。

　まぎれもなく俺のよく知る少女。

「お前……まさか……」

「あ……アキだ……。え？　どうして、ここにいるの？」




　お隣さんにして従姉妹いとこにしてニセの彼女、月ノ森つきのもり真白だった。





＊






　俺達は状況を整理するためにとりあえず『桔梗の間』に集まることにした。

　ずいぶんと騒いでしまったため、女将が二階まで様子を見に来たので平謝りしたわけだが、彼女は気にしないでいいと笑い飛ばした。どうやら現在この旅館に宿泊しているのは、俺達と真白達の計二組だけらしく、迷惑をかける他の客がそもそもいないらしい。

　さすが限界集落。本当に大丈夫なのか、ここの経営。

　それはさておきそんなわけで、俺、彩羽、オズ、真白、謎の語尾チュン女は『桔梗の間』の座卓を囲んでいた。

「えーっと、つまり『菖蒲の間』に泊まっていたのは真白だった……ってことか？」

「う、うん……」

「旅行に行けないって話だったけど、まさかこんなところで会うとは」

「そ、それは真白のセリフ。みんな、海に行ったんじゃなかったの？」

「そのはずだったんだけどな、急に予定が変わった。菫すみれ先生の実家に立ち寄らなきゃいけなくなったんだ。婚約者として当主殿に挨拶あいさつしてきた」

「は？」

「ニ、ニセの婚約者としてだよ。今の充血した目で凄すごまれると怖いからやめてくれ」

　ＳＡＮ値ってものが実在するなら今日一日でだいぶ削れた。

　というか、俺達のことなんてどうでもいいんだ。

「真白先輩はどーしてここにいるんです？　そっちのちっちゃくてフリフリの可愛かわいい人は？」

　そうそれ。よく言ってくれた、彩羽。

　今この場で一番気になる謎。それは、ちょこんと何食わぬ顔で座ってる語尾チュン女だ。

　小学生高学年、あるいは中学に入り立てくらいの幼い見た目。西洋人のような金色の髪をオシャレに綺麗きれいにまとめ上げ、夜にもかかわらずフリフリのゴシックドレス、室内にもかかわらず日傘を差している滅茶苦茶めちゃくちゃキャラの濃い女の子。

　彩羽に水を向けられた彼女は、そっと片手を耳に当ててこう言った。

「え～？　今、カナリアちゃんのこと世界で一番カワイイって言ったのだぁーれ？　カナリアちゃんはみんなのアイドルなんだから、口説くどこうとしたら駄目だチュン♪」


「…………」



　彩羽が死んだ目で俺を見てきた。やめろ、こっち見んな。俺だって困惑してるんだよ。

　何だこの女は。究極的に寒いぞ。語尾の「チュン」に合わせて可愛いポーズを取ってるのがまた痛い。

「も～ノリ悪いゾ。本当はファンのみんなにしかやらない特別なアレを見せてあげたのに～！　チュンチュン！　カナリアちゃんおこだチュン！」

「ファンて。地下アイドルか何か？」


「えぇーっ！　カナリアちゃんのこと知らないの？　おっくれってチュ～ン！」



「ウッッッザ!!　センパイどうしましょう、この子、私のアイデンティティを脅かすレベルでウザいんですけど!?」

「安心しろ彩羽、俺も同意だ。まさかお前を超える逸材が現れるとは」

　言動、ポーズ、声。そのどれもが針の穴を通すように不快な場所に刺さる芸術的なウザさ。

「耳の穴を綺麗綺麗してよ～く聞いてネ！」

　彼女はパチンとウインクをすると、キラッ☆　と顔の横でピースを決めて。

「重版確率１００％！　『面白い』はここにある！　喜劇も悲劇も惨劇も、過激に素敵に届けまチュン！　ＵＺＡユージーエー文庫のアイドル編集・綺羅星きらぼし金糸雀カナリア、十七歳♪　お見知りおきをよろしくネ♪」

　リズムよく自己紹介してみせた。

　──あれ？　でもこの自己紹介、どこかで聞いたことあるな。

　記憶の隅に引っかかるものがあり、俺は眉まゆをひそめた。綺羅星金糸雀。きらぼしカナリア。

　いや待てよ。今、ＵＺＡ文庫って言ったか？

「あ……あーっ！　思い出した！　カナリアさんって、あのＳＮＳで話題になってる、ＵＺＡ文庫のエース──巻貝まきがいなまこ先生の担当編集!!」

「ピンポンピンポーン！　正解だチュン♪」

　ＵＺＡ文庫はＳＮＳを積極的に使う編集者が多いことで有名なレーベルだ。

　しかしその中でもひと際きわ露出量が多く、オンリーイベント、ＣＤの販売にライブ、さらには編集者単独のサイン会など、好き放題にアイドル活動を展開し話題を呼んでいる編集者こそ、この女の子──否、確定で成人女性なのでここは『女』と表現しよう──この女、カナリア、こと綺羅星金糸雀なのである。

　その活動には賛否両論ある彼女だが、身を切った営業努力と、ウケる作品を敏感に嗅かぎ取る天性の嗅覚きゅうかくのおかげか担当作品は重版連発、いまだかつて一度も打ち切りをさせたことがないという。







[image: ]







　次期編集長との呼び声も高い、超敏腕編集だ。

「どうして巻貝なまこ先生の担当さんがここに……っていうか、真白と一緒に……？」

「あ……あ……あの……」

　真白は真っ青になっている。困ったように、俺とカナリアの顔を交互に見る。

　カナリアはきょとんと首をかしげて。

「何でって、そりゃあ真白ちゃんが巻まき──」

「マキナック橋！」

「みしがんっ!?」

　橋を渡すような勢いで右手を伸ばし真白がカナリアの口をふさいだ。

　ばたばたと暴れるカナリアだが、結構強い力で押さえつけているのか、拘束が外れる気配がない。

「何するチュン真白ちゃん!!　く、苦しっ……ギブギブ！」

「あ、あのね、カナリアさん──カナリアお姉ちゃんは、真白のお姉ちゃんなのっ」

「え？　姉妹しまい？」

「そ、そう。姉妹で旅行に来てた、だけ。ホント、それだけだから」

「真白……お前、姉ちゃんなんていたっけ？」

　幼い頃はよく月ノ森家に遊びに行っていた。記憶は曖昧あいまいとはいえ輪郭だけはハッキリと覚えている。

　あの家にいたのは真白と、真白の兄貴。俺にとっては従兄いとこであり友達でもあった彼だけが、真白の『きょうだい』だったはずだ。

「……そうだった」

「おいおい」

　何だその反応。自分の家族構成を忘れてたのかよ。

　というか、じゃあ何なんだこのカナリアって女は。

「あ、あのね、アキ。驚かないで。このお姉ちゃんはね。……実はお兄ちゃん、なのっ」

「マジかよ。お前、性転換してたのか」

　べつにそれで特別にどうとは思わんが、純粋に意外だった。

　最近会ってないからどうしてるかと思ったら、まさか性別を変えていたなんてなぁ。

「ちょ、真白ちゃん！　意味わかんないチュン。いきなり何──」

「んっ！　んっ！」

　真白の手から口を離し、声を上げるカナリア。そんな彼女に対してバチン、バチンと連続で瞬きしまくる真白。よくわからんが、何かをアイコンタクトで伝えようとしているようだ。

　するとカナリアは何かを察したような顔になる。

「そうだチュン！　カナリアちゃんは真白ちゃんのお兄ちゃん！　昔は単車乗ってヤンチャしてたけど、今は立派なアイドルだチュン♪」

「あんた絶対ニセモノだろ」

「何故バレた!?」

「いや、あいつ、自転車で盛大にコケてからトラウマになってたし。単車ってバイクだろ？　そんな奴がバイク乗れるようになるわけないだろうが」

「ええええ、そんな設定知らないチュン！　ていうか全然知らない人間のフリなんて、無理だチュン！　無茶振りはやめて！」

「ご、ごめんなさい……」

　カナリアに怒られて、真白はシュンと小さくなった。

　完全に主従の関係が完成されてる。

　それを見て、俺はひとつの確信を得ていた。

　きっとこの二人は姉妹関係ではないし、ましてや友達同士ってわけでもないだろう。

　それなのにどうしてこんな限界集落の旅館に二人で泊まっているのか？

　片やＵＺＡ文庫のエース編集。片や最近忙しいらしい真白。

　そして今日、菫から聞いた言葉を思い出す。




『たまに廃墟マニアや〆切間際まぎわの漫画家とかが缶詰旅行に来るそうよ。周りに遊ぶ場所がなさすぎて捗るらしいわ』




　これらの情報から導き出される結論はただひとつだ。

「真白、べつにもう隠さなくていいんだぞ。大丈夫、俺はわかってるから」

「え……!?　ま、待って。違うの。そうじゃなくて──」

　真白は慌てた様子でパタパタと両手を振る。

　その手のひらに、特に指先にたくさんのたこができているのを見て、俺はさらに確信を深める。

　疲れ切った顔色。充血した目。そして指のたこ。

　これらが示す事実はただひとつ。

「真白。お前は小説を書いてたんだよな。それも、ＵＺＡ文庫の担当編集と一緒に缶詰旅行をしながら」

「……！　それ、は……」

　真白の声が細くなる。真白は隠し事が苦手だ。噓うそはすぐに顔に出るし、あっさりと本音を口にしてしまう。なのでこうしてハッキリと否定ひていできなくなった時点で、ほぼ確定なわけで。

　真白は小説を書いてる事実をクラスメイトに晒さらし上げられた過去がある。

　書いてるものへの自信もそんなになさそうだった。

　だから言いたくないんだろう。俺や《５階同盟》の仲間にも明かさず、ひっそりと自分だけの秘密にしようとしていた。

「水臭いな。べつに隠してたことを責めるつもりはないんだ。お前がそう決めたことを、俺がとやかく言う資格はない。でも、いざバレちまった今になっても、頑かたくなに隠さなくてもいいだろ」

「アキ……」

　真白が胸の前で小さな手を握り締める。

「アキは、幻滅しない？　真白、今までずっと黙ってたんだよ？　ずっとずっと、知らんぷりして。こんなもの書いてるんだ、こんな妄想してるんだって、アキやみんなには知られたくなくて……」

「プロの編集者の目で認められた妄想は、ただの妄想じゃない。それはもう市場価値のある、商品だ。もっと自分を誇ってもいいんだよ。だから──」

　俺は、にっと笑ってみせる。

　ネガティブな真白を安心させられるように、なるべく柔らかな笑みを意識して浮かべてみせる。




「おめでとう真白。良かったな、担当がついて。しかも巻貝なまこ先生と同じ担当編集なんて凄いじゃないか。大ヒット間違いなしだ！」




「……ん？」

「まさか新人賞に挑戦どころか、もう担当がつくまでになってるとはなぁ」

「……んん？」

「まさか本当にＵＺＡ文庫。本当に巻貝なまこ先生の後輩になるなんて」

「……んんん？」

「いつ拾い上げられたんだ？　俺はてっきり夏休み中に投稿作を書いてるもんかと──」

「ちょっとまって」

「ん、どうした？」

「もしかして真白のこと、作家志望だと思ってる？」

「ああ。あ、でもこの場合『元・作家志望』になるのかな。いや実際に本が出版されるまではまだアマチュアか？　うーん、定義が難しいな」

「や、定義はどうでもいいんだけど。えーっと。うん……」

　真白は片手で頭を押さえて何か考えている。

　そして、くいくいとカナリアの袖を引いた。

「ちょっときて」

「どうしたチュン？」

　部屋の隅に固まって、真白とカナリアが何やらひそひそ話をしている。

　それを見た彩羽が俺に耳打ちした。

「何こそこそ相談してるんでしょうね？　もしかして小説書いてるの知られたくないから？」

「かもな。知らんぷりしてやるのも仲間の甲斐性かもしれんが……」

「真白先輩の頑張りをまっすぐ讃たたえてあげたかった、的な？」

「俺の脳内を勝手に読むな」

「あは☆　センパイの考えとか全部お見通しです！　ホント良い人だなぁ」

「……からかうんじゃねえよ」

　そもそも、良い人、と言われるようなことなんだろうか。

　真白は《５階同盟》の成功のためにニセ恋人をやっている相手ってだけで、《５階同盟》のメンバーじゃない。彼女の小説が誰に評価されようが、《５階同盟》には何のメリットもないし、俺自身の成功への道筋を効率化することでもない。

　だからこれが利害関係を超えた素直な感情で、それゆえに『良い人』と表現してるんだろうけど。

　俺はべつに真白に担当編集がつくまでの道をサポートしてやったわけでもないし作品づくりのアドバイスをしてやったこともない。

　これは真白が自分で挑戦し自分で摑つかみ取ったチャンスだ。

「頑張りをねぎらう程度のことは犬や猫でもできる。真白に何も貢献してやれてないのに良い人面なんかしたくない」

「ひねくれてるなー、もう。ま、そこがまたセンパイらしくて好きですけど☆」

　にひっ、と笑う彩羽。照れくさくて見ていられず、俺は目を逸らした。俺と彩羽の小声でのやり取りが終わると同時に真白とカナリアも作戦会議を終えたらしく、とてとてとこちらに戻ってきた。

「結論、でた。真白は……担当さんがついて、デビューを目指してる新人作家」


「惜しくも受賞しなくても有望だと感じた作家さんには声をかけて、次の新人賞受賞に向けて一緒に頑張ろーってお誘いすることもあるチュン。つまり真白ちゃんの才能にビビビーーーっと来ちゃって、カナリアちゃん猛烈スカウトＬＯＶＥコールってコト♪」



　真白とカナリアは息ぴったりにそう説明する。

　なるほど、やはりそうか。完全に予想通りだったな。

「でもこの巻まき──真白ちゃんてば、〆切近いのにぜーんぜん原稿上げられなくてね？　こうしてカナリアちゃん御用達ごようたしの缶詰旅館に連れてきたってわけチュン」

「御用達……？」

「カナリアちゃんクラスのスーパー編集にもなると、原稿の進捗がのろい作家さんを監禁──モチベーションを上げるのにベストな缶詰部屋の候補をいくつも持ってるチュン。この影石村の旅館は村の暗い雰囲気も合わさって、真白ちゃんの作風にピッタリでネ」

「じゃあ『菖蒲の間』の貼り紙や女将さんの言葉は──」

「原稿に集中させたいから誰も入らせないでくれってお願いしたチュン」

「『金糸雀の間』ってもしかして──」

「作家さんをぶち込むたびに予約取るのめんどくさいから、ポケットマネーで一年分部屋を押さえてたら、『金糸雀の間』って名前がついたチュン」

「さっき『金糸雀の間』から聞こえてきたわらべ唄は──」

「あれは担当作家が作中にオリジナルの童謡を出したいって言うから、カナリアちゃんが仕方な～く作詞作曲した、オリジナルの童謡だチュン♪　小鳥ちゃんのかわゆさ満点の名曲で、村の子どもにも大人気だチュン！　さっきも校了作業やりながら読み上げてたチュン！」


「そういうことかああああああ～～～……」



　怪異じみた現象に答え合わせがされ、全身から一気に力が抜けていく。

　つまりアレだ。このスーパーアイドル編集・綺羅星金糸雀──カナリアは、何度もこの影石村を訪れている。現地の人との交流も重ね、この村の新たな文化を生み出しつつあるのだ。

　何が呪われたわらべ唄だ。アホか俺。

「あはは。リアリストのアキがまさかこんなに信じるとはね」

「オズ。まさかお前、気づいてたのか？」

「常識的に考えて怨霊なんているわけないし。座敷牢の女の子に聞いたオカルト話も、ゲームのネタになると思って持ち帰ってきただけだから」

「うわ、お兄ちゃんさいてー！　さすがに今回ばっかりはセンパイの味方しますよ！」

「何言ってるの？　彩羽にはむしろ感謝してほしいな」

　オズはニコニコしながら言う。

「怨霊の話をしたからこそ、同じ布団で寝れたわけだし」


「ちょ……！　何言ってんの!?」



「オズ、お前……。まさかそのために俺達を怖がらせるようなこと言ったのか？」

「まあ僕としては二人がくっついてくれると嬉しいからね」

　白い歯を見せ、腹黒イケメン王子スマイル。

　そうだ。こいつも目的達成のために頭脳をフル回転させて戦略を練れる男なんだった。

　彩羽を俺に嫁入りさせたいって発言がもし冗談じゃないなら、ガチでこういう謀略を巡らせてきても何らおかしくない。

「まあ、何にせよこの旅館が本当のホラースポットじゃなくて良かった。これで安心して寝れるってわけだ」

「……ちょっとまって」

「ん？　どうした真白」

　ホッと胸を撫なでおろしていたところに声をかけられ、振り返る。

　すこし俯うつむきがちの真白は、ふるふると両腕を震わせながら。

「同じ布団で寝た。……って、どういうこと？」

「……!?」

　室温が、二度下がった。

　真白の全身から凄すさまじい冷気が流れだし、両の目には恐ろしい殺意の光が宿っている。

「ち、違う。あれは事故だ。彩羽の寝相が悪くて偶然俺の布団にだな」

「え、私センパイの布団に引きずり込まれてたんですか？　もしかして私達、一線を──」

「何もしてない！　というか言いながらゴミ箱を漁るのをやめろ！　何を確認してんだお前」

「証拠が出てくるんじゃないかと！」

「出てたまるか！　つーかＪＫ女子高生のくせに生々しい実地検分するんじゃねえよ」


「う……うぅ～～～……！　真白も、アキと同じ部屋で寝る……！」



　頰をふくらませた真白がひしっと俺の腕にしがみつく。

　彩羽に対抗心を燃やしているんだろう。心配しなくても、べつに俺と彩羽の間には何もないんだが。

「頑張んなきゃって、海に行くの我慢してた。でも、アキ達の顔見てたら、やっぱり我慢できない。夜くらいは、いっしょに……ひゃわっ!?」

「ま～しろチュン♪」

　不意に首根っこを摑まれて飛び上がる真白。カタカタと震えながら振り返る。

「も、もう遅いし。こっちの部屋で寝るの、だめ？」

「だぁ～め♪　センセイはこっちのお部屋でお原稿しましょうね～♪」


「やぁぁぁだぁぁぁ！　は～な～し～て～……！」



「ってワケで今日はひとまず退散するチュン。積もる話はお仕事が終わってからネ♪」

「は、はあ……また今度」

　その小柄な体のどこにそんな腕力があるのか、両手両足をじたばたさせて暴れる真白を引きずり部屋を出て行こうとするカナリア。

　ドアを開けて廊下に出る直前、ピタリと動きを止めて彼女は振り向いた。

「アキ君、だったよネ？　一個訊いてもいいカナ？」

「え。あ、はい」

「真白ちゃんから、キミが《５階同盟》ってチームでゲームを作ってるって聞いたことがあってサ。シナリオに、巻貝なまこ先生を使ってるトコだよネ？」

「か、カナリアさん。何を──」

「はーいはい。関係ない真白ちゃんは黙ってるチュン。これは大人の話だからネー」

「でも……」

「で、どうなのカナ。ＡＫＩ君？」

「……！　え、ええ。巻貝なまこ先生には、いつもお世話になってます」

　内心冷や汗をかく。もしかして怒られるのだろうか。うちの大事な看板作家に声をかけやがって、とか。

　そんな台詞を覚悟して俺はぐっと拳こぶしを握り締める。

「やーんやん♪　そんな怖い顔しないでぇ～。巻貝先生の時間を奪われてイラッ☆　としてるのは事実だけど、そのことを責めるつもりは全然ないチュン。そこは、巻貝先生を独占できないカナリアちゃんがよわよわなのがいけないだけだしぃ。──でも、一個だけ訊いてみたかったんだぁ」

「何を……ですか？」

「《５階同盟》に協力する根拠を、キミは巻貝先生に与えてあげられてる？」

「……！」

　童女のようなあどけない笑みで、こくりと首をかしげて。

　だけど針の如ごとく鋭い質問が俺の胸を刺す。

「巻貝先生はたぶん巻貝先生なりの理由で《５階同盟》を助けてる。ゲームの企画に惹ひかれたのか、それとも何か別の理由があるのかはわからないけどネ。でも《５階同盟》は、あの人に何かメリットを与えてあげられてるのカナ？」

「それ……は……」

　気づいていた。だけど気にしないようにしてきた。

　オズは彼自身の性格、人の気持ちや需要に対する共感力の低さゆえに自分だけで何かを作り、届けることができずにいた。

　紫式部先生むらさきしきぶせんせいは家のしきたりゆえに教職に就かねばならず、イラストを生業にすることができずにいた。

　彩羽は母の教育方針ゆえに役者を目指す道を進めず、学ぶことも表現することも許されずにいた。

　だけど巻貝なまこ先生だけは違う。彼はもともとプロの小説家で、何故か俺達に協力してくれているだけだ。

　もちろんアプリでの利益りえきの分け前は巻貝なまこ先生にも支払っているし、基礎的な原稿料も払っている。だがお金の面でも、本人のキャリア的にも『黒き仔山羊の鳴く夜に』のシナリオを書く時間で一冊でも多くの本を出版した方が儲もうかるはずなんだ。

　好意なのか気まぐれなのか。いずれにせよ、今の俺は巻貝なまこ先生に甘えてるに過ぎない。

「もし、《５階同盟》が巻貝先生を使い続けたいなら──」

　カナリアは日傘の先端をこちらに向ける。

「かの──彼に、何をしてあげられるか考えた方がいいヨ。ＵＺＡ文庫は──ううん、この私、綺羅星金糸雀は先生に最高の成功と、最強の名誉を約束する。作品をハリウッド映画化させて、世界に名を轟とどろかせてみせる」

「……ッ」

　あまりにも、壮大な夢。にもかかわらず、彼女──カナリアの瞳には一切の揺らぎがない。

　疑っていないんだ。自分ならできると。いや、巻貝なまこの才能は、世界に通ずると。一片のくもりなく信じているんだ。

　そしてそれは根拠のない虚勢などでは断じてない。

　巻貝先生にオファーする前に、担当編集の綺羅星金糸雀について調べたことがある。

　その際、彼女自身が記したエッセイ『輝きの作り方 -Beautiful Word World-』を読んだが、そこに綴つづられていた作家発掘の目のつけどころ、才能の伸ばし方、宣伝手法、コミカライズやアニメ化の戦略についてなどなど、一見頭の悪そうな軽い文体ながらもズバリと本質を突いたことが書き連ねられていた。

　プロデュースの教本として何度も読み返したくらいだ。

　その本の帯に書かれていたが、彼女は担当した作品をすべて重版させ、メディアミックスを数多あまた成功させ、全担当作品の発行累計は三千万部を超えている。

　実績が伴っている。編集歴を考えたらどう考えてもアラサーなのにこのプリティスタイルはきついものがあるものの、実力は確かなのだ。

「ちゃんと考えておかないと、ぜ～んぶウチが持ってっちゃうカラ♪」

　彼女はにっと無邪気に笑って言う。

　茶化ちゃかした笑みの中に、パプリカのように香る『本気』をまぶして。

「このカナリアちゃんがライバルだってこと、忘れないでネ？　──ＡＫＩくん♪」

　それだけ言い残すと、彼女は真白を連れて部屋から出て行った。


「…………」



「……センパイ、大丈夫です？」

　何も言い返せずにいた俺を、彩羽が気遣うように声をかけてくる。

「ああ……一応な」

「気にしなくていいですよ。ＬＩＭＥの雰囲気見ればわかりますけど、巻貝先生もうマブダチって感じじゃないですか。センパイのこと見限ったりは──」

「フォローありがとな。でも、それはべつにいいんだ。あのカナリアって人の言うことは一理あるしな」

　これまで俺は何人かの『凄い大人』と出会ってきた。

　月ノ森真琴まこと。ハニープレイスワークス代表取締役社長。大きな組織を率いるリーダーとしてまだ俺が絶対に勝てない相手。

　天地乙羽あまちおとは。天地堂てんちどう代表取締役社長。効率的な手法を以もってビジネスを成功させるマーケター、データサイエンティストとしてまだ俺が絶対に勝てない相手。

　そして、綺羅星金糸雀。彼女のプロデュース能力に、まだ俺は逆立ちしても勝てないだろう。

　彼女もまた俺達が目指す世界の先達であり、俺が超えなきゃいけない人間の一人ってわけだ。

「むしろ目が覚めたよ。……やっぱり、考えなきゃ駄目だ」

「センパイ……？」

　心配そうな様子の彩羽を見てさらに決意は深まる。

　ただ《５階同盟》という箱に満足していたら駄目だ。もしもオズや菫や彩羽が《５階同盟》の箱を必要としなくなったとき──三人がそれでもなお《５階同盟》に居続けたくなるようなメリットを用意できなきゃ俺は御役御免。

　友人というポジションに甘えてコイツらの才能のおこぼれに、ただ与あずかるわけにはいかない。

　巻貝なまこ先生にどんなメリットを与えられるか。それが最初の試金石。

　そして、俺はこの影石村に来たことの意味も考える。

　影石家当主・影石鉱こう。彼に近づけた今、俺は菫の幸せのために最も効率的な手を打つべきなんだ。

　それをやればきっと、菫はハニプレへの就職を待たずして大手を振って紫式部先生を名乗り、イラストレーターとしての道を歩めるだろう。

　そのとき彼女が《５階同盟》を選んでくれるかはわからないが、それでも俺は紫式部先生のプロデューサーとして、それをやらなきゃいけないんだ。

　明日の『縁結びの儀』を必ず成功させる。そして、影石鉱の信頼を獲得し──……。




　──菫が教師を辞められるように、徹底的に仕向けてやる。





＊






『僕は何があってもアキのもとを離れる気はないけどね』

『わかってる。だが──』

『それに甘えたりしない』

『んなカッコいい言い方はしねえよ。貸し借りが釣り合わない関係なんか信用できん。ただ、それだけだ』

『フフ。いいじゃないか。僕は好きだよ、アキのそういうところがね』
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「どうしてアキにあんなこと言ったの」

　深夜遅く。日がのぼる直前頃のこと。

　場所は『菖蒲あやめの間』。

　カタカタと小説の続きを書いていた手を止めないまま、真白ましろは部屋の隅でタブレットを眺め紅茶を啜すすっていた担当編集さんに問いかける。

　正直、ドキドキした。

　アキの前でいきなり巻貝まきがいなまこの話をするんだもん。バレたらどうするの。

「うーん」

　カナリアさんは真白の質問に考える素振そぶりを見せた。

　そして、ビシッとクールなポーズをキメる。

「退場シーンで意味ありげなこと言うと強キャラ感出てカッコいいでショ？」

「ばかなの？」

「ガーン！　作家さんに馬鹿ばかって言われた！」

　カナリアさんはショックを受けたフリをして、わざとらしく膝ひざを抱かかえる。

　畳の上に人差し指で「の」の字を書きながら。

「いいもんいいもん。カナリア永遠の中学二年生だもん。だから売れるんだもん……」

　……や、これフリじゃないな。本当に傷ついてるやつだな。

　うーん、新発見。凄腕すごうで編集さんの意外とピュアで繊細なところを知ってしまった。

「まあでもあのアキ君には釘くぎを刺しとかなきゃと思ってネー」

「釘……いくらカナリアさんでも、アキをころしたら、ころすよ？」

「いやいや普通に慣用句！　作家なんだからわかって!?　てゆーか発想怖すぎチュン！」

　ぜえはあと息を整えながら。

「前に真白ちゃん、アホの子みたいな文章しか書けなくなったチュン」

「う……」

「原因はあのアキ君なんでショ。ああやって作家を壊されたら、こっちもたまんないチュン」

「返す言葉もない……」

　それを言われると弱い。

　アキへの好きな気持ちが止まらなくなって、創作にも影響した時期がある。

　今思い返すと顔から火が出るようなクソ原稿を何の疑いもなく量産してしまった。

　真白にとっても、あれは黒歴史で。

「それに《５階同盟》のＡＫＩ──ずーっと注目してたチュン」

「え？」

「プロに比べたらまだまだだけど、『黒き仔山羊こやぎの鳴く夜に』を巻貝先生に書かせるセンスは高く評価してるノ」

「……ほんと？」

「モチモチ。五年後にカナリアちゃんがＵＺＡユージーエー文庫の覇権を握り、天下の大帝国書店に下剋上を果たすとき──彼には右腕になってもらいたいチュン」

「え。でも、アキは《５階同盟》を」

「だから考えてもらう必要があるノ。《５階同盟》が巻貝先生や他の仲間にどんなメリットを与えられるのか？　……そして、アキ君自身は本当にその道でいいのか」

「アキを惑わして、ＵＺＡ文庫に入れようとしてる……？」


「やーんやん♪　人聞きの悪い言い方しないでぇ～。彼の才能を認めてるから、ちょぉ～っと手伝ってほしいだけぇ～☆」



　かわいこぶりっこで体をくねくねさせるカナリアさん。

　でも真白、だまされないよ。

「《５階同盟》にひどいことしないで。そんなことしたら、真白、小説やめるから」

「大変申し訳ありませんでしたマジでそれだけは勘弁してください」

　地声になった。

「心配しなくても無理に《５階同盟》を壊そうなんて思ってないチュン。でも、さっき問いかけたことにアキ君が答えを用意できなかったら、《５階同盟》は絶対に壊れちゃうから」

「どういう、意味？」

「説明しても真白ちゃんにはまだわかんないと思うチュン。組織ってのは難しいからネ」


「…………」



「アキ君がその課題を乗り越えられるなら《５階同盟》を続ければいい。でもできなかったら、そのときは彼をもらってあげる。……ね？　カナリアちゃん悪い子じゃないチュン」

「なら、いいけど……」

「てゆーか、これは巻貝先生のためでもあるチュン」

「へ？」

　思わず変な声が出た。

　ぱちぱちと瞬きして、カナリアさんの顔を見つめる。

「巻貝先生が《５階同盟》を選ぶ理由……そんなの単純明快。たったひとつのシンプルな答えだチュン」

　一本指を立てて、彼女は何千万回と練習したんであろう完璧かんぺきなウインクをしてみせた。

「アキ君が好きだから。効率厨の彼なら《５階同盟》を守るために、結婚してくれるかも♪」


「～～～～!!」



　ぼっと顔に熱がこもった。鏡を見なくても真まっ赤かになっているのが自分でわかる。

　この人はいきなり何を言い出すんだろう。

「け、結婚とか……そんな、計算でされても、うれしくない……！」

「本当にぃ～？」

「そんなのあたりまえ……だと、おもう……」

　声が小さくなっていく。

　正直、菫すみれ先生がニセの婚約者になると聞いたとき、とっても嫉妬しっとした。

　噓うそでもいい。ニセでもいいから一緒にいたい。近くにいたい。

　……あれ？　もしかして、真白にとっては、そっちの方がお得……？

『巻貝なまこ……それが、真白のもうひとつの名前』

　もしもそんなふうに打ち明けて、《５階同盟》存続のために結婚、ってカードを切ったら。

　アキは結婚を考えてくれるかもしれない。

　じゃあもしもカードを切らず、巻貝なまことして厳しい判定を下せばどうなる？

　そうなれば《５階同盟》が力を失い、役目を終えて、アキが自由になる。

　ＵＺＡ文庫を一緒に盛り上げて、真白の告白にもう一度向き合ってくれるかも──……。

　……だめ！　こんなこと考えたら、だめだ。

　アキは理由があって《５階同盟》の活動に全力を出してる。その想おもいを無視して自分勝手なこと、考えちゃだめ！

　アキのこと好きだし、振り向いてもらいたいけど。

　巻貝なまことして《５階同盟》を通してアキと触れ合った時間も、大切な思い出だもん。

　それを否定ひていなんて、したくない！

　真白は首を振って机に向き直り、カタカタカタカタと超高速でタイピングを再開する。

「げ、原稿の邪魔。もういい。出てって……！」

「はいはーい。くれぐれもサボらないよーに。それじゃあチュンチュンまたバイビー♪」

　軽い調子で手を振り、部屋を出て行くカナリアさん。

　結局。

　部屋の中から人の気配が消えても、その日は朝まであんまり集中できなかった。
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　朝。と言ってももう午前十時頃。

　昨夜は真白ましろとの思わぬ遭遇などもあり寝るのが遅くなったせいで、目が覚めたらこんな時間になっていた。

　今日が夏休みで良かった。

　もし普段通り学校に行く日だったら絹を裂くような絶叫とともに総白髪と化して死んでいた。

　大袈裟おおげさなと思われるかもしれないが、それくらい俺おれにとって遅刻は大事おおごとなのだ。




「ぎゃあああああああああああああああああああああ!!」




　そう、ちょうどこんな感じの断末魔を上げていたことだろう。

　せっかく昨日の一件でオカルトホラーが否定ひていされたのに、俺が変死体として発見されたら、本物の惨劇の旅館になってしまう。

　さて、すこし遅いが朝食を食べに行こう。もうこの時間だと昼食か？　そんなことを考えながら起き上がると、洗面所から出てきた彩羽いろはが真まっ青さおな顔をしていた。

「セ、センパイ。今の聞きました？」

「何言ってんだ彩羽。今日は夏休みだ。絶叫して総白髪になって死ぬ俺はいなかった」

「何言ってんだはこっちの台詞せりふですよ！　ほら、目を覚まして！」

　ぺちぺち、と頰ほおを軽くはたかれる。

　冷たい手の感触に一気に脳が覚醒かくせいした。

「……ハッ!?　今の悲鳴は……？」

「おおっ。センパイが正気を取り戻した！」

「何言ってんだ。俺は常に正気だぞ。お前みたいなラリった頭はしてない」

「わーお、ヒドい言い草。さっきまでのボケボケ発言憶おぼえてないんですか。ヤバすぎませんか」

「何のことだかまるでわからん。──ただお前さっき俺の頰をペシペシ叩たたいてくれてたな？　煽あおってんのか？　あ？」

「どんな都合のいい頭してるんですかっ」

「二人ともずいぶん余裕だなぁ」

　俺と彩羽が言い争っていると、広縁のマッサージチェアに座っていたオズが起き出してきた。

「今の声、下の階から聞こえてきたね」

「旅館の玄関口かもしれんな。とりあえず行ってみよう」

「りょ！」

「オーケー」

　俺の言葉に彩羽が敬礼し、オズはクールにうなずいた。

　本当に殺人事件なんかが起きていないといいが。

　と、祈りめいた想おもいを抱きながら階段を降りると、そこにいたのは腰を抜かしてガクガクと震えている女将。そして──……。




　真っ赤な液体の水たまりの上にうつ伏せで倒れている、影石菫その人だった。




「す、菫すみれちゃん先生が……」

「し、死んでる……」

　愕然がくぜんと立ち尽くして俺と彩羽はその光景を眺めていた。

　うつ伏せで顔は見えないが、髪型や体型からその女は明らかに我らが担任、影石かげいし菫だ。

　どろどろした赤い液体は菫の体を中心にすこしずつ床に拡ひろがっている。出どころはお腹なかや胸のあたりからだろうか。もしあれが血液だとしたら、失血死確定の量である。

「菫先生……」

　オズが茫然ぼうぜんとつぶやき、ふらふらと菫の体に歩み寄る。

　そして彼は──……。




「何勝手に死んでるの？　ほら起きて」




　道端で干からびた亀にやるような雑な感じで、足の爪先つまさきでおもむろに菫の体をひっくり返した。

　ひでえ！　鬼畜だ！　オズ。お前というやつは、そこまでのド外道げどうだとは思わなかったぞ。

「う、うう……」

　仰向あおむけに転がされた菫はまだ息があるようで、肩を震わせてむせび泣いていた。

　──まだ息がある！

「大丈夫か!?　彩羽、救急車を！」

「はい！」

　俺は慌てて駆け寄り、助け起こす。

　こういうときは下手へたに動かさない方がいいんだよな、たしか？

　まずは止血が必要か？　服にべっとりとついた赤い染しみからして、かなりの量だ。

　とりあえず大浴場からバスタオルを大量に持ってくるべきか……ん？

　高速で思考を展開する中、俺の視界にある物が映り込む。

　それは足元。床の上。さっきまで菫が倒れていた場所に落ちている物。

　ぐしゃぐしゃにひしゃげた紙パックのトマトジュースが四本。

　よく見ると、えっくえっくと泣いている菫の服にはどこも穴が開いておらず、刺されたわけではないのは明白で。

「てめえ、紛まぎらわしいことしてんじゃねえよ!!」

「ふにゃあああああちょ、そこやめてデスクワークの急所やめてええええええ!!」

　げしげしげしと。腰の横側のツボを爪先で刺激して健康にしてやると、菫はアヘ顔で懇願しながら悶絶もんぜつした。今週のアヘ顔ノルマ達成。

「何やってるんですか!?　ひどい！　鬼畜！　センパイがそこまでのド外道だとは思いませんでした！」

「違う。見ろ、彩羽。これは血じゃない。トマトジュースだ」

「へ？　トマトジュース？」

　言われて彩羽もようやく床に落ちている車に轢ひかれた蛙かえるみたいに押し潰つぶされた紙パックに気づいた。

「何で紛らわしいことしたんですか!!」

「きゃははははははそこだめ弱いの耳の裏はだめえええええくすぐらないでええええええ!!」

　こちょこちょこちょと。耳の裏やら膝ひざの裏やら柔らかい部分を彩羽が繊細な指先でくすぐると、菫はアヘ顔で悶もだえ転げ回った。二回目のアヘ顔はさすがにしつこいが、今回は許してくれ。俺達を心配させた罪はそれだけ重いってことだ。

「ひくっ、ひくっ……ひがうのよぉ……これは彩羽ちゃんへの詫わび石のつもりでぇ……」

「詫び石？」

「大好物のトマトジュースを差し入れて、許してもらおうと思ったのに。旅館の敷居が思ったより高くて盛大にずっこけて……わぁぁぁん！　このままじゃ彩羽ちゃんに嫌われるううう！　アタシもうお嫁に行っちゃうううう!!」

「全然話が読めないんですが……ていうか普通は『お嫁に行けなくなる』では……」

　大人げなく号泣し始めた菫に、彩羽は助けを求めるように俺を見た。

　俺を見んな。俺もわからん。

「ひっぐ。えっぐ。アキから聞いてないの？　『縁結びの儀』をやらされるって」

「『縁結びの儀』……私は初耳ですけど。ちょっとセンパイ。そんな面白おもしろそうなこと、何で黙ってたんですか!?」

「説明するにも、俺だってその儀式が何なのか知らないんだよ。べつに法的拘束力のある何かじゃないんだし。大した話ってほどでも──」

　ずるいずるいと、日曜日の子どもみたいな駄々をこねられても困る。

　伝統行事って話だし、どうせ秘境に伝わる神事といったところだろうが。いずれにしても、形式的にパパッと済ませちまえばいいわけで、わざわざ彩羽やオズに説明するまでもない些事さじだと思っていた。

　そう俺が考えを述べると、菫はくわっと目を見開いて。

「大した話じゃない──わけないでしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

「ちょっ、抱きつくな！　先にトマトジュースを拭ふけ！」

「アキは何もわかってないわ！　あれは……『縁結びの儀』は……ッ」

　押しのける力にも負けずゴリ押しで顔を近づけながら菫は、喉のどの奥から弾はじき出だすように強烈に。そしてほんのすこしの疑念や揺らぎもなくまっすぐに。

　荒唐無稽なひと言を、解き放った。




「カップリング成約率１００％。史上最悪の呪のろわれた婚活儀式なのよ!!」





　……………………。




　…………。



　はい？





＊






「『縁結びの儀』はこの村に伝わる伝統行事。男と女を１００％結びつけるといわれる、最低最悪の呪いなのよ！」

　場所を桔梗ききょうの間に移すと菫はふたたびその主張を展開した。

　ちなみに移動したのは、旅館の入り口でいつまでもうだうだしていると村人に目撃されかねんからだ。

　伝統行事をディスろうってときにオープンスペースでやるわけにはいかんという社会人として当然のコンプライアンス意識である。そもそもディスんなって話かもしれんがそこは御愛嬌あいきょう。

　話を聞きながらたたんだ布団ふとんの上でゴロゴロしてた彩羽が笑いだす。

「呪いとかウケますね☆　縁結びしてあげてるのにビビられるとか、神様可哀想かわいそうぉ！」

「本気で好き合ってる男女ならいいわ。でもアタシとアキは……う……うわあああああああんごめんね彩羽ちゃんんんんんん!!　真白ちゃああああああんん!!」

　しゃべっているうちに感極かんきわまったのか、菫は彩羽の浴衣にすがりついて泣きわめいた。

　彩羽はよしよしと菫の髪を撫なでている。どっちが教師だよ。

「あはは！　何で私達に謝るんですかー」

「だって……部屋の片隅の観葉植物な人生を心掛けるべきカップリング厨のアタシが、人様の恋路に介入するなんて……アタシって最低のクズよ!!　わああああああん!!」

「ちょ、そんな大声で──」

「す、菫先生は妄想激しすぎ。ま、真白、べつにアキとは何も……」

　ド直球な菫の叫びに彩羽がややうろたえ、真白はちらちらと俺の方を見てくる。

　真白からしたらどうしてバレてるんだって気持ちかもしれんが、菫は以前から彩羽や真白が俺を好きに違いないと決めつけてたんだよ。まったく根拠もなしに迷惑な話だが。

　──ん？　でも真白については本当にそうだったんだよな。あれ、じゃあ彩羽も……。いや、そんなはずないか。あいつに限ってそれはな。うん。

　というか待て待て。あまりにもナチュラルに混ざりすぎてて見過ごしかけたけど、どうしてここに真白がいるんだ？

「なあ真白。お前、原稿修羅場しゅらばってるんじゃないのか？」

「あ……えと、さわがしかったから、気になって。それに、すこしぐらい息抜きしたい」

「あの担当編集さんに怒られそうだが……」

「だいじょうぶ。この時間は、森で小鳥とたわむれてるから」

「どんな習慣だよ」

　さすがスーパー編集・綺羅星金糸雀きらぼしかなりあ。生活ルーチンからして常軌を逸してる。

　何歳だか知らないが、このレベルのメルヘンムーブはちょっとキツいものがあるな……。

　いや待てよ。それとも俺には想像もできないストレスコントロール術なのか？

　あり得る。あれだけの実績を持つ編集者がただの「あいたた」な理由で小鳥とたわむれたりするはずがない。彼女が効率的に社会競争を生きる人間ならば、きっと何か深遠な意味があるはずだ。

　〆切を守らせる立場、才能をプロデュースする立場の大先輩。そんな先達から学ぶことは多いかもしれない。事と次第によっては、未来の俺は森で小鳥とたわむれているかもしれん。

　と、無駄な思考を展開していると、マッサージチェアでブルブル震えていた真白がクールな表情で言う。

「菫先生はおおげさ。『縁結びの儀』なんてオカルト。べつに本人にその気がないなら、効果なんてあるわけない」

　ド正論だ。

　何故なぜ菫がここまで信じ切ってるのか知らんが、世の中に１００％などない。

　どんなに優秀な専門家であっても、その分野の未来がどうなるかを的中させる確率は七割にも満たないことが多い。八割当てることができたら最高峰の学者と呼べるだろう。

　必ず儲もうかります！　絶対に損はさせません！　そんなものは詐欺師の常套句じょうとうく。ことさら絶対を強調するものほど怪しいものはない。

「──いや、これは、あながち迷信とも言い切れないかも」

「オズ……？」

　意外なところから反論の声が上がった。

　オカルトと最も縁遠いデジタル男、ハイパーエンジニアにその場の全員の視線が注そそがれる。

　何らかの資料を閲覧しているのだろう、オズはスマホの画面を見ながら言う。

「ググっても出なかったから村役場のデータベースをハッキングして伝統行事の記録を調べたんだ」

「この限界集落にそんなハイテクな設備があるのか」

「黙って聞いてね」

「……うっす」

　笑顔が怖いので素直に従う。旅行を通してオズがちょっと怖くなってる気がする。逆らえない。

「で、調べた結果なんだけど。『縁結びの儀』っていうのは、嫁入り行列の一種みたいだね」

「嫁入り行列？」

「そう。昔は峠を越えた先の村やお城に嫁入りするときは、夕方から夜にかけて、関係者が行列を為なして行くことも多かったそうだよ。暗い道を何人もの大人が提灯ちょうちんをつけて、行列で歩いていく……ほら、『狐の嫁入り』みたいな怪異、あるじゃない？」

「ああ、あったな。そういえば」

　納得する。『黒き仔山羊こやぎの鳴く夜に』を制作している都合上、怪異や伝承のたぐいを調べることが多いからな。基本的には巻貝まきがいなまこ先生におんぶにだっこだけど、たまに自分でイベントを考えなきゃいけないときはネットの力に頼っている。

「『縁結びの儀』も見た目はそれに近いかな。しっかりと体を清めた男と、狐の仮面を被かぶり白無垢しろむくを着た女が、村人たちの行列に連れられて山奥の神聖な祠ほこらへ向かう。そして到着したら村人達は山を下り、男女はそこで二人きりで一晩を過ごすことになるらしい」

「一晩を？　何か特別な儀式があるわけじゃないのか？」

「祠で何をするかまでは書いてないね。ただ二人で一晩を過ごすとだけ」

「それだけならべつに問題なくないか？　普通に眠っちまえばやり過ごせるような」

「僕もそう思う。でも、気になるデータがあってね」

　オズは目を細めて深刻そうにスマホの画面をこちらに見せた。

　そこに表示されているのは円グラフ。冗談かと思うほど一色に染まったそのグラフが意味することは。

「『縁結びの儀』を執り行った男女は、１００％。ただ一組の例外もなく、その後結婚し、子どもを作るところまで行ってる。正真正銘、完全無欠の縁結び。それを、ただのオカルトではなく数字が示してるんだ。サンプル数も有意な数あった上でこれだから、かなり異常だね」

「……マジかよ」

　愕然がくぜんとする。効率を尊ぶ俺にとって数字は唯一神に等しい存在だ。

　もちろん統計マジックという線もある。

　この伝統を重んじる限界集落において、儀式まで行うような間柄の二人が結婚まで行かないことが許されず、周囲の重圧に押し切られるように皆結婚するとか。何かしら別の要因のせいで１００％などという馬鹿ばかげた数字が出ている可能性もある。

　だが、どんな理由にせよ。

「オカルトにせよ人為的なものにせよ。どうあっても結婚させようとする力が働くって可能性はあるわけか」

「そうなるね。菫先生が絶望するのも無理はないよ」

「わかってくれたかしら。アタシ、もうどうすればいいのかわからなくて。……彩羽ちゃんや真白ちゃんに顔向けできないわ」

「菫ちゃん先生……」


「…………」



　申し訳なさそうに目を伏せる菫に、彩羽と真白はそれぞれ心配げな眼差まなざしを向ける。

　──なるほど、菫が絶望していた理由がようやく理解できた。

　実家に噓うそをついてニセ婚約者となったはいいが、このままだと本当に俺と結ばれてしまうかもしれない。

　彩羽や真白が俺のことを好きだと勘違いしてる菫としては、教え子への申し訳ない気持ちが暴走しても致し方ないだろう。

　まあ、真白については勘違いでもないのだが。この際それは置いておくとして。

　菫に罪悪感を抱かせたまま儀式に臨むわけには、いかないよな。

　それに俺としても本当に菫と結ばれる未来なんて御免だ。

　イラストを取れるなら書類上だけ結婚するのもアリかなとは思うけど、妙な神力が働いて、子どもまで作らされてしまうとしたらそれは実質ただの夫婦だし。

　くい。

　誰だれにも気づかれないほどさりげなく、服の裾すそが引かれる。

「……ん？」

「真白、やだ。儀式に出てほしくない」

「……お、おう……」

　面を伏せて、健気けなげに想いを訴える真白。そのストレートな愛情表現にとっさに応こたえる言葉が見つからず、俺は曖昧あいまいな返事をするしかなかった。そうしてどぎまぎしていると、今度は反対側のお腹がつねられる。

「なーに鼻の下伸ばしてるんですかー。センパイのへんたーい」

「は!?　伸ばしてねえし！」

「忘れてませんよね？　青春をお預けして本気で挑むって──」

「わかってるっての」

　耳元で囁ささやかれる彩羽の声に、俺は気を引き締める。

　そうだ。こんなことでうろたえちゃいけない。

　安心しろよ、彩羽。

　すべては《５階同盟》のために。

　最高に効率的な、将来のために。

「もともとニセ婚約者の話をされたときから、考えてたことがあるんだ」

　オカルト？　そんなものはどちらでもいい。

　大事なのは成約率１００％の『縁結びの儀』なんかじゃない。

　本当に結婚してしまうとか、それが嫌いやだとか、そんな次元の話をしてる場合じゃない。

　これは他でもない──……。




　影石菫という一人の女が、どの未来を選ぶのか。その分岐点に差し掛かっているだけの話。




「なあ菫先生。ひとつ訊きたいんだが」

「何……？」

　菫は涙声で訊き返す。

　同情しながらも、俺は続けた。

「本当に教え子に申し訳ないと思うなら、あんたにはできることがあるはずだ。それをやらないのは、どうしてだ？」

「……！　そ、それは……」

　菫の顔色が変わる。真っ青な顔で、唇を強く嚙かみしめて。

　彩羽がきょとんとする。

「できること？」

「簡単だ。儀式を行う羽目になってるのは、ニセ婚約者なんてものをでっち上げたせいだろ。身から出た錆さび。なら責任を取って本当のことをすべて打ち明けるのが一番の近道だ」

「で、でもそれを明かしたら、菫ちゃん先生は見ず知らずの人とお見合い結婚しなきゃいけなくなるんですよ。噓をついてた分、立場も悪くなりそうですし」

「自業自得だ。良い歳としして嵐間あらしまくんがどうのと言ってるのが悪い。夢の終わりが来ただけだ。──受け入れればいいんじゃないのか、大人になることを」

「……ッ」

「センパイ、そんな言い方……ッ」

　菫は唇を引き結んだまま、うつむく。彩羽は責めるように俺に詰め寄る。

　俺は発言を撤回しない。突きつけた刃やいばを引っ込めることなく、菫の目をじっと見つめる。

　さあ選べよ。あんたの本音を聞かせてみせろ。

　もう菫は気づいているだろう。これは俺と『縁結びの儀』をやるかどうかの二択じゃない。




　教師でいたいのか、それともイラストレーターでいたいのか、その二択なんだ。




　真白（と、菫の中では彩羽）が悲しむと知りながら、茶番と虚飾を続けるのか。

　真白（と、菫の中では彩羽）の気持ちを最優先して、教師として正しい道を選ぶのか。

　菫はそれを選ばなくちゃいけない。そういう分岐点に差し掛かってしまったんだ。

　そして俺は菫の選択次第で、紫式部先生むらさきしきぶせんせいを《５階同盟》から切る覚悟をしなきゃいけない。

「アタシ……は……」

　菫の腕が震える。

　その目から、ポロポロと涙がこぼれる。

　いつもバーゲンセールみたいに流れる希少価値ゼロの涙。

　だけど今この瞬間の涙は、瞳ひとみの浅い部分じゃなくて、もっと深いところから溢あふれてきたもので。




「やだ」




　ぽつりと、菫の口から『答え』がこぼれた。

「結婚して、毎日他人の目を気にして、何も描かけなくなるなんて、やだ……」

　偽らざる菫の本音。紫式部先生の本気の訴え。

　それが涙とともに胸の奥から溢れ出す。




「描きたい……。もっと絵を描いていたいよぉ……」




　思えば、今回のニセ婚約者の件もふざけているようで彼女にとっては本気だった。

　実家の紹介相手と結婚すれば、その一挙手一投足は全部実家に筒抜けになるかもしれない。今まで教師をやりながらこっそりと描いていた同人誌も、家族の目を気にしたら描けなくなる。

　わざとおどけて本心を隠してきてたけど。

　菫はイラストレーター人生の終わりという恐怖と、戦い続けてきたんだ。

「ごめん……ごめんね、彩羽ちゃん。真白ちゃん。自分勝手な先生で。アタシ、教師失格だよね。でも、嫌なの。絵を描けなくなるなんて、絶対ヤだよぅ……」

　ここにいるのは冷徹な女教師でもなく、ふざけた駄目女でもなく。

　ただただ自分のわがままという名の正直な不安を訴える、あどけない幼女だ。

　やっぱり、そうだよな。

　あんたの本音はそこだもんな、紫式部先生。

　あのとき、《５階同盟》に彼女をスカウトしたとき、あの日も彼女は今みたいに恐怖を露あらわにしていた。学校に告発されたら二度と同人活動ができなくなるんじゃないか。表現ができなくなるんじゃないか。そう怯おびえていた。

　だから約束したんだ。いつか絶対に実家をねじ伏せて、強引に連れ去ってやると。

「今のあんたの本音がそれなら、俺も覚悟を決めるよ。紫式部先生」

「……ふぇ？」

「あの日の約束を果たす。予定より前倒しになっちまうけど、あんたを家のしがらみから解き放ってやる」

　肩に手を置き、強く、強くそう宣言して。

　それから俺は床に手をつき、深々と土下座した。

「──試すような真似まねをして悪かった。これから俺が提案するのは失敗が許されないシビアなミッションなんだ。だから先に、あんたの今の本音を聞いておきたかったんだが……あんたを泣かせるほど追い詰めたことは素直に謝る」

「アキ……」

「一発殴れ。虫のいい話かもしれんが、それでチャラにしてくれると助かる」

「ちょ、何言ってるのよ」

　正座し、覚悟を決めた目で困惑する菫の顔を見つめる。

　菫は面伏おもてぶせて、ぽつりとつぶやいた。

「できるわけないでしょ。べつにアキを許すのに、殴る必要なんてないわ」

「……そうかよ。まあ、あんたが殴らずに許してくれるならそれでもいいが──」

　重い一発を覚悟していた俺はすこし安堵あんどして表情筋を緩ゆるめた。

　甘んじて罰を受けるつもりでいたが、とはいえ痛みに対して構える心理はあるわけで。まあ何もなく許してくれるならそれが一番ではあるが、ちょっとばかし借りを作っちまったかなーとか考えていると。




「はいド────ン!!」

「痛っっっだぁぁぁ!?」




　思わぬ方向から制裁の一発が下された。

　とはいえそれはビンタやグーパンのたぐいではなくて。

　首肩あたりのツボを滅茶苦茶めちゃくちゃ体重載せて刺激されるという拷問じみた一撃で。

「彩羽ッ。てめえ！」

「あははは！　めっちゃ効いてるーっ！　センパイ、体ガッチガチなんじゃないですか？」

「お、お前……いつの間に肩に効くツボの位置を……」

「そりゃ何度もセンパイがやってるのを見てますし」

「妙な学習能力発揮しやがっでででで!!」

　うりうり、うりうり、と彩羽に肘ひじでツボを押し込まれ、肩に猛烈な痛みが走る。

　すると彩羽は俺の耳元に顔を近づけて、他の人に聞こえない声でささやいた。

「菫ちゃん先生の代わりに私が罰を与えときましたから。これで、安心してセンパイの作戦を話せるんじゃないですか？」

「お前……」

　何だよ、お見通しかよ。

　まったくウザいほど俺のことがよくわかってやがる。

　──ありがとな、彩羽。




「聞いてくれ。特にこの作戦は、彩羽。お前の協力にすべてが懸かってる」

「おっ☆　何ですか何ですか。私の力が必要なんですか？」

「ああ、そうだ。力を貸してくれ」

「仕方ないなー、特別に彩羽ちゃんがひと肌脱いであげますよ！　──特別に！」

「……調子に乗られんのは癪しゃくだが。まあ、頼りにさせてもらうさ」




　背中に彩羽を背負ったまま、俺は真剣な声音こわねでこの場の全員に言う。




「影石家の当主・影石鉱こうさんを説得し、紫式部先生を自由の身にする。そのために、みんなにやってもらいたいことがあるんだ」





＊






『いよいよ何かやらかしてくれるんだね』

『ああ、覚悟を決めた。今回の件で紫式部先生の家の事情には決着をつけるつもりだ』

『でも残りの尺が短いけど本当に大丈夫なの？』

『……わからん』

『あと彩羽に密着されてる間、月ノ森つきのもりさんの目が悪鬼羅刹あっきらせつになってたけど』

『……し、知らん』
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　夜が訪れた。

　提灯ちょうちんの橙色だいだいいろの光が列を為なし、暗い山道をゆっくりと進んでいく。

　遠くから見ればさながら行き交う火の玉、彷徨さまよえる亡霊の群れのようだろう。

　耳を澄ませば土や枝葉を踏む足音がようやく聞こえ、それが実存する人間の行列なのだと、ホッと胸を撫なでおろすところだ。

　行列を構成しているのは、影石かげいし村に住んでいる村人達。誰だれもが和服に能面を被かぶった姿という物々しい雰囲気で、私語を挟むこともなく先頭の影石鉱こうに付き従ってに歩いている。

　そして、影石鉱の巨体の陰に隠れるように。

　儀式の当事者である男女が続く。

　片方はもちろん俺おれ。そして、もう片方。

　隣を歩く人物の恰好かっこうは、周囲の暗さや儀式の奇妙さが合わさり不気味な異様さを放っている。

　顔につけた狐の面。日本の伝統行事や歴史美術館、ホラー映画の中でしか見かけないような、白い狐に赤い目とニイと笑う口が彫り込まれた面だ。

　身にまとうのは白無垢しろむくで、地面に引きずるほどの長い裾すそと袖そで。厚い生地に覆おおわれた肉体は、その丸みを感じさせるボディラインから彼女がかろうじて女性であることだけがわかり、その背丈から長身らしいことだけが窺うかがえる。

　大昔はこうして素性を隠し、不届き者の横槍を防ぐ意図があったんだろうけど。

　現代となってはただただ不気味さを助長するだけのギミックでしかない。


「きゃっ……」



「おい、大丈夫──ですか。菫すみれ先生？」

　太い木の根に躓つまずいて、倒れそうになる体からだを慌てて支える。

　狐面の奥は見えないが、どこか照れくさそうな声で。

「ご、ごめんなさい。慣れない履はき物ものだから足元が覚束おぼつかなくて」

「気をつけてください。大事な花嫁が泥だらけになったら山神やまのかみ様に怒られますから」

「左様それな。影石の女たる者、いついかなるときも毅然きぜんとせよ。菫」

「は、はい。わかりました。お祖父様……」

　しょんぼりとした菫の声を聞きながら、俺はそっと手を差し出した。

「手を繫つなぎましょう。祠につくまで」

「ええ。ありがとう。明照あきてる君」

　手を握る。手のひらを通して彼女の温度が伝わってくる。柔らかくて、温かくて、そして、ほんのすこしだけ汗をかいている。

　緊張しているんだろう。

　当然だ。俺達は今から目の前の巨漢や後ろを歩く村人達を出し抜こうとしているんだから。




　手を繫いだまま山道を数分ほど歩いたとき、不意に行列は動きを止めた。

　影石鉱が提灯を掲げると、目の前に建物の輪郭がぼうっと浮かび上がる。

　祠、と聞いて予想していたものよりも遥はるかに大きな建造物だった。ひとつの神社と呼ぶには小さいが、祠と呼ぶにはやや大きい。木造でところどころ雨風に晒さらされた痕あとは見られるものの、定期的に手入れがされているのか木が腐った部分などはない。

　入り口の上に垂れ下がった紙垂しでがいかにもな雰囲気を醸かもし出だしていた。

「明照君、これを」

「あ、はい」

　影石鉱に差し出された提灯を、俺は丁重に受け取った。

　ここまでは他人の灯あかりに導かれて来たが、祠の中は二人だけで進めということだろう。

　その意図を汲くみ取って深くうなずくと、俺は繫いだ彼女の手を引いて祠に上がっていく。

「明照君」

「はい」

　影石鉱に呼び止められ、振り返る。

　彼は熊のような顔をニカッと輝かせて親指を立てた。

「孫娘のことは君に託した。存分に奮起あげみざわせよ」

「……あげ？　何なんて？」

　今確実に俺も知らないＪＫ女子高生語を使われた気がするが、影石鉱はそれに答えることなく、俺達の背中を押して祠の中へと導いていく。

　──いよいよ、噂うわさの祠に入っちまうんだな、俺達。

　正直、儀式の神通力とやらが本当で、一緒に入った女と確実に結ばれるんだとしたら最悪のひと言だ。

　しかし現実はそこまでオカルトにできていないはず、からくりがあるに違いない、そう信じて俺と彼女は汗をかいた手をしっかりと握り合い、祠の中に足を踏み入れた。

　そんな俺達の背中に影石鉱の荘厳な声が響く。

「よいか。ここで二人には一晩を過ごしてもらう。けっして、朝まで外に出てはいかんぞ」

「もしも外に出たら……どうなるんですか」

「野犬の餌になる」

　リアルな答えだな、おい。

　祟たたられる、とか、呪のろわれる、とか、そういう単語が出てくると思っていたのに、ずいぶんと現実的な代償だ。

　いやまあ現実味があるだけにそっちの方が恐ろしいんだけども。

「さあ、祠の中へ。山道に見張りの村人を残していくが、基本的に声の届く範囲に人はいない。だから中で何をしていても、我々は感知できん。繰り返す。祠の中で何をしていても、それを聞きき咎とがめ、邪魔するような人間はどこにもおらん。安心するが良い」

「は、はあ」

　そこ念押しされると滅茶苦茶めちゃくちゃ不穏なんだが、とりあえず首肯しゅこうしておく。

「では、お祖父様。行ってまいります」

「うむ」

　白無垢の裾をつまんで一礼する花嫁の礼儀正しさに満足げにうなずく影石鉱。

　そんな彼に背を向けて、俺達は祠の中に足を踏み入れた。

　後ろ手に引き戸を閉めると、それを見届けることで役目を終えたのか影石鉱が呼びかける。

「撤収！　数人の見張りを残し、下山を開始する！」

　ざっ、ざっ、と村人達が去って行く足音が聞こえた。閉めた戸を数ミリ、ほんのすこしだけ開けて外の様子を見ると、提灯の行列が遠のいていくのが確認できた。

　残されたのは俺と彼女だけ。

「ふたりきり、だな」

「そうね。フフ、フフフ」

　狐の面の中で菫の声が可笑おかしそうに笑う。白無垢の肩が上下に揺れる。

　ったく、愉たのしそうな声を出しやがって。

　本当に、お前って奴やつは。才能の塊だな。




「完璧に騙し切りましたね。セーンパイ☆」




　勢いよく脱ぎ捨てられた狐の面。その下から出てきたのは、残念美人の冷徹女教師ではなく、どの角度から見てもイラッとできる安定安心の彩羽いろはのウザい得意顔だった。





＊






「儀式には俺と彩羽で参加する」

　数時間前。

　作戦を切り出したときの仲間達の反応は、ひと言で言えばカオスだった。

「ようやく彩羽を娶めとる気になってくれたんだね！　勝った！」

「ば、ばかなの。どうしてそうなるの。アキ、もしかして彩羽ちゃんのこと……！」

「あ、アタシはいいけど。でもそれって、え、そういうこと？　彩羽ちゃんを好きって、えっ、えっ？」

　盛大なガッツポーズをしてみせるオズ、悲しみ半分怒り半分の真白ましろ、ただただ困惑する菫。

　それらの反応はある程度予想通りだったが、ひとつだけ想定外の反応もあった。

　──肝心の彩羽だ。

「え、ちょ、センパイ。それ。え？　あ……あー！　なるほどー、センパイそんなに私と結婚したいかー。しょーがないなーもう彩羽ちゃん可愛かわいすぎるから仕方ないですよねー！」

　調子に乗った発言はいつも通りながら微妙にキレが悪いというか、目が泳いでいて微妙に頰ほおも赤くなっている。

　まあ普段から俺をからかったり、誘惑のフリをしてみせたりするが、いざ本当に結ばれるかもしれないってなるとグイグイ来れないんだろう。そういうところがまあ本気で俺とどうこうなる気はないんだろうと思える、安心できる部分でもあるんだが。

「馬鹿ばか言え。べつに彩羽と結ばれたいわけじゃねーよ。『縁結びの儀』なんて、何か裏があるに決まってるだろ」

　何かしらの力が働こうが関係ない。そんなことに臆おくしてチャンスを潰つぶすほうが馬鹿らしい。

　菫を家のしがらみから解き放つために、俺は──……。

「むしろ儀式を利用してやるんだ」

「何をする気なの？」

　不安げに首をかしげる菫に、俺はにっと笑って言い切った。

「影石家の『裏』を暴あばく」

「裏って……」

「影石家は厳格な伝統と文化を守り、子孫たちにもそれを押しつけてる。だが、そのルールを強要してる連中に、後ろ暗い弱味があったとしたら？」

「アタシがルールに縛られる謂いわれは……なくなる……」

「ああ。少なくとも反論の余地が生まれる。伝統を否定ひていして、自由を摑つかむ第一歩になる。そのために、菫先生には影石家本邸を家探ししてほしい」

「家探し……!?」

　ざわっ……と仲間達がざわめく。

　当然だ。あまりにも犯罪スレスレの提案。しかし、だからこそ。

「だからこそ菫先生にやってもらう必要があるんだ。影石家の人間があの家を漁あさるなら、まあギリギリセーフだろうし。『縁結びの儀』では村人のほぼ全員が花嫁行列に参列するって話だ。なら、その間は屋敷が空っぽになるはず」

「たしかに……。なるほど、それで彩羽ちゃんとアタシを入れ替えるのね」

「そう。菫先生に家探しをしてもらう以上、儀式には参加させられないからな」

「い、入れ替える相手。真白じゃ……だめ？」

「お前だと菫先生のフリができないだろ。演技がうまい人間じゃないと、村人に即バレだ」

「う……たしかに……」

「でも家探しって言っても、アタシは何を探せばいいの？　あのお祖父様に、そんなわかりやすい隙すきがあるとは思えないんだけど」

　菫の疑問はもっともだ。

　熊みたいな見た目、地獄の底から響く声、あの大男にやましいことなどあるようには見えない。

　だが俺だけは気づいてしまった。たったひと筋の光。もしかしたら、という予感。

「影石家の当主と話したとき──それと菫先生から影石家の価値観を聞いたとき、少し違和感があったんだ。もし俺の予想が正しければ、突破口になるかもしれない。この家に隠された、秘密。それは──」

「それは……？」

　菫が。彩羽が。真白が。オズが。誰もが息を呑のみ、俺の次の言葉を待つ。

　みんなの顔を順繰りに見回して、俺は大真面目まじめにこう告げた。




「児童ポルノだ」




「……へ？」

　時が凍った。みんなが何を言われたかわからない、という顔になっている。

「ないわー、センパイ。ここまでシリアスな展開で引っ張っといて、それはないわー」

　おい待て彩羽。俺が滑ったみたいな空気やめろ。

「ふ、ふざけてないぞ!?　俺は本気だ。影石家の連中──特に当主の影石鉱は、どう考えてもロリコンに違いないんだ!!」

「本気ならなお悪いですよ！　《５階同盟》の総力を挙げてロリコンの証拠を集めるとかどう転んでもギャグ展開じゃないですか！」

「うるせえ、ギャグでも何でもいいんだよ。その証拠さえ摑めれば影石家を論破できる。魅力的なキャラを産み出す新しい仕事に向けて、菫先生が飛び出すことを強引にでも認めさせられるんだから！」

「そりゃあそうかもですけど。……てゆーか、ロリコンの証拠なんて出ますかね？　センパイはどうしてそんな予想を立ててるんです？」

「根拠は三つある」

　俺は指を三本立てる。

「ひとつ目の違和感は生徒との恋愛に対する寛容さ」

　厳格な教師一族というイメージに反して、まだ法的に結婚が認められていない男との婚約を認める緩ゆるさを影石家の教義は備えていた。しかも、生徒と結婚した前例まであるという。

「う、うーん……それだけだと弱いような。昔ならロリコンとか関係なく、若い子との結婚はあったでしょうし。──とりあえず他の根拠も聞かせてください」

「二つ目の違和感はＪＫ語」

「ＪＫ語？」

「あの当主、基本的に古風な喋しゃべり方だが時々ナチュラルにＪＫ語が交ざるんだ。あれは普段からＪＫと、イマドキの言葉でコミュニケーションを交わしている証拠。そこまで親密なＪＫがいるってのは、怪しくないか？」

「まー、たしかに……いくら教師だとしても、ＪＫ語が感染うつるような雑談はしませんもんね。うーん、でもそれも根拠としては弱いような。単に教育熱心だからＪＫとコミュってるだけかもしれないですし……」

「三つ目は違和感というよりも、推測でしかないが──」

　俺はちら、と菫の方を見る。

「──菫先生と同じＤＮＡを持った一族だ、変態の素質を秘めてるのではと予想するのは至極当然のことじゃないか？」





「なるほど。完全に納得しました！」

「そこで納得しないでくれるぅ!?」






　黙って聞いていた菫が涙目でツッコミを入れた。

「いやでも実際納得感ありますよ。菫ちゃん先生が突然変異で変態になる確率よりも、一族のＤＮＡがもともとロリコンショタコンで、他の家族もみんな菫ちゃん先生と同じで普段は性癖を隠してると考えた方が可能性高そうです！」

「えええええ……絶対ないと思うわ……。アタシ、物心ついてからずっとこの一族と付き合ってるのよ？」

「でも、生まれてからずっと一緒の翠みどり部長はあんたの本性に気づいてないだろ」

「……ハッ！　たしかに！」

　たとえ表面上はそう見えなくても、何なんだかんだで親と子は根っこのところで似てしまうものだ。

　菫は厳格な伝統に縛られるがゆえに、それにそぐわない価値観を見せないように、見せないようにしてきた。

　それゆえに己おのれの変態性を内に秘め、外では完全無欠なクールビューティーを演じるようになった。

　──だがそれは本当に菫だけのロールプレイなのか？

　もしも掟に振り回され、本当の自分を隠しているのが菫だけでなく、家族全員だとしたら。

　建前たてまえという壁を盛大に取っ払ってやってしまえば。

　影石家の伝統を守ろうなどという大義名分は木こっ端微塵ぱみじんに砕け散る。

「これは賭かけだ。ロリコンの証拠など見つからず、影石家には付け入る隙なんて存在しないかもしれない。だけどそうなりゃ次の一手を考えるまでだ。『かもしれない』で行動せず、足踏みするくらいなら、盛大に勘違いして自爆しようぜ。──な？　紫式部先生むらさきしきぶせんせい」

「アキ……」

　菫はしばし茫然と俺の顔を見つめる。すこしの間、その瞳ひとみを逡巡しゅんじゅんさせて。

　何を考えているのか。それとも何も考えていないのか。

　唇を引き結び、手を握り込み。頼りなく垂れ下がった眉尻まゆじりが徐々に持ち上がっていき。

　そして、決意を感じさせる目でこう言った。




「アタシ、その作戦に賭かけてみる。他の誰でもない、アタシ自身の未来のために！」





＊






　──と、そんなことがあって、今に至る。

「入れ替わり作戦成功、だな」

「ぶいぶい！」

　彩羽はニッと笑ってＶサイン。

　正体がバレることなく儀式は滞りなく進み、菫たちが影石家を家探しする時間は稼いだ。ここまでは予定通りだ。

　彩羽──俺のプロデュースする役者は、やはり最高の才能の持ち主だ。

　ボディラインは生地の厚い白無垢を着て誤魔化ごまかし、声や仕草、口調は完璧に菫をトレースできていた。

　唯一の懸念けねんは身長差で、彩羽よりも高身長の菫にどう近づけるかは頭を悩ませたが、それも手持ちのカードで何とかなった。

「この靴、めっちゃ歩きにくかった～」

　そう言って白無垢の長い裾をたくし上げ、彩羽は履いていた超上げ底のシークレットブーツ風サンダルを脱ぎ捨てた。

　このサンダルは菫が車の中に詰め込んだ荷物の中にあった。

　出発前、威圧的な超高身長美女に変身してチャラいサーファーナンパ男を退けるとか何とか言ってたっけ。

　ンなモン使っても意味ねーよと思ったが、まさかこんな場面で役に立つとはな。

「山道めっちゃしんどかったですねー」

「運動不足なんだよ。若さにかまけて運動を怠なまけてると将来大変だぞ」

「その年齢でデスクワーカーやってるセンパイに言われたくないでーす☆　椎間板ついかんばんがお釈迦しゃかになっても知りませんよ！」

「そうならないために全身のツボを勉強してるんだろうが。健康マニア舐なめんな」

「お、言いますね。なら帰り道は健康マニアのセンパイにおんぶしてもらおっかな～」

「……ほう？　久々にバブみを感じたいと？」

「あ、すんません噓うそですごめんなさい。あんな屈辱、二度と無理ぃ～！」

　俺と彩羽の会話は、いつも通りのくだらなさ。

　たとえ『縁結びの儀』だなんだと脅されたところで、やっぱり何も変わりはしない。

　等身大で、対等で、脳味噌を一ミリも使わなくていい気楽な関係。

　だからこそ万が一、妙な力が働こうとも、俺と彩羽なら絶対に「そういうこと」にはならないはずで。




　──はず、だったのに。




「この服重すぎですし、さっさと脱いで、さっさと休みた……ッ!?」

「どうした、何固まってんだ、い、ろは……」

　先に祠の奥に入っていった彩羽。

　その様子がおかしいことに気づき、何かあったのかと後に続いた俺もまた、彼女と同じように言葉を失った。

　ここまでは予定通りだった。何もかも順調に事が進んでいた。

　だがしかし、目の前のこの光景は、あまりにも。

　あまりにも、予想の斜め上で。

「こ、これは……」

　室内を毒々しい桃色の光が照らし出していた。ムーディーなヒーリング系の音楽が流れ出し、それに合わせて天井てんじょうのよくわからない銀色の球体が回りだす。その球体は桃色の光を反射して建物全体の淫みだらな空気を演出する。

　そして、部屋の真ん中にでんと鎮座しているのはどう見ても新品の大きなダブルベッドで、枕まくらの上には「[image: ]ミリ」と書かれた四角い包みが四つ程ティッシュ箱に寄り添うように置かれている。ガムか何かかな？

　うんオーケーもう充分だ。これ以上詳細に描写しなくても賢者諸君には充分伝わるだろう。

　もう限界。さすがにツッコミを入れさせてもらう。





「ラブホじゃねえか」






　どう見てもラブホです。完膚かんぷなきまでにラブホです。

　どうしてあんな古風な外観の祠の中がこんなに徹頭徹尾ラブホなんだよ世界観おかしいだろ。

「センパイやばいですよこのコンドーム。全部穴があいてます！」

「しかも滅茶苦茶タチ悪いな!!　というか初しょっ端ぱないきなりそこチェックするＪＫこええよ！」

「や、だってほら、避妊具の状態って大事ですし……べ、べつに使うかもと思ったわけじゃ、ないですけど？」

「照れるくらいならやるなよ。……うわ、ホントだ。包装の上から穴あいてる。つまようじか針で刺されてるな」

　これは……方向性としては予想通りだったが、出力の点で完全に予想を上回ってきた。

　ある程度、何らかのギミックが用意されているとは思ってた。

　恋愛成就率１００％を誇る『縁結びの儀』──その正体は、何らかの方法でカップルを強制的にくっつけてしまう仕掛けだと読んでいた。そこまで想定していたからこそ、儀式を逆手に取ってやる方法を選んだんだ。

　あらかじめ想定していれば、もし何かあってもある程度は耐えられるつもりでいた。

　そう、ある程度なら。

　しかしこれは行きすぎだ。完全にヤれと囁ささやいてる。いや、もうこれ囁きじゃねえな。

　全力でヤれと耳元でメガホンで叫ばれてる。

　頭痛がするほど頭の悪い設備だが、しかし、ここまで露骨にムーディーな雰囲気を演出されてしまうと、たしかにムラムラしてくるものがあり──……。

　だ、駄目だ！　邪念よ去れ！

「と、とにかくまず落ち着こう。俺は向こう側に座るから」

「は、はい……」

　この露骨な環境にさすがに照れを覚えているのか、珍しくしおらしい彩羽から離れるように俺はベッドの反対側に向かって足を伸ばす。狭い祠の中の面積のほとんどをベッドが占めてるせいで、かなり歩きづらい。

　ふわん。

「な……しまっ!?」

「え？　きゃわっ」

　ベッドを踏んで向こう側に渡ろうとしたが、クッションが予想以上にふんわりしていた。

　こんなに弾はずむベッドが存在するのか!?

　家のベッドの倍はありそうな弾力に完全に足を取られ、俺は体勢を崩してしまう。そのとき、とっさに手を伸ばしたせいで、彩羽の肩を摑んでしまい──……。




　ぼふんっ!!




　派手な音とともに弾んだベッドが、俺の背中を受け止めた。柔らかさのせいでコケたけど、柔らかさのおかげで怪我けがをせずに済んだ。

「いたた……すまん、彩羽。つい──って、ぬあ!?」

　うっすらと目を開けたとき、俺は思わず悲鳴を上げてしまった。

　息もかかるほど目と鼻の先に彩羽の顔があった。

　身にまとった和の花嫁衣装から漂う古風な香りと、髪先から漂うイマドキの女子らしい甘い香り。

　密着した体は服越しでも湯たんぽのような温ぬくもりが伝わってくる。

　俺の体の上にのしかかるような形になっているのに、それほど彩羽の重さを感じなくて、むしろそのささやかな重みが心地好く思えた。

「せ、センパイ……えっと……」

「わ、悪い。そういうつもりじゃないんだ。すぐに離れるから……！」

　俺は慌てて彩羽の体を離そうとする。

　すると、何故なぜかさっきよりも重みが強くなったような気がして。

「お、おい。彩羽？」

「センパイ……もしかして、ドキドキしてます？」

「なっ……」

　彩羽の顔はちょうど俺の胸のあたりにある。彩羽はそこに耳を当てながら、窺うかがうような上目で俺を見つめてくる。

　──やめろ、そんな目で見るな。ドキドキしてるに、緊張してるに、決まってるだろ。

　そんな俺の心中の懇願は届かず、だけど心音の曖昧あいまいな情報だけは、たしかにこいつに与えてしまっていて。

「ひとつ訊きいてもいいですか？」

「いいけど、それより早くどけ。このままだと──」

　興奮してしまう。

　そんな直球の言葉、言えるわけがなく、俺は声を呑のみ込こんだ。

　ぎゅ……と。彩羽は俺の服にしがみつき、ますます体重をかけてくる。胸板むないたのところにある、彩羽の顔。こんな真正面から至近距離で見つめ合うことなんて、あまりなかった。

　コイツが絡からんでくるときは、いつも後ろからだった。

　だから、俺に抱きついてるときの彩羽が、どんな顔をしてるのかなんて見たことなかったんだ。




「センパイは全部作戦のためだって言いましたけど。私となら『縁結びの儀』をしてもいいって、ちょっとでも思ったりしました？」




　そう問いかけた彩羽の顔。その表情に、俺は戸惑う。

　俺に抱きついてるとき、コイツ、いつもこんな顔をしてたのか？

　それとも今この瞬間、場の雰囲気に流されてるだけなのか？

　人をからかうような、イジワルをするときの嫌なニヒヒ顔。どうせいつもそんな顔で、人の困る顔を楽しんでるに決まってる、そう思っていたのに。




　今の彩羽の顔は、あの日、フランス料理店で俺と向き合ったときの真白と重なって見える。




「べつにオカルトなんて信じてませんけど。１００％結ばれるデータが出てるのに、私と儀式に参加してもいいって思ったんですか？　それって、遠回しに私のこと好きって言ってるのと同じですよね」

「……それを言ったら、お前だって」

　心臓の高鳴りを抑えられないまま、かろうじて絞り出せたのはそんな反論の言葉だった。

　彩羽の問いに答えるでもなく、逃げの一手でしかない、男らしくない発言。







[image: ]







　だけど、今の俺にはこれが限界で。

「私はべつに、センパイならいいと思ってますし」

「え？」

　ぼそりと。

　普段あんなに声が大きくて、ウザいくせに。何故かこんなときだけ囁くような弱々しい、か細い声で。

「絶対に嫌だったら、たとえ作戦でもノッたりしませんし」

「お前……」

　それは、どういう意味だ？

　ここ最近、たまにそんな考えが頭をよぎることは何度かあった。




　──もしかしたら、彩羽は俺のことが好きなんじゃないか、と。




　ウザい言動で絡んでくるから絶対にあり得ないと考えてきたけれど、あれだけ毒舌で俺のことを嫌っていた真白が、俺のことを好きなんだとしたら。

　表向きはそう見えなくても、本音では俺のことが好きっていうのも、けっしてラブコメ的な非現実的妄想とは限らないのではなかろうか。

　だとしたら。

　だとしたら──俺は、どうする？

　ああもうウザいな俺の心音。さっきから元気に跳ねすぎて、耳の奥でずっと鳴り響いてやがる。そんなにうるさくされたら考えがまとまらないだろうが。

　クソ。どうしてこんなにも心が乱されるんだ。

　たとえ好かれていたとしても、彩羽は全然俺の好みじゃないってのに。

　やかましくて騒々しくてウザったくて。だけど俺がどれだけ人に嫌われかねない道を選んでも、絶対に見捨てずついてきてくれて。

　しかもよりによってこんなときに、どうして。

　雰囲気たっぷりの密室空間で二人きり。ゼロ距離で身と身を寄せ合い、互いの呼吸や心臓の音まで交わるようなときに。どうして。

　どうして耳まで赤くなって、しおらしく俺の目を見つめてるんだよ、お前は。




「このまま儀式の魔力に流されたい──なんて言ったら、センパイは困っちゃいますか？」




　はにかんだ彩羽の顔。ウザさなんて欠片かけらもない、ただの可愛さしか感じさせない顔。

　その蠱惑こわく的な誘惑の弾丸に貫かれ、俺は魅入られたように声を失い、唾つばを呑み込むしかなかった。

　夜明けは、まだ遠い。
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「はーあ。ホント、アタシって教師向いてないなぁ」

　真夜中の影石かげいし家本邸、中庭の日本庭園。

　月明りに照らされた縁側に腰かけて、山の向こうに提灯ちょうちんの灯りの列が遠ざかっていくのを眺めながらアタシこと影石菫すみれはため息を吐き出した。

　大人になってから何度ついたことか。学生時代はため息といったら、神絵師の描かく推しカプの尊さに死にながら「はぁ～、しんど！」と吐き出すだけのものだったのに。

　いつからかガチでマジで憂鬱ゆううつなため息を吐くようになってしまった。

　アキに言われてドキッとした。教師になることを選ぶのか、イラストレーターとして生きる道を選ぶのか。今ここで決めろと言われて、何かもう反論の余地もないほど正論だと思った。

　アタシはこれまでずっと逃げ続けてきた人生で。

　やりたいことに蓋ふたをして、いや、蓋をしたフリをして誤魔化ごまかしながらこっそり卑怯ひきょうにやりたいことをやってきた。

　いろんな人を騙だましながら、自分の気持ちを騙しながら、あまつさえ十近く離れたあの子達に──生徒達に助けられて、前に進もうとしてる。

　ダメ教師にも程があるわ、これ。

　でもここでネガティブになって立ち止まってても、ダメさを加速させることにしかならない。

　アキや彩羽いろはちゃんが作ってくれたチャンスを活いかさないと。

　小さい頃からイイ子であれ、と言われてきた。

　誰だれよりも良い成績を収めて、誰よりも礼儀正しく、誰よりも真っ当な道を歩けと言われてきた。

　正論だった。正論すぎて、何か窮屈だなーと思っても、反論していいとは思えなかった。

　あの厳しいお祖父様やうちの親戚達がアタシと同じような裏の顔を持ってるなんて、とても信じられないけど。もしアタシと同じなんだとしたら。たしかにアキの言う通り反論の余地が生まれる。

　てゆーか、あんな厳しく躾しつけけてきたくせにお前らは何なんだと論破し、説教してやれる。

　そんな反抗の仕方があるなんて考えたこともなかった。《５階同盟》に誘われたときにも思ったけど、ホント、あの大星明照おおぼしあきてるって男はいつも思いもよらない視点をアタシにくれる。

　こうなんだという固定観念を、ここまでと決めていた境界を、平気な顔でぶち破ってくる。

「だから安心しちゃうんだろうなぁ」

　紫式部先生むらさきしきぶせんせいとしての顔を見せられるのは、かつて一緒にサークル活動をしていた頃に協力してくれた売り子のバイトさんとか一部の人だけだったのに。

　今では《５階同盟》のＬＩＭＥグループはもちろん、彩羽ちゃんや真白ましろちゃんの前でも素を見せられる。

　もしもあの二人がアキを好きっぽいなーってムーブを見せなければ。

「結婚したら幸せになれるんだろうなー」

　って。

　想像できるくらいには、あの子の漢気おとこぎには惚ほれ込こんでたりする。まあ、結婚なんてする気はさらさらないんだけど。アタシのポリシーは部屋の片隅に置かれた観葉植物だもの。若い二人の恋路を邪魔するような野暮やぼな真似まねはしない。

「菫先生は……アキが好きなの？」

「ううん。まあ好きか嫌いかって言ったら好き側だけど。アタシはカップリングに自分を含める趣味はないから」

　嫉妬しっとを含んだ声で問われて、アタシは首を振って答えた。

「そ。ならよかった」

　もう、そんなに心配しなくてもいいのに。

　まあそんな健気けなげなところも真白ちゃんの魅力でかわゆいんだけど。

　……ん？

「って、真白ちゃん!?　どうしてここにいるの!?」

「証拠集めの家探し、手伝おうと思って」

　ガサゴソと音を立てて中庭の植え込みから姿を現したのは、噂うわさの月ノ森つきのもり真白ちゃん。

　シルバーブロンドの髪にちょこんと葉っぱを乗せているのが可愛かわいらしい彼女はふくれっ面で、不機嫌さをミリも隠さないまま言う。

「さっさとミッションをクリアして、祠にいく。アキと彩羽ちゃんをふたりっきりにしたままは……嫌いや」

「真白ちゃん……そうよね。ごめんね、アタシが変なことに巻き込んだせいで」

「べつに。先生のせいじゃない」

　つんとした態度でそう言って、靴を脱いだ真白ちゃんが縁側に上がる。

　そのときにちらりと見えた右手。その指先がわずかに赤く腫はれているのに気づいた。

「ねえ、その手」

「ん？　……ああ、これ。キーボード打ちすぎてるだけ。気にしないで」

　アキ達からは聞いていたけど、真白ちゃんが偶然この村に来ていたのは担当編集さんと缶詰旅行をするためらしい。この子が小説を書いてるらしいのは知ってたものの、編集がつくほどとは思ってなかったから素直にビックリした。

　手にできたマメの数を見たら、それが思春期によくある黒歴史というだけじゃなくて、本気の産物なんだってよくわかる。

「担当さんはいいの？　〆切、ギリギリなんでしょう」

「窓からこっそり抜け出してきた。カナリアさん、真白が何か言わない限りいちいち部屋の中を覗のぞいてきたりしないから。たぶんだいじょうぶ」

「窓からこっそり逃げる……その手があったか!!」

「いや、式部はだめだろ。普段の行いが違うからな」

「あはは、そうよねえ！　アタシってば、いつも〆切守れないし……って、あれ？」

　今、口調がちょっと変だったような。

　だけど何か妙に馴染なじむ喋しゃべり方だったような？

「……！　ご、ごめんなさい。真白、つい……ため口で……！」

「あ、ああ、いいのよべつに。親しみやすい先生になれたなら嬉うれしいわ！」

　なんとなくお互いにギクシャクしてしまう。

　考えてみれば、こうして真白ちゃんと二人で会話する機会はそんなに多くなかった。

　転入することになったときの最初の面談や、ときどきやってる二者面談のときくらい。

　前の学校でのこととか、今の生活のこととか、教師と生徒としてのありきたりな会話しかしてこなかった。

　プライベートの真白ちゃんがどんな顔で話して、どんな話題で笑って、どんな出来事にムキになるのか、実はいまいちまだ見えてきていない。

　どんな話題を投げればいいのかしら。先週のアニメの話？　それとも今熱いＢＬのカップリング？　うーん、距離感が摑つかめない。

　影石家邸内、畳敷きの大広間を二人で探索しながら、アタシは話題を必死で探す。

　雑談してる場合じゃないんだけど、それでも無言で家探しする空気に耐えられそうになかったから。

　だけどあーでもない、こーでもないと考えてるうちに、真白ちゃんに先手を取られてしまった。

「菫先生は、大人、だよね」

「え？　まあ、諸説あるかもしれないけど。一応立派に大人だと自負してるわ」

「それじゃ……訊きいてみようかな」

　押し入れを開けて、がさごそと中を漁あさりながら真白ちゃんが言う。

「最近ね、担当さんに言われたの。真白にはまだわかんないことだ、って。でも、その内容が頭から離れなくて」

「え、何それエッチな話!?　アタシの清楚せいそな真白ちゃんに何てことを!!」

「式部」

「はい。ごめんなさい興奮しすぎました」

　──って、やっぱり何か微妙に既視感が。何だろうこれ。

「《５階同盟》に与えるだけじゃだめで、《５階同盟》が何かを与えてくれなきゃ、遠くないうちに崩壊しちゃうって。どういう意味か、わかる？」

「《５階同盟》に？」

　思いのほか真面目まじめな話だった。それならばと、アタシも真面目に考えることにする。

「お互いに与え合う関係。ありきたりな表現で言うとＷＩＮ－ＷＩＮってやつね。そういう、利害が一致した関係じゃないと、大人の協力関係はあっさり壊れる。たぶん、担当さんはそう言いたかったんじゃないかしら」

「りがいかんけい」

「高校生にはまだ難しいと思うけどね」

「紫式部先生も、利害関係で、《５階同盟》と付き合ってるの？」

「……そうね。アタシは大星君──アキに約束してもらったから、ね」

　あの日、彼は言った。世界に競争力を持つハニープレイスワークスに就職を果たす事実を以もって、実家の反対を強引にでもねじ伏せてやると。

　彼がハニプレ入りを目指す理由の一端を、アタシも握っている。もちろん、アタシのためだけじゃないことは知っている。それでも、自分自身では怖くて何も動きだせないアタシの手を引いて、夢への一歩を踏み出させてくれたのは彼であり《５階同盟》だ。

　と、昔を懐かしみながらアタシがそんな話をすると、真白ちゃんは。

「じゃあ、もしも利害関係がなくなったらどうするの？」

「え？」

「たとえば、ここで家探しを成功させて。お祖父さんの説得が成功して。自由にイラスト仕事をできるようになったら……《５階同盟》は、紫式部先生に何を与えてあげられるの？」

「それ、は……」

　言葉に詰まる。あまりにも素朴に放たれたその言葉は、それゆえに刃物のように鋭かった。

　そう、《５階同盟》は何のバックボーンもない、ただの一学生が立ち上げたサークルに過ぎない。

　自分で言うのも何だが、教師を辞めることが許されてフリーになれば、紫式部先生の絵を求めてくれるクライアントは山ほどいるだろう。

　そのとき、《５階同盟》からしかもらえないモノがあるのかと問われれば……それは、ある、とは言い切れない。

　でも、未来の自分が突きつけられるであろう現実よりも先に、アタシの中に生まれてきたのは別の疑問だった。

「どうして、そんなことを訊くの？　真白ちゃんは……何を悩んでるの？」

　まるで《５階同盟》と何か関係してきたかのような。

　そして《５階同盟》から得るものがなくなった未来を不安視するような。

　そんな問いかけを発する真白ちゃんは、いったい──……。


「…………」



　彼女は沈黙する。胸に手を当てて、何かに怯おびえるように微かすかに呼吸を乱れさせて。

「真白は、怖いの。《５階同盟》との縁が切れるのが。アキはすごく良い人だから、きっと、《５階同盟》にとって不利なことでも、真白達のために頑張っちゃう」

「それは──」

「先生が自由になれたら、《５階同盟》は困るかもしれないんだよ。紫式部先生が自由になるってことは、《５階同盟》を選ばなくてもいいってことなんだから。でもきっと、アキはそれでいいと思ってる。メンバーの幸せにとって一番効率的なら《５階同盟》を捨てられる。……たぶん、アキはそういう人だから」

「それは……」

　たしかにその通りだ。さすがは従姉妹いとこでニセ恋人。最近転校してきたばかりだというのに、アキのことをよくわかってる。

　でもその言い方は、まるでもっと以前から、彼のことを知り尽くしているようで。

「だから、怖いの。《５階同盟》がなくなったら、真白は、アキとの繫つながりがなくなっちゃう。それは、やだ……」

「ま、待って真白ちゃん。それ、どういうこと？　貴女は《５階同盟》じゃ──」

「うん。月ノ森真白は、ちがうよ。だけどね──真白のもうひとつの顔は、ちがわないの」

　未来の恐怖を想像して青ざめながら。それでいて、その恐怖を振り払うように、まっすぐに前を向いて、アタシの瞳ひとみを見つめる。

　どこか圧倒されるような気持ちのまま、アタシはただ彼女の告白を聞いていることしかできなかった。




「巻貝まきがいなまこ……それが、真白のもうひとつの名前」
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　　　　あとがき




　皆様こんにちは、今回の『友達の妹が俺にだけウザい』こと『いもウザ』はホラー回ということで本当にあった怖い話をしようと思います、三河ごーすとです。

　すべての読者の方々がご存知の通り、いもウザは現役高校生たちがラブでコメで、ときどきクリエイティブな青春を過ごす物語。登場するＪＫ女子高生たちをしっかりと等身大のＪＫとして描写して初めて作品に血肉が通い、明らかなフィクションなのに妙な生々しさ、リアリティがあるという状態に皆様を導くことができるのですが──そうなると、今の時代、ＪＫを描く上で、どうしても避けては通れない題材があります。




　タピオカです。




　そう。このあとがきを執筆している二〇一九年十月中旬現在は、タピオカミルクティー全盛の時代。ＪＫの日常を描写するにはこれを扱わずして何を扱えばいいのかというほど。

　そこで私は早速、六本木のとある店に担当編集を連れ経費（確認したわけじゃないから本当に経費だったのかは定かではありませんが、まあべつにどっちでもいいや）で、タピオカミルクティーを飲みに行くことに。

　感想としては、流行はやるのも納得の美味しさでした。やっぱり百聞は一見に如かずと言いますか、インスタ映えだけだの何だの言われてますが、見た目も可愛くて飲んだら実際甘くて美味しくて、ああこれは流行るわけだなーと。

　とまあそんなこんなでタピオカ体験を済ませた私は満を持して原稿と向かい合い、ひとつの章タイトルを書き記したのです。




『第２話　担任の先生が俺にだけタピオカ』




　おお……何たる重みか。

　ただツイッターのまとめで聞きかじっただけの知識では醸かもし出せない、実体験者ならではの確かな温度。私は取材によって真にタピオカを題材にする資格を手に入れたのだと、目の奥に熱いものがこみ上げるのを感じながら本文を書き進めていきました。

　そして原稿が完成。




「今から本物のＪＫ、本物の現代ラブコメというやつをお見せしますよ」




　担当編集に「ドヤァ……」と顔の横に書き文字が出そうな顔で原稿を投げつけました。

　そして数日後、担当編集から戻ってきたコメントに、こんな指摘が。




「ここ『タピオカりたい』になってますけど、正しくは『タピりたい』ですよね？」


「…………」



「え、もしかしてイマドキのＪＫ語をドヤ顔で間違えたんですか？　使いこなせてないＪＫ語を無理に使おうとしてるの丸出しじゃないですかー!!　そうですよね、取材でタピオカミルクティー飲むことはできても、本物のＪＫとコミュニケーションとれるわけじゃないですもんね、プークスクス！」

「おいこら彩羽のセリフ意識したメッセなら許されると思うなよクソ編集、彩羽はウザくてかわいいから許されてるだけで、あんたはウザいだけでかわいくないからな!?」

（※一部、表現を過剰に脚色してます。具体的には三河の口調はもうすこし全体的に丁寧語でした。担当編集のセリフもたぶん違った気がするけど私の聞こえ方としては大差ないです）




　しかしまあ「タピりたい」を「タピオカりたい」に間違えたのは実際、顔から火が出るほど恥ずかしいミスでして、今となっては笑い話ですが当時は「うわああああ恥ずがじいいいい」とルンバ君が掃除してくれたばかりのフローリングの上をゴロゴロ転げ回って汚しました。




　どうでしたか？　怖かったでしょう。




　次に流行語を間違えて恥ずかしい思いをするのは、これを読んでるあなたかもしれません。




　謝辞です。

　イラストを担当してくださっているトマリ先生。今回も神イラストの数々感謝の嵐です！　最近私と担当の間で「ゴットマ」という造語が生まれました。（ゴットマ＝トマリ先生から神イラストが届くことの意。ゴッド・トマリの略）。これからも何卒よろしくお願いいたします。

　担当編集のぬるさん。ＧＡ文庫編集部の皆様。営業部の皆様。売場で盛り上げてくださる書店員の皆様。そしてこの本を出版する上で関わってくださっているすべての皆様、ありがとうございます。

　そしてこの本を買ってくださった、あるいは読んでくださったすべての読者の皆様。感謝！




　４巻はなんとドラマＣＤ付き特装版も発売するなど、ますます盛り上がっていく「いもウザ」を引き続きどうぞよろしくお願いいたします！──以上、三河ごーすとでした。
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著者

三河ごーすと（みかわごーすと）

　いもウザのキャラ達がなぜ日常的に麻雀を打ってるのか気になる読者の方もいると思うのですが、実はこれには意味がありまして、私が麻雀が好きだからです。

　さあみんなも麻雀を覚えて、いもウザを１００倍楽しもう！（何のコメントだこれ）

【Twitter】@mikawaghost




イラスト

トマリ（とまり）

　彩いろ羽はと一緒にタピりたいだけの人生だった。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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〈あて先〉

〒１０６－００３２

東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「三河ごーすと先生」係

「トマリ先生」係




https://ga.sbcr.jp/
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